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０　プロローグ







「一いち朗ろうさま、お茶が入りました」

「ん、ありがとう」

　いつもの朝の、いつもの光景だ。世田谷区三さん軒げん茶ぢや屋やにそびえる、高級マンションの最上フロア。石つわ蕗ぶき邸ていでは朝食後のティータイムを優ゆう雅がに嗜たしなむ、石蕗一朗の姿を見ることができた。

　朝食後、朝八時からのこの一時間が、彼かれにとってもっともくつろげる時間帯である。テーブルの上には、英字紙、経済紙、スポーツ紙と、一いつ般ぱんに言う高こう尚しよう低てい俗ぞくを一いつ切さい問わない様々な新聞が置かれ、一朗はそれら全すべてに目を通しながら、膝ひざの上に置いたタブレット端たん末まつと、目の前に置かれた大画面のＨＤブラウン管テレビで、情報収集に没ぼつ頭とうしていた。

　桜さくら子こは、そのときどきの気分に合わせて、朝の紅茶のフレーバーを変える。決して、一朗の気分に合わせて、ではないところが、彼かの女じよのマイペースな部分だ。が、その日一朗が、あまり飲みたくないなと思ったものは決して出さないし、そうなると、毎日ランダムに出てくるこの紅茶が、毎回毎回待ち遠しい。

「アールグレイです」

「ベルガモットピーチでしょ？」

「はい、実はそうです」

　というようなやりとりもある。これも楽しい。

　扇おうぎ桜子は、石蕗一朗が五年前から雇やとっている住み込みメイドだ。家政婦という言葉を使っても良いが、本人が〝メイド〟に固こ執しつした。メイド服だって本人の趣しゆ味みだ。両者の出会いに関しても色々と話題の種は尽つきないが、ここで筆を割さくようなことではないだろう。

　さてさて、テレビを見れば、ちょうど各地で海開きが行われているという話題である。

「海ですかぁ。いいですねぇ」

　桜子はしみじみと言う。

「何か言いたそうだね、桜子さん」

　一朗は、彼女のほうを見もせずに、涼すずやかな顔で紅茶を口に運んでいる。

　その言葉を聞き、神しん妙みような表情を作るのは桜子だ。

「はい。言いたいことはありますが、私は使用人ですので、主人である一朗さまにあまりワガママを申し上げないようにしているのです」

「でも、このブラウン管は桜子さんが大画面でゲームしたいって言ったから買ったやつだよ」

「それもそうですね！　一朗さま、今年の夏は海に行きませんか！」

「気が向いたらね」

　別に意地悪ではない。使用人の言葉を聞くのと、それに賛同するのはまた別の問題なのだ。桜子は『わかってましたけどね』と言いつつ、薄うす桃もも色いろの唇くちびるを尖とがらせるだけである。

「泳ぎたいなら、うちにも室内プールがあるじゃない」

「存じ上げております。一朗さまが、毎日の朝食前にひと泳ぎなさってからいらっしゃっていることも。ていうかあのプール掃そう除じしてるの私です」

　こう見えて石蕗一朗、自己鍛たん錬れんは欠かさない。肉体づくりというよりも、単純に身体からだを動かすことが好きなだけだが。仮想現実世界、ＶＲＭＭＯに入いり浸びたりとなる最近であっても、自宅内に置かれた室内プールやジム設備などを存分に使って、有り余ったエネルギーを発散している。

　なお、いくら鍛きたえたところで過か剰じようなマッチョにならないのも、一種の才能であった。

　さておき、

「でも私、海に行きたいんです！」

「僕ぼくは特別行きたいとは思わないなぁ」

「去年は夜中に無理やり私をたたき起こして、ヘリで函はこ館だて湾わんまで連れていきましたよね？」

「あの時はイカが食べたかったからね。というか、それでいいの？　なら今からでも船を出して釣つりにでも行く？」

「あ、すいません。私が生きたいのはビーチの方です……」

「だよね」

　一朗は、ちらりとテレビの画面に視線を移す。海開きのニュースは終わって、今度はいかにもバラエティ的な、街のグルメリポートが始まっていた。先ほど朝食を食べたばかりだというのに『ああ、いいですねぇ……』などと、うっとりした声でのたまうメイドが、扇桜子だ。少食の一朗としては理解しかねる。

「桜子さん、お皿洗いはいいの？」

「もう終わっています。お掃除、洗せん濯たく、もろもろ朝の家事は完かん了りよう済ずみなのです」

「あ、そう……。最近早いんだね」

　彼女がこんなにまで張り切って仕事を終わらせる理由はわかっている。ＶＲＭＭＯＲＰＧ〝ナローファンタジー・オンライン〟に一分一秒でも早くログインするためだ。元からそれなりのヘビーユーザーであった桜子だが、一朗がゲームを始めてからはそれに拍はく車しやがかかっている。

　それでも、決してログインを急せかさないあたり、使用人としての誇ほこりがあるらしい。現実世界でもゲーム世界でも従者をやるあたり、ワーカホリックにもほどがある。逆に言えば、趣味を仕事にした人間の極地、であるのかもしれない。

「じゃあ、桜子さんをずっと待たせるのもなんだし、ログインしようか」

　一朗がカラになったティーカップを手て渡わたすと、桜子は恭うやうやしく一礼した後に、ティーセットを持って一度キッチンへと引っ込む。一朗はそのまま、テーブルの上に各種新聞紙やタブレット端末を、丁てい寧ねいに重ねて置いた。

　これを片付けるのも桜子の仕事だ。彼女はああ見えて自分の職務にやや行き過ぎたプライドを持っているので、一朗もときどき思いつきで意地悪する目的以外で、桜子の仕事を奪うばうような真ま似ねはしない。

「お待たせいたしました」

　言うほど待たされない仕事の速さだが、決して手を抜ぬかないのが扇桜子だ。その辺は、長い付き合いもあって信しん頼らいしている。

　二人がＶＲゲームに用いる業務用筐きよう体たいミライヴギア・コクーンは、石蕗邸にいくらか存在する空き部屋のひとつに置かれている。シャレで買ってみた２Ｄ対戦格かく闘とうゲームの専用筐体やら、クレーンゲームやらが適当に配置され、さながら小さなゲームセンターの様相を呈ていしている。インテリアのようなものなので一朗はあまり触ふれないが、桜子は割と楽しんでいる様子だった。

　その遊ゆう戯ぎ室しつに向かう際も、桜子は決して一朗の横を歩かない。彼の後ろで小さな手帳を開き、歩きながら読み上げた。

「そういえば、一朗さまの明日のご予定ですが」

「ああ、うん。朝からシスルだ。僕は向こうで会食の予定があるので、桜子さんはお昼自由に摂とってもらうことになるけど」

「夜までにはお戻もどりに？」

「一応ね。帰る前に連れん絡らくは入れるけど、夕食の準備は僕が戻ってからでいいよ」

　振ふり返かえらずとも、桜子がにこりと笑うのがわかる。

「かしこまりました、一朗さま」

　一朗は、彼女のためだけに良き主人であろうと思ったことは、一度もない。ただ、対人関係において突とつ然ぜん冷めることがある彼にしては、桜子との主従関係は長く続いていた。

「もう五年ですねぇ」

　そんな一朗の心を読んだわけではないだろうが、桜子がぽつりと呟つぶやく。

「もう五年だね」

「おかげで、一朗さまに振り回されるのも慣れてきちゃいましたけど、アイリスや明あ日す葉はちゃんの反応を見ると、やはり一朗さまは変な方なんだなと」

「ナンセンス」

　桜子の従者としての心構えは原則立派なものだが、歯に衣きぬは着せない傾けい向こうが見える。

「先日訪おとずれたネムさんという方も、どうせ一朗さまの蒔まかれた種なんでしょう？」

「どうせっていう言い方は適当ではないし、彼女がアイリスに難なん癖くせをつけた一件は彼女の独断によるものだけど、客観的に分ぶん析せきして原因のひとつに僕があることは否定しない」

「ああ、はい。まあ、そうした話を私たちのような人間はアバウトに『どうせ一朗さまの蒔かれた種』とまとめるんですよ」

　桜子の言葉に、子供をあやすような色が滲にじんでいたのが、ちょっと気になる。

　ネム、というのは、先日ナロファンの中で出くわしたプレイヤーのアバターネームだ。本名は芙ふ蓉ようめぐみ。日本三大総合商社の一に数えられる角つの紅べに商事の御ご令れい嬢じようであって、今をときめく若者向けアパレルブランド〝ＭｉＺＵＮＯ〟の社長でもある。彼女がわざわざ素す性じようを隠かくして、ゲーム内で一朗たちの所属するギルド〝アイリスブランド〟のメンバー・アイリスに難癖をつけにきた理由は、簡潔に説明するのが難しい。

「まぁ、何にせよですよ」

「ああ、桜子さんがまとめに入ろうとしている」

「もうすぐお部屋に着きますからね。まぁ何にせよですよ。一朗さまのキャラは、明日葉ちゃんみたいな世間知らずの子にはエキセントリックすぎるんですから。その気がないならないで、誠意あるお断り方をしてあげてくださいね」

「何だか凄すごい失礼な想像をされている気がするなあ」

　部屋の扉とびらが近づいてくると、それまでしずしずと後ろをついてきた桜子がぱっと前に出て、ドアノブに手を掛かける。開いた扉の前で、一朗が入るまでの間、やはり恭しく頭を下げていた。

「めぐみさんがそれらしい態度を見せたことは何度かあるけど、僕はちゃんと自分の意思を告げているよ」

　コクーンのシートに身を預けながらそんなことを言うと、隣となりのシートで桜子が身を乗り出してくる。

「どんな風にですか？」

「ナンセンスって」

「ぜんぜん誠意こもってないですね……」







１　御曹司、任せる







「へきしっ……！」

　くしゃみである。

　風か邪ぜかしら、とネムは思ったが、この身体は量子情報空間上に作り出された仮想上のものだ。風邪を引いてくしゃみをする、なんてことはあり得ない。遅おくれてやってきた恥はずかしさに、口元を押おさえる。

「誰だれかが噂うわさでもしてるんですかねぇ」

　目の前に腰こし掛かける男が、天てん井じようを見上げながら言った。

　耳の尖った長身の、一見して美男子と言える男である。だが、このじめじめした鍾しよう乳にゆう洞どう　を思わせる会合の場にぴったりの、粘ねばりつくような声こわ音ねが気になる男だった。

「そんな古典的な……」

「いやいや、このゲームではね、特定のアカウントユーザーについて話し合われているとＡＩが判断すると、アバターにくしゃみをさせたりするんですよ」

「な、なんでそんな設定にするんですの……？」

「面おも白しろいでしょ？　ナロファン、バランスはクソだけど、こういうどうでも良いところにチカラ入れてるのがね、俺おれは好きですよ」

　のんびりと語る男の言葉が、いまいち、ネムには理解ができない。

　このゲームのデザイナーにしてプランナー、運営の総そう元もと締じめである女社長・野の々のあざみは、ネム＝芙ふ蓉ようめぐみの友人だ。ときおりこのゲームについて語る時、例えば『ため息をつくと幸運ステータスが減少する』であるとか、迷めい信しん俗ぞく説せつに基もとづいた非常にどうでもいい設定をてんこ盛りにしているのだと、自信満々に説明してくれる。

　ネムはコンピュータゲームの類たぐいというと、子供の頃ころに夢中になった〝たまごっち〟くらいしかプレイ経験がないが（手塩にかけて育てた子が死んだ時は親に泣きついた）、そうした設定は、ゲームを面白くする上で必要なのかしら、と、毎回思っていた。

「さて、で、ネムさんでしたっけ」

　男はいよいよ本題とばかりに、背もたれに身体を預け、言った。

「一応、俺たちのギルドハウスは非公開ってことになってるんですけどねぇ。運営に繋つながりがあるのかな」

「ごめんなさい。でも、このゲームに一番詳くわしいプレイヤーの方は、マツナガさんだと伺うかがったものですから……」

「いやいやいいんですよ。その通りですから」

　本気とも冗じよう談だんともつかぬ台詞せりふを吐はいて、男はニタリと笑う。

　探たん索さくギルド〝双頭のデユアル・白蛇サーペント〟。エルフの斥候スカウトであるマツナガがリーダーを務める、ナロファン三大ギルドのひとつだ。マツナガは、ゲームの攻こう略りやくネタやインターネット上の口コミをまとめた、ナロファンの総合情報サイトを運営しており、集積された検証情報には運営としても舌を巻くと、野々あざみ本人から聞かされている。

「で、なんですか。あなたがツワブキさんとこのギルドでイザコザを起こしそうになったのは知ってるんですよ。ああ、そんな驚おどろかないでください。何しろねぇ、あの人の周りには放っておいてもネタが集まるんでねぇ。最近は普ふ段だんから網あみを張るようにしてるんですよ」

　こちらがどう切り出そうか迷っているところに、マツナガは矢や継つぎ早ばやに言葉を繰くり出す。

「報告を聞くに、ツワブキさんを恨うらんでるわけじゃなさそうだね。わざわざ俺を頼たよりにきて、いったい何をしようってのかが、気になるんだけど」

「ええと、あの、」

　ネムは湿しつ気けの多い洞どう窟くつの中で、不気味に灯ともる緑のトーチに視線を彷徨さまよわせた。

　不気味なダンジョンを彷ほう彿ふつとさせるこの空間に、ペースを呑のみ込こまれてしまっている。

　これではいけない。ネムは大きく深呼吸した。心を落ち着かせ、平静を取り戻す。どのような場、どのような相手であれ、これは商談のようなものなのだ。彼女もまた、新興企き業ぎようの社長であり、同時に経済界の怪かい物ぶつと謳うたわれた、芙蓉瑛えい惠けいの娘むすめである。海千山千の猛も者さを相手にしたことも一度や二度ではない。

「わたくし、自分の感性が間ま違ちがっていないということを、証明したいんですの」

「ふぅ……ん」

　はっきりと告げたつもりではあったが、マツナガの返事は気のないものだ。それが少しばかり、ネムには面白くない。

　ネムの現実世界における本職はアパレルデザイナーだ。自身の感性には、強い誇りと自負を抱いだいている。何より、そうでなければやっていけない世界であるのだ。

　先日、ネムの身に降りかかったのは、その自信を揺ゆるがしかねない出来事であった。

「あんた、存外に暇ひまなんですねぇ」

「貴重な時間を割くほど、わたくしにとっては大事なことなんです」

　挑ちよう発はつ的てきなニュアンスを込めたマツナガの言葉にも、ネムは動じない。

　マツナガがどれほどこちらの事情を掴つかんでいるのかは知らないが、ネムは自身の中にある感情を整理する目的も兼かねて、ひとまず一から説明することにした。

　ネム、本名は芙蓉めぐみ。父・瑛惠は日本を代表する総合商社、角つの紅べに商事の会長を務める。友人には、このナローファンタジー・オンラインを開発し、運営しているシスル・コーポレーションの社長、野々あざみがおり、オンラインゲームに不慣れな彼女がナロファンを始めるにあたって、様々な便べん宜ぎとアシストを図はかってもらった。

　ネムがゲームを始めた理由はひとつだ。

　ひとつだが、ひとことで説明するのは難しい。

　まずはそこに、石つわ蕗ぶき一いち朗ろうという男の存在がある。一朗は父のビジネス上の友人であって、その縁えんからそれなりにめぐみとも親交が深い。めぐみが一大商社の一人娘という立場と、アパレルデザイナーという夢の板いた挟ばさみで苦しんでいたとき、そっとアドバイスをして背中を押してくれたのも彼だった。当の一朗は、覚えていないかもしれないが。

　一朗は、ちょっと変わったところがある。父から世間知らずを心配されるめぐみでも、それはわかる。美的センスひとつをとっても、彼女をはじめとした、いわゆる一いつ般ぱん的てきに『良い』とされるものに、興味を示さないこともままだ。だから、めぐみがいくら『良い』ものを作ったとしても、彼の評価は常に『良いんじゃないかな。客観的には』だった。そこには常に、彼の主観は関かん与よしてこなかった。そういう人間なのだと、諦あきらめていた節はある。

　めぐみのデザイナーとしての情念を呼び覚ましてしまったのは、まさしく数日前。彼女の経営するアパレルショップを新規開店するにあたっての、セレモニーでのことであった。

　一朗が誇らしげに胸むな元もとに留とめていたのは、やや不格好な銀細工の蝶ちようである。材質は本物のようだが、到とう底てい精せい緻ちとは言えないデザインであって、あからさまに安っぽい。一朗は奇き人じんである。一般的に『良い』とされるものに興味を示さないこともままある。だが、それでも決して『趣味が悪い』あるいは『幼よう稚ちである』と思わせるような装そう飾しよく品ひんを身につけてきたことはなかった。審しん美び眼がんは、彼の言う一般的なラインから見ても確かだった。センスは良かったのである。

　それだけに、彼が件くだんのブローチをつけてきた時は驚きよう愕がくした。

　センスが悪かったし、幼稚だったのだ。まるで駆かけ出しにもなっていないようなデザイナーの卵たまごが習作として作ったようなアクセサリーである。めぐみからすれば到底理解しがたいものであったし、なんでそんなものを、とも思った。後者の疑問に関しては、聞けば聞くだけ『ナンセンス』なのはわかりきっていたので、めぐみの興味は自然、そのブローチの製作者に向かった。

　アイリス。それが現実世界ではなく、ゲームの中で知り合った相手だとわかったのは、ほんの些さ細さいなきっかけである。幾いくつくらいの年ねん齢れいの相手なのか、そもそも男なのか女なのか。気になることは多かったが、そこまで追及するのはマナー違い反はんだと知っていた。

　石蕗一朗が気に入るほどのデザインを手がけるのであれば、一度この目で見てみたいという思いがあった。で、友人に多少無む茶ちやなお願いをして、このゲームを始めさせてもらった、と、いったところである。

「こう言っちゃあ、なんですけどね」

　事情を語るネムに対して、マツナガは面めん倒どう臭くさそうな視線を向けていた。

「ツワブキさんのどこがいいんですかね……」

「え？」

「そりゃあ、顔は良いし地位もおカネもあるし頭も良いんだから、モテるのはわかりますけどね」

「一朗さんの魅み力りよくはそんな外そと見みのものではありませんわ」

「でもあの人性格悪い……あーいや、やめましょう！　俺が何を言ってもモテない男の僻ひがみにしかなりませんからね。えぇっと」

　ぶんぶんと手を振って、マツナガは言う。

「まぁそれで、やっぱアイリスさんのデザインが微び妙みようだったから、納なつ得とくがいかないと。そういうことですね。はいはい。それで、えぇと、なんですか。あんたの感性が間違ってないことを証明したいと。要するに見返したいんだ、あんたは」

　先ほどの自身の発言を上書きするかのように、早口でまくし立てるマツナガだが、発言自体は比ひ較かく的てき正せい鵠こくを射ている。

「そのアイリスさんに一ひと泡あわ吹ふかせたいとか、いろいろあるんでしょ？」

「そう……、そう、ですわね……」

「なるほどねぇ」

　マツナガは納得したように言ったが、言葉にしてみると存外にふわふわしたものだと、ネムは思った。

「なるほどねぇ、悪くないですよ」

　目の前の男は、その秀しゆう麗れいな顔立ちにそぐわぬほどに嫌いやらしい笑えみを浮うかべて、言った。

「まぁ、双頭のデユアル・白蛇サーペントとしてあんたをアシストするかは、仲間たちとチャットして決めますけどね。俺たちはお祭りが好きなだけだからさ。あんたに協力できるとは限りませんよ。でも、そういうのは、悪くないですね」

「ど、どういうのですの……？」

「見返したいんでしょう。納得できないんでしょう。自分より優すぐれているわけでもない子が、自分を認めてくれない男に認められたのが悔くやしいわけだ。良いですね」

　ニタニタと笑うマツナガは、まるでこちらの心を見み透すかしているようで、居い心ごこ地ちが悪い。
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「劣れつ等とう感かんというのは大事なものです。いや失礼。ひとまずネムさん、あんたお仕事は？　ずっとここにいて良いご身分でもないでしょう」

「え、ええ……。その、よろしければあと十分程ほどで、一度……」

「結構。良いですよ。また明日、同じ時間に来ていただければ、頼れる連中を紹しよう介かいしましょう。そいつらをどう使うかは、あんた次し第だいですがね」

　当初の退たい屈くつそうな雰ふん囲い気きとは打って変わって、マツナガの態度は協力的だ。ただ、これを素す直なおに喜んで良いのかどうかは、ネムにはわからない。途と端たんに張り切り出したマツナガは、率そつ直ちよくに言って不気味でもあったのだが、それを表に出すのは流石さすがに失礼だろう。

　こちらの意図を汲くんで、協力してくれるだけでもありがたい話だ。

「マツナガさん、わたくしはまだ、あなたに提示できるメリットについて、お話をしておりませんけど……」

「ああ、いりませんよそんなもの。面白そうだから協力するし、つまらなそうだったらしません。まぁなんですか。どうしてもって言うなら、うちの忍者シノビたちに新しいお洋服でも作ってあげてください」

　立ち上がってそう言うマツナガの背後で何者かが動いたように見えたのだが、ネムにはそれ以上わからない。これは彼女の与あずかり知るところではないが、ネムの感知系ステータスでは、《隠蔽ハイド》系スキルを発動させた忍者シノビ軍団の存在を察知することは、できないのである。

　代わりに彼女は、マツナガの言葉にあるフレーズを思い出していた。それは、やはりつい先日、このゲーム内で初めて出会ったイチローから、ネム自身に向けられた言葉である。

『このゲーム、結構楽しいよ』

　その言葉の意味するところが、ネムにはよく、わからない。

　わからないので、疑問の形にして素直に目の前の男にぶつけてみることにした。

「マツナガさん、このゲームって、面白いんですの？」

　対する男の答えはこうだった。

「面白くないゲームなんてありませんよ。面白くない人間がいるだけです」










「ずいぶん面白くなさそうな顔してるわね……」

　テーブルに頬ほお杖づえをつき、膨ふくれっ面つらを作ったフェリシアを眺ながめて、アイリスは言った。イチローはというと、こちらは相変わらずの上じよう機き嫌げんで、キルシュヴァッサーの淹いれたお茶を楽しんでいる。

　彼がフェリシアの方をちらりと見て、言うには、

「気にしない方がいい。中日が負けた日は大体こうなんだ」

「ちゅうにち？」

「中日ドラゴンズ！」

　ばん、と両手でテーブルを叩たたき、フェリシアは叫さけんだ。

「ああ、ファンなのね……。フェリシアちゃん野球部だっけ？」

「あたしはソフト部だけど！　もう！　なんなのアイリスさん、昨日の試合は！」

「え、あたし!?」

　フェリシアは鼻息も荒あらく、名古屋強竜軍団の惜せき敗はいと監かん督とく（もう星野でも落合でもないらしい）の采さい配はいについてガーガーと不満をまくし立てる。が、当然アイリスは半分近くも理解できずにいた。

　ここ数日、フェリシアは毎日のようにアイリスブランドのギルドハウスに顔を出している。どうやら、彼女はハトコであるツワブキ・イチローが大好きなようで、この男に会いに来ていると思われるのだが、アイリスにはこちらも、まったくもって理解ができない。他人の趣味に口出しするのは、さすがにどうかと思うので、しないけど。

「エースピッチャーらしいですよ」

　白銀の老騎士ナイトキルシュヴァッサー卿きようは、こちらにお茶を運んできながらそう言った。言うまでもなくフェリシアのことだろう。確か、中学生だと聞いていた。

「そうなの？　凄いじゃない」

　未来のアパレルデザイナーを目指しながら、一向に芽の出る気配が見られないアイリスとしては、中学の部活動でエースと呼ばれるだけの実力がある相手には、素直な賞賛を露あらわにする。

　この少女も単純なものであって、素で驚いた様子を見せるアイリスに対して、少しばかり機き嫌げんを直した。

「えへへ、大したことないよぉ」

　訂てい正せいしよう。露ろ骨こつに機嫌を直した。

「今年は県大会出れなかったけど、次は頑がん張ばるよー。今ね、カントクと一いつ緒しよに魔ま球きゆうを開発中なんだよ」

「へ、へぇ。そうなの。魔球をね……」

　アイリスは野球には詳しくないので（フェリシアはソフト部だが）、いわゆる〝魔球〟なるものが実現可能なのかどうかはよくわからない。適当に相あい槌づちを打っておいた。

「でも、それでゲームなんかやってて大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ゲーム的なカンカクに慣れて必殺魔球を投げるイメージをカラダで覚えろって言われた」

「必殺なの？　殺すの？」

「アウトのことを死って言うくらいだから、カンカク的には殺すのかも」

「ふーん……」

　アイリスはデザイン画の製作に使っている描びよう画がツールアプリケーションを開いたまま、キルシュヴァッサーの淹れたお茶を片手に、自らの作品と睨にらめっこしている。いずれも防具のデザインをイメージして描えがいたものだが、いまいちパッとしないものばかりだ。

「フェリシアちゃん、どう？　これ」

「どれどれー？」

　一番年齢が近いであろう彼女に意見を仰あおぐ。フェリシアはアイリスの後ろに回ると、肩かた越ごしにぴょこんと、描画ツールの上に並べられた幾つかの画像ファイルを閲えつ覧らんした。

『設定』から、『他ユーザーによる操作を許可』すると、フェリシアもその指先でホログラフパネルに触れて、自由に閲覧が可能になる。アイリスはドキドキしながらその反応を待つが、しばらくしてから少女はこのように評価を下した。

「あ、ん、えっと……。悪くは、ないかなー……？」

　つまり、良くもないということだ。

「そっかー、まだまだ修しゆ業ぎようが必要ねー……」

　アイリスは大きく嘆たん息そくし、描画ツールを閉じる。また幸運ポイントが減少した。

「僕は君のセンスは、嫌きらいじゃないんだけどな」

　それまで黙だまってインターネットの閲覧などを続けていたイチローが不意にそんなことを言い放つ。アイリスは半眼を作ると、そのままその御曹司をじとりと睨みつけた。

「あんただけに気に入られても嬉うれしくないのよ。いや、嬉しかったけど、それで満足してちゃいけないの。わかる？」

「もちろん、君が何を目指して何を求めて、その上で僕個人の評価よりもより多くの人間の評価を必要としているのは理解している。君が僕の評価だけでは満足せず、目指すものにさらに貪どん欲よくになっているのは、好ましい話だ」

　相変わらずの回りくどい物言いを受け、アイリスとフェリシアはその額を付き合わせる。この二人が並ぶと、赤あか髪がみと白しろ髪かみのコントラストが実に映はえる。

「つまり、御曹司はあたしを褒ほめてるのよね……？」

「褒めてると思うよ。イチ兄ぃ、素直じゃないから」

「わかるわ。やりたいことには素直なんだけど、その過程が捻ひねくれてるのよね」

「あたし的にはアイリスさんも素直じゃないけどね？」

　彼女らの言葉が聞こえてかどうかは不明だが、イチローの表情はにこやかなものである。もっとも、イチローの知覚・感知系ステータスからして、この程度のひそひそ話が耳に入らないはずはないので、ばっちり聞こえていたものと考えて間違いはあるまい。

「しかし、これからどうしますかな」

　イチローの後ろで直立不動の姿勢を保つキルシュヴァッサーの言葉だ。

「どうするって、どうにかしなきゃいけないの？」

「いけないわけではありませんが、」

　キルシュヴァッサーは苦にが笑わらいを浮かべる。

「アイリスがナロファンに復帰して数日、このギルドハウスでだらだらと過ごしてきましたが、結局、お客さんといえば一日に三人冷やかしが来る程度です」

「うっ……」

　暗に自分の実力のなさを指し摘てきされているような気がして、アイリスは呻うめく。

　イチローをギルドリーダーとし、アイリス、キルシュヴァッサーが名を連ねる生産職ギルドが、アイリスブランドだ。イチローとアイリスの邂かい逅こうに端たんを発した一連の事件で一いち躍やく有名になったわけだが、結局のところ唯ゆい一いつの生産職プレイヤーであるアイリスの実力が追い付いていないので、客足はぱったり途と切ぎれた。

　生産職ギルドというからには、アイテムを生産して売るのである。ゲームであるからして、アイテムの生産に必要なのはプレイヤーの数値的なステータスだ。アイリスは《防具作成》等をはじめとした生産スキルのレベルが取り立てて高いわけではなく、作ったアイテムにも目を見張るものがあるわけではない。ありていに言ってザコなのだ。

　そもそもアイリスブランドとは、本来なら課金を必要とする故ゆえにあまり馴な染じみのないオリジナルデザインの防具を、御曹司ツワブキ・イチローがリアルマネーに飽あかせた強ごう引いんなるカネの暴力によって大量生産して一いつ般ぱん販はん売ばいする、ネタプレイの傾向が高い生産ギルドである。よって、ガチ攻略を狙ねらう一般プレイヤーからは見向きもされない。

　だからこそ、アイリスブランドが狙う客層というのも、アバターの外見にこだわったり、ネタに走ったりすることを優先する、いわゆる〝エンジョイ勢〟と呼ばれるプレイヤーになるのだが、肝かん心じんのアイリスのデザイン力がビミョーなことも相まって、そうした顧こ客きやくをつかむことにもまた、失敗している。結果として、アイリスは継けい続ぞくして実力不足を恥はじという形で晒さらし続けている。

「ですので、」

　と、キルシュヴァッサーは言った。

「たまにはこのグラスゴバラを離はなれて、どこかに出で掛かけませんか、ということです」

「どこかって？」

「レベル上げとか？」

　アイリスとフェリシアが続けざまに尋たずねる。

　ナロファンはＭＭＯＲＰＧであるのだからして、それが正当な楽しみ方ではある。レベルを上げて、強くなって、もっと強い敵に挑いどむ。が、キルシュヴァッサーはゲーマーであると同時にオトナである。その楽しみ方を正しいモノとして押し付けるつもりは、まったくない様子であった。

「海に行くのはどうでしょう」

　こほん、という咳せき払ばらいの後に、老騎士ナイトはそう言う。

「うみ」

　オウム返し呟くアイリス。

「キルシュヴァッサー卿、まだ諦めていなかったんだね」

「良いではありませんか。どうせリアルでは連れていってくださらないのでしょう」

　この老騎士ナイトが唇を尖らせる様子というのは、これがなかなか珍めずらしい。

「海というのは、夏休みに合わせて開放された〝メニーフィッシュ・ビーチ〟のことだね。〝始まりの街〟の東側にある。沖おき合あいに出なければ、特に危険なモンスターもいない。単純に、遊ぶための場所といった感じだ」

「へー……」

　アイリスは天井を見上げながら言った。モンスターが出現しないなら、安心できるか。

「海かー。今年は行けるかわかんないし、ゲームの中でくらい行っても良いかもねー」

「ちなみにエリア専用装備として水着があります」

「あー、さっき鍛たん造ぞう組ぐみのギルドハウスで見たわ。設計図もう出てるんでしょ？」

　グラスゴバラ職人街に軒のきを連ねる様々な生産職ギルドでは、ここ数日とうてい防ぼう御ぎよ力りよくに期待できないような薄うすっぺらい布地が、これ見よがしに販はん売ばいされている。夏だから水着なのね、とは思っていたが、エリア専用装備とは思わなかった。

　金属製や鉱石素材、モンスターの皮や甲こう殻かくを用いた重じゆう厚こうな鎧よろいの中に薄布が飾かざられていたのだから、そのインパクトも相当なものであった。

「ねぇ、アイリスさん。水着のデザインしてよ！」

　フェリシアはアイリスの肩越しに身を乗り出して、そう言った。

「いや、あたしのデザインびみょーって話になったばっかじゃない……」

「誰もそんなこと言ってないよ？」

　あまり乗り気ではない姿勢を見せると、フェリシアは首を傾かしげる。

「ええ、私も言っておりませんな」

「そうだね。誰もそんなことは言っていない」

「そうね！　あたしが勝手に勘かん違ちがいして落ち込んでいただけよね！」

　キルシュヴァッサーとイチローが相次いで同意を示したところで、アイリスは唇くちびるを噛かみ、拳こぶしをテーブルに叩きつけた。確かにそんなこと誰も言っていなかった。

「あのねーアイリスさん、あたし花はな柄がらがいいなー。ちょっぴりオトナっぽいやつ！」

「わ、わかったわ！　任せておきなさい！」

　アイリスの辞書には、安やす請うけ合あいという言葉がだいたい三十ページくらい割さかれている。　先ほどまで自信を喪そう失しつしかけていたのに、調子の良い話だ。

「御曹司は？　あんたも水着着るの？」

「僕は明日、ちょうど私用があるので一緒には行けない」

「あらそう。ひょっとして泳げないの？」

　ちょっとした挑ちよう発はつを込めた言葉のつもりであったが、この男には通用しない。

「ナンセンス。正月にひい爺じいさんの家に集まる時は、鹿か児ご島しま湾わんで遠泳をするのがうちの仕来たりでね」

「毎年イチ兄ぃにマサ兄ぃが張り合ってるだけじゃん……」

　正月に鹿児島湾で遠泳という言葉の時点でだいぶ意味がわからなかったが、フェリシアの言葉を聞くにどうやら出まかせでもないらしい。しかもその口ぶりからして、イチローは遊泳力においても〝張り合われる側〟だ。

「ねぇねぇアイリスさん知ってる？　イチ兄ぃね、桜さくら島じまのイルカさんとお友達なんだよ」

「いきなりそんなファンシーな話をされてもどうリアクションすればいいかわからないわ」

　イルカも友人を選ぶべきではないかしら、と思いつつ、視線をもう一人の男に向けた。

「キルシュさんはー？　水着どうする？」

「私も遠えん慮りよしておきましょう」

「あ、ひょっとして明日、御曹司の用事に付き合う？」

「いえ……」

　アイリスの言葉を受けて、フェリシアがにわかに緊きん張ちよう感かん漂ただよう表情を作ったが、この白銀の老騎士ナイトはかぶりを振った。

「男性アバター用の水着は、トランクスとブーメランパンツしかありませんので」

「？」

　やや決まり悪そうに呟くキルシュヴァッサーの真意は、アイリスにはよくわからない。トランクスやブーメランパンツしかないことの、何が問題なのだろうか。プライベートではワンピースタイプしか着れない派？

　イチローはいつも通り、フェリシアも何かを察したように神しん妙みような顔で頷うなずいていたが、リアルの彼かれを知る者にしか理解できない事情があるのかもしれない。

「明日、海に行くというのなら、キルシュヴァッサー卿に二人の引いん率そつをお願いしよう」

　どのみち、アイリスが追及するよりも早く、イチローがそのように話を切り出した。

「えー、結局イチ兄ぃ来れないのー？」

「用事があると言ったからね」

　イチローは淡たん々たんと言って、専用ブラウザを閉じる。

「そのようなわけなので、二人をよろしく。キルシュヴァッサー卿」

「かしこまりました、イチロー様。仰おおせのままに」

　御曹司の言葉に、老騎士ナイトは恭うやうやしく頭を下げ、一礼した。普段からそのように接しているのだと感じさせるほどに、ごくごく自然な動きである。イチローが金持ちであるのはわかるし、キルシュヴァッサーがリアルにおいてもその使用人であるのはわかるのだが、果たして現実世界における二人の関係とは、どのようなものであるのだろうか。

「ねー、フェリシアちゃん。御曹司とキルシュさんってさー、」

「う、うんっ？」

　話を振ふってみると、フェリシアは身体を跳はねさせてリアクションを取った。

「いやぁ、板についてるわよねって話。本当に主従関係って感じよね。まぁ、本当に主従関係らしいんだけど。あたし、この日本に執しつ事じみたいなイキモノが残ってるって想像できなくって」

　フェリシアはひとこと『しつじ……』と複雑な表情で呟いたのち、

「そ、そうだね……！」

　とだけ応じた。

　そのままフェリシアは、羨せん望ぼうのこもった複雑な視線で、イチローと会話をかわすキルシュヴァッサーを見ている。ハトコのイチ兄ぃに憧あこがれているフェリシアとしては、二人の間にはっきりと見える信しん頼らい関係のようなものは、羨うらやましいのかもしれない。

　わからないでもない。イチローとキルシュヴァッサーの関係は完かん璧ぺきだった。イチローがわけのわからない迂う遠えんな言い回しを多用する際には、キルシュヴァッサーはわかりやすく短い言葉でしっかりと解説してくれるし、イチローが何かをしようとアクションを取る際には、だいたいそれを察し、先回りして準備を整えることもある。

　意外なことには逆も然しかりといったところで、イチローはイチローで、キルシュヴァッサーの意図を無言の内に察するケースが多々見受けられる。まさしく阿あ吽うんの呼吸といったところなのだ。アイリスにも親しい友人は幾らかいるが、そのいずれも今はやや疎そ遠えん気味で、このようなしっかりした信頼で結ばれた関係というものは、素直に羨ましい。

「どうかなさいましたかな？」

　いつの間にか、新しいお茶を注つぎにキルシュヴァッサーがやってきていた。こちらの視線に対してか、いつもの温おん厚こうさが滲にじむ口調で尋ねてくる。アイリスは空のティーカップを差し出しながら答えた。

「んーん、なんでもないわ」

　と、言いつつも、

「なんでもないんだけど、御曹司とキルシュさんの関係がちょっと気になってねー」

「ほほう」

　猛もう禽きんを思わせる男の瞳ひとみが、幾らか細まる。

「なんでキルシュさん、御曹司のところで働いているの？」

「お給料が良いからですよ」

「あ、そ、そうなんだ。割と現実的な理由なのね……」

　キルシュヴァッサーはすぐに穏おだやかな表情に戻もどり、ポットからお茶を注ぐ。

　現実世界でも茶を淹れるのが上手であるというこの老騎士ナイトだが、ゲーム内でも戦せん闘とうには直接関係ないスキルとして《茶さ道どう》スキルを習得している。薬草、毒草系カテゴリ全ぜん般ぱんの植物系アイテムを煎せんじ、飲料系アイテムとして作り直すものだ。煎じたアイテムによって様々な薬効が得られるなど、そこそこ実用性もあり、ドライブ型ＶＲＭＭＯ特有の〝味覚〟を楽しませる効果、そのアバターの設定になりきることができるフレーバー効果など、様々な要因から、《料理》と並んで趣しゆ味みスキルとしては比ひ較かく的てき人気の高いものだ。

「もちろん、職場環かん境きようが良い、というのもありますが。福利厚こう生せいもしっかりしています」

　紅茶の香かおりに思いを馳はせているアイリスに、キルシュヴァッサーがひとつ前の会話について補足を入れてくる。

「でも、きっかけっていうのはあるでしょ？」

「イチロー様に命を救って頂いたのがきっかけと言えばきっかけです」

「それ、演技ロールなのかマジなのかわからないんだけど……」

「ははは」

　適当に流されてしまった。イチローは特に否定する様子も見られないが、この男は積極的に誤解を解こうとするタイプでもないので、その態度はあまり参考にならない。

「まぁ、どっちにしても御曹司、あんたにはもったいないくらいできた使用人よね……」

「ナンセンスナンセンス。僕ぼくは僕、卿は卿で価値は独立したものだ。比べてどうこうできるようなものじゃあない」

　相変わらず傲ごう岸がん不ふ遜そんな言い回しではあるが、相対的にキルシュヴァッサーの価値を貶おとしめるような物言いでないことから、この男も彼のことを、相当気に入っているのがわかる。

　見ればフェリシアは、やはり少しだけ面白くない顔をしている。やきもきもするだろう。相手があの御曹司とあっては。なにせ、アイリスとイチローの間にあらぬ関係を誤解して、食ってかかってくるような娘なのだ。

「そういえば、」

　と、ここに至り思い出すことがある。

　ナロファンをプレイする上で、アイリスはなるべく敵を作らないようにしてきたつもりだが（ネット上の悪意が陰いん湿しつであることを、知識の上では知っていたからだ）、少なくともこれまでの間に三度、明確な敵意を向けられてきている。少なくとも、フェリシアを含ふくむそのうちの二つが、椅い子すに腰掛けて上機嫌で茶を飲むあの男に端を発しているのが、なんともはや。

「どうかなさいましたかな」

「いや、んー。こないだ、このギルドハウスに顔をのぞかせたネムさんって人……」

　何を隠かくそう、ゲーム内でアイリスに敵意を向けてきた三人目だ。一人目（フェリシア）や二人目（エドワード）とはケリがついているが、こちらは因いん縁ねんが新しく生まれたばかりで、当然、今のところ解決する見込みがない。

　アイリス同様、エルフ族の錬金術師アルケミストと思われた彼かの女じよは、やはりアイリス同様にオリジナルグラフィックを適用した装備を、身にまとっていた。一目見たアイリスが心を奪うばわれるほどに、ネムのデザインセンスは卓たく越えつしていた。アイリスとは雲うん泥でいの差があった。悔しい、と思う余よ裕ゆうすらなかったのだが、アイリスにとって問題だったのは、ネムが次に発した言葉である。

『大したこと、ありませんのね』

　それが要するに自らに対して売られた喧けん嘩かだと気づくのには、数分を要した。アイリスブランドのギルドハウスに飾られた、いくつかの衣装デザインを見てのセリフである。端たん的てきに言って、ネムはアイリスのデザインした防具をバカにしにきたのだ。

　いや、認めよう。アイリスのデザインは稚ち拙せつであり未熟だ。そこは決して否定できるものではないし、甘あまんじて受け入れる現実である。だが、いきなりギルドハウスに押おしかけて、初対面の人間にこのようなことを言い放つとは、一体どうした神経の持ち主か？

「ねー御おん曹ぞう司し、いちおう聞いておくけど、あの人あんたの知り合いじゃないわよね」

「想像に任せようと思うけど、どうしてだい」

「あたし、ゲームの中で今まで三回喧嘩を売られたけど、ネムさんもあんた絡がらみだったら、全部あんたのとばっちりを受けてることになるのよね」

「なるほど」

　イチローは涼すずやかな笑みを浮かべて、ティーカップをテーブルの上へと置いた。

「君が謝罪を要求しているのなら、謝あやまろうと思うけど」

「知り合いなのね！　あんたの知り合いなのね！」

「更さらに推測すれば、おそらく君が彼女に喧嘩を売られたのは、僕のとばっちりでもある」

「的中率一〇〇パーセントだわ！」

　ちっとも悪びれる様子のないイチローである。アイリスは苛いら立だちも露わに机を叩いた。

「ど、どういう知り合いなの……？」

　フェリシアの態度はやや遠慮がちだ。キルシュヴァッサーは肩かたをすくめる。

「さぁ……私の口からはなんとも申し上げられませんな……」

「ふんだ。まぁ、良いわ」

　アイリスはなぜかふんぞり返りながらそんなことを言う。

「御曹司のとばっちりで売られた喧嘩にしても、デザインに文句つけられて黙ってられるよーなメンタルじゃあないのよ。見返してやらなくっちゃ」

「ん、結構。すまないね」

　宣言通りの謝罪はあったが、あまり心がこもっているようには感じない。

「もちろん、見返してやるのはあんたもよ。あたしの才能、認めさせてやらなくっちゃ……」

　アイリスは、服ふく飾しよくデザイン系の専修学校に通う十七歳さいである。

　将来の夢は、アパレルデザイナーだ。

　前ぜん途と多た難なんな道のりであるとはいえ、そう簡単に膝ひざを折るつもりもない。ゲームの中で彼女がデザインするのは、あくまでもアパレルではなく防具だが、着衣のデザインセンスに文句をつけられては、黙っていられないのだ。

　アイリスがこうして気き炎えんを吐はくたびに、なぜか御曹司ツワブキ・イチローは大変満足そうな表情をつくる。アイリスにとってそこは、何やら観察されているようでもあり、掌てのひらの上で踊おどらされているようでもあり、面おも白しろくない部分ではあるのだが。

「ともあれ、水着ね！　あたしとフェリシアちゃんの！」

「あ、うん。あんまりキアイ入れた感じにしなくていいヨ？」

　フェリシアはなぜか少し不安そうな表情になって言った。










「キルシュヴァッサー卿」

「はい。なんでございましょう、イチロー様」

「話した通り、僕は明日、こちらにはログインしないけど」

「はい」

「もしもネムさんが、あまり好ましくない形でアイリスにちょっかいを出してくるようなことがあれば、その時はよろしく」

「ふむ……」

「どうかしたかな」

「いえ、イチロー様」

「うん」

「まさかとは思いますが、アイリスのことをご心配していらっしゃる？」

「ナンセンス」







２　御曹司、出かける







　朝である。

　扇おうぎ桜さくら子こにとって、朝は戦いの時間だ。わんさか立ちはだかる家事達たちを如い何かにして素す早ばやく、かつ丁てい寧ねいに片付けるか。その戦いの時間だ。彼女は特とく撮さつヒーロー、ロボットアニメ、少年マンガの類たぐいをこよなく愛する人間である。自らをその主人公に、無数のタスクを幾千幾万の敵に見立てれば、割と心も高こう揚ようした。メイドにとって家事とは戦争である。

「調理、完かん了りよう……！」

　ただひとり、台所で拳を握にぎる姿は、まさしく戦士フアイターのそれであった。

　今日の朝食は、少し気合を入れて和食である。桜子の好きな料理といえば、主に東南アジアにそのルーツを求めることができる、オイリーかつスパイシーなものが大半ではあるのだが、そこは使用人として主人の嗜し好こうに合わせていかねばなるまい。

　石つわ蕗ぶき一いち朗ろうは、原則として少食かつヘルシー嗜好だ。過か剰じような好すき嫌きらいはないので、桜子が三日三晩どころか、一ヶ月間連続カレーにしても割と付き合ってくれる。一度どれだけインドカレーを続ければ一朗が文句を言うのか気になって試ためしたこともある。一朗は文句は言わなかったが、ある日突とつ然ぜん『ナマステ』と言い出したので、連続カレー耐たい久きゆうレースはその日でやめることになった。

　それはさておき、

　彼が言外に匂におわせる『こんなのが食べたい』という空気を読み取ることにこそ、桜子のメイドとしての力量が試される。たまに外すし、どうしてもカレーを我が慢まんできなくなる時も、あるのはあるのだが。

　今朝の一朗は和食だと、桜子は踏ふんだ。

　ご飯はお茶ちや碗わんにやや少なめ、薄うす味あじのお吸い物に、メインは疣いぼ鯛だいの塩焼きだ。あとは和あえ物ものや出し巻き卵などの小こ鉢ばちをつける。庶しよ民みんの出である桜子も、こんなところで五年も働いているのだから、さすがに高級食材の扱あつかいにだって慣れた。

「おはよう、桜子さん」

　涼やかで平へい坦たんな声こわ音ねとともに、彼女の主あるじたる石蕗一朗が、リビングルームへと顔を出した。毛先の細やかなプラチナブロンドは、少しばかり湿しめり気けを含んでいる。今朝もまた、備え付けの室内プールでひと泳ぎしてきたのだろう。

「おはようございます、一朗さま」

　テーブルの上に皿を並べていた桜子だが、身体からだごと一朗に向き直ってから恭しく頭を下げる。一朗は並べられた皿を眺めて『今日は和食なんだね』と呟つぶやいた。何気ないひとことに潜ひそむ密ひそかなヨロコビの色を、桜子は見み逃のがさない。内心ガッツポーズだ。

　一朗が食しよく卓たくにつくまでの動作を、ただただ静かに見守る。

「じゃあ、桜子さんも一緒に食べようか」

「はいっ！　ではお言葉に甘えまして！」

　桜子は嬉しそうに頷いて、小さなリビングテーブルの対面に腰こしを下ろす。

「疣鯛なんてよく手に入ったね」

「商店街の魚屋の大将にお願いしてですね。そろそろ一朗さまも焼き魚が食べたくなる頃ころだろうなと思いまして。夏なら疣鯛かなーって」

「ふぅん……」

　一朗の返事はやや素っ気ない。あまり感情を表に出したがらないタイプなのだ。その辺をいちいち気にしているようでは、彼の使用人は務まらない。伊だ達てに五年も付き添そっているわけではないのだ。

「今日はシスルですね？」

「うん、シスルだ」

「開発の面白い裏話とか聞けたら、教えてくださいね？」

　もちろんゲームオタクとしての側面も持つ桜子であれば、ナロファンの運営母体たるシスル・コーポレーションに出向く一朗の動向だって気になってしまう。主人のビジネスには必要以上に首を突っ込むべきではないとも、わかってはいるのだが。

　そもそも一朗がどういった経けい緯いでシスルに呼ばれることになったのか、桜子はよく知らない。先日、芙ふ蓉ようめぐみのパーティーに呼ばれた際、シスルの若き女社長（自分よりも年下と聞いた時はちょっぴりショックだった）とコネができた、というのは聞いた。

　まぁ、石蕗一朗といえば、泣くデイトレーダーも黙るような大だい企き業ぎようの御曹司であり、当人もまたその多才さと経済力に一目置かれているセレブ・オブ・セレブだ。新興企業であるシスルの社長が、より親交を深めたいという気持ちは、理解できないでもない。ましてや彼は、課金に次ぐ課金で惜おしげもなく運営にカネをばら撒まく超ちよう優ゆう良りようカスタマーなのだ。

「どうだろうね。あざみ社長としても、僕にどんな話をするつもりなのか、まだよくわからないし」

　箸はしで器用に疣鯛を切り分けながら、一朗は言った。

「ただ、僕も技術的に興味がある分野だし、よほどつまらない話をされない限りは楽しんでくるつもりだよ。桜子さん達も、海を楽しんでくると良い」

「ゲームの中ですけどね！」

　桜子が行きたかったのはリアルの海なのだ。ゲームの中では水着も着れない。

「たとえアバターが男性でも、男性用水着は着れない？」

「さすがにムネ出ますからね」

　筑ちく前ぜん煮にのムネ肉をつまみ上げながら、桜子は深刻な顔で呟く。桜子が楽しんでいるのは、老騎士ナイトのコスプレとロールプレイであって、心までオッサンになるわけではないのだ。衆目に晒されるのがキルシュヴァッサー卿のむくつけき大胸筋であったとしても、自分の胸を外気に晒したまま堂々とは歩けない。扇桜子。乙おと女めである。あと二、三年もすればいよいよ立派なアラサーだが、それでも乙女である。

「まぁ、アイリスのデザインした水着を眺ながめて心を癒いやすことにします……」

「ん、結構」

「大丈夫なんですかね？　また失敗しまくったりしないですか？」

「水着の作製難易度は最低ランクらしいから、大丈夫なんじゃない。ああ、グラフィックの適用代が必要になるね。はい」

　食事中だというのに一朗が取り出したのは、彼が数多あまた持つクレジットカードの一枚だ。黒くろ塗ぬりのシックなカードデザインは、彼がどれだけ金きん融ゆう機関から信頼を得ているかの表れでもある。彼が普ふ段だん、ナロファンをプレイする際、ミライヴギア・コクーンのカードスロットに差し込んでいるものとは、また別のカードだ。

　端的に言えば、桜子が買い物に行く時に持たされる〝業務用クレカ〟である。アイリスブランドの活動で必要になるリアルマネーは一朗持ちになるのだが、当の一朗がログインできない間は、代わりにこのカードで支し払はらっておいて、ということらしい。桜子は黙もくしたまま、謹つつしんで拝命する。

「ポーションとか必要になったら買って良いから」

「そんな一朗さまみたいなことしません」

　桜子はきっぱりと言った。

「少ないリソースをやり繰くりするのもゲームの醍だい醐ご味みなんですよ？　リアルマネーを投じて回復アイテム無限湧わきなんて緊張感ないです」

「無限じゃないけどね」

「一朗さまの総資産をすべてポーションに投じたら、どうせサーバーがパンクするんですから、実際のところ無限みたいなもんです」

「仮想世界でもエントロピーの増大則って適用されるのかな」

「さあ……」

　エントロピーなんて言葉、深夜アニメでしか聞いたことがない桜子は、曖あい昧まいに返事をする。一朗はちょうどそのタイミングで箸を置き、『ごちそうさま』と行ぎよう儀ぎ良よく言っていた。

　茶碗には米こめ粒つぶひとつ残さず、魚の食べ方も見事なものだ。残された疣鯛の骨は芸術品か何かのようでもあった。あの量のご飯でよく足りるなぁ、と桜子は思うのだが、これは毎回の話でもある。

「一朗さまの食べ方はエントロピーが小さいですね！」

「違い和わ感かんのある使い方だなぁ。熱力学の話する？」

「大丈夫です、間に合ってます！　食後のお茶は何になさいますか？」

「焙ほうじ茶ちやで良いかな」

「かしこまりました」

　主人が食べ終わったのに、長々と食卓に居い座すわるつもりはない。桜子もだいたい、一朗が食べ終わる頃に食べ終われるよう、食事のスピードはコントロールできるのだ。摂せつ取しゆ量りようでは倍近い開きがあるのだが、それだけにあまり食べ方が見苦しくならないよう、常に気を遣つかう。

　最後にお吸い物を喉のどに通してひと息つき、桜子はお茶を淹いれるために席を立つ。

「そういえば一朗さま、昨日少しお話しされた件ですが」

「ん、ネムさんがアイリスにちょっかい出してくるかもしれないということ？」

「そ、そうですけど、ノーヒントからイッパツで当ててきましたね……？」

「付き合い長いからね」

　一朗はなんとはなしにそう言って、続きを口にした。

「僕はめぐみさんの人となりはそれなりに知っているつもりだ。あまり、大だい胆たんなことを出来る女性ひとではないんだけどね。ただ、少し思い込みが激しい側面と、少しプライドが高い側面と、少し暴走しがちな側面があるので、勢い、アイリスに不当な怒いかりをぶつける可能性がないこともない。事実、彼女はネムさんに喧嘩を売られている」

「一朗さまのとばっちりで、ですよね？」

「ま、そうだね」

　断だん片ぺん的てきに話を聞く限りでは、大元の原因はアイリスの作ったブローチだ。一朗はあれをわざわざ高名な銀細工職人に同じものを作らせてまで、現実世界のパーティーに着けていった。自じ慢まんげにブローチを見せびらかす一朗を見て、本職がアパレルデザイナーである芙蓉めぐみが何を思ったのか、想像に難かたくない。

　話を聞けばだいたい確信できる。芙蓉めぐみは一朗のことが好きなのだ。

　可哀かわい想そうに。

　主人のことを悪あし様ざまに語るなど畏おそれ多おおいが、それでも桜子は、石蕗一朗が恋れん愛あい対象に適した人物であるようには到とう底てい思えない。明あ日す葉はもそうだが、なぜわざわざこのように苦行じみた……、

　いや、やめておこう。

　とにかく、その一件が原因で、芙蓉めぐみ＝ネムはアイリスに敵意を持ってしまっている。アイリスとしては実に迷めい惑わくな話だろう。一朗からあちらにひとこと釘くぎを刺さしてもらえれば、もしかしたら矛ほこを収めることもあるかもしれないが、あまり期待はできない。

「とりあえず昨日言った通りだ。ネムさんがアイリスに理り不ふ尽じんな振る舞まいをするようなことがあれば、申し訳ないけど、アイリスを守ってやって欲ほしい。今日何事もなければ、僕がその役割をやるつもりだけどね。おっと、ありがとう」

　最後のひとことは、差し出された茶に対してのものだ。

「先日のエドワードさんの一件みたいにですか」

「エドの一件と少し違ちがうのは、アイリスが彼女の挑ちよう戦せんを受けるとした場合、僕らが口を挟はさめることはなくなるという点かな」

　一朗はのんきな声でそう言って焙じ茶を啜すする。

「そういえばエドのハンドルネームの由来ってなんなんだろう」

「この間少し話しましたが、カウボーイビバップで一番好きなキャラらしいですよ」

「なにそれ」

「知らないんですか！　まったく！　今度ＤＶＤお貸ししますね！」

「気が向いたらね」

　桜子が一朗とこのやり取りを経へて布教に成功したアニメは、五年という歳さい月げつを通しても今のところひとつしかないのだが、それはさておき、

「話を戻そう。エドの一件は、僕が数値的な性能よりもデザインを優先してアイリスに防具を作らせたことに焦しよう点てんがあったので、アイリスがエドワードの挑戦を受けて、純じゆん粋すいな実力を比べることはできなかった。ただ今回の場合、物差しになるのは両者のデザインセンスだ。僕の選せん択たくに不満があるという点はエドもネムさんも同じだけど、アイリスが自らの実力を示してネムさんを黙だまらせるというのなら、僕はそこに口出しをしない」

「でもアイリスの実力だったら、基本完敗ですよね？」

「そうだね。彼女、センスないからね」

　石蕗一朗の言葉は辛しん辣らつだが、表情は喜色満面だ。

「それでも挑むというなら、彼女の気持ちは尊重するべきだ」

　またラスボスの顔をしているな、と、桜子は思った。一朗は、アイリスの才能がないという話をする時、本当に楽しそうな顔をするのである。まったくもって良い趣味をしていると、言わざるを得ない。

　まぁ、アイリスがネムの挑戦を受けるといっても、一ひと筋すじ縄なわではいかない話だな、と桜子は思う。世間一いつ般ぱんに評価されるのはネムのデザインだが、一朗が好きなのはアイリスのデザインなのだ。ネムが求めるのが後者であって、アイリスが求めるのが前者である以上、何をもって〝勝ち〟とするのかは難しい。少なくともアイリスは、一朗の評価によって勝敗を分けられたとしても、まったくもって嬉うれしくはないだろう。

「まぁ、まぁ、」

　桜子は小さくため息をつく。

「一朗さまの主張は、おおよそ理解いたしました。私は扇桜子として、また老騎士ナイトキルシュヴァッサーとして、その御ご意い向こうに従うのみでございます」

「ん、結構。ご苦労かけるね」

「仕事でございますので」

「でも割と楽しんでるでしょ？」

「わかります？」

　半分くらいがロールプレイのようなものだとはいえ、主命に従うのは楽しい。歴史に名を残す名臣というのも、こんな心ここ地ちだったのだろうかと、桜子は思う。実に理想的な職場だ。給料も良いし。実質住み込み三食賄まかない付つきみたいなもんだし。

「任せてください。私、忠臣ですから。お出かけは、このあとすぐですか？」

「いや、いつも通り、食後はソファでのんびりさせてもらうよ」

「かしこまりました。運転は？」

「今日は自分でしていく」

「はーい」

　ひとまず、会話はそこでお開きとなり、一朗は大画面液えき晶しようの前に置かれたソファに腰こし掛かけ、桜子が先んじて置いておいた新聞に目を通し始める。

　桜子はというと、てきぱきと朝食の後片付けを行い、紅茶の用意をし、さらに一朗の愛車であるケーニッグセグのキーを準備しておく。桜子が運転するリンカーンとは、また別の車だ。こちらは、実に一朗好みのするスマートな車体に、メタリックブルーの光こう沢たくが映はえるスーパーカーで、もっぱら彼がひとりで運転する時はこのケーニッグセグになる。

「（だいたい九時過ぎに一朗さまをお見送りして、急いで家事を済ませて……ログインはだいたい、十時くらいかなー……）」

　そう考えながら食器を洗う桜子の手の動きは、常人が見れば思わず二度見するほどのスピードと正確性を保っていたのだが、詳しよう細さいを記すにはあまりにも余白が狭せますぎるため、さておく。










「やっほーマツナガー、来たにゃー」

　満面の笑みで姿を見せたのは、背の低いネコ耳獣じゆう人じんのアバターであった。じめじめした双頭のデユアル・白蛇サーペントのギルドハウスにはそぐわないほど、華はなやかな空気を纏まとった少女は、後ろに更に二人を引き連れてやってくる。

　ナローファンタジー・オンラインをプレイする者の間では、ちょっとした有名人だ。

〝フレの数が二〇〇〇を超こえる人望の持ち主〟あめしょー。名前の由来と思われるのはアメリカン・ショートヘアだが、その品種によく見られる通りの、明朗快活で好こう奇き心しん旺おう盛せい、社交性豊かな性格から、出で会あい頭がしら十秒で友達を作ることができる。

　だがマツナガは知っていた。彼女はいわゆる〝姫ひめプレイ〟を得意とする人種である。誰だれとでも仲良くなるが、距きよ離り感かんの保ち方が絶ぜつ妙みようであり、注意深く観察しなければ見落としてしまいそうなほど、打算的で強したたかな側面を持つ。天然で『にゃー』なんて言う人間は、現実には存在しない。あまりにも違和感のない雰ふん囲い気きに流されそうになるが、あれは計算だ。計算の、はずだ。

　実はマツナガもちょっぴり自信がない。冷静に考えて、あのキャラが天然モノであるとは思えないし、気合の入ったネカマであるという可能性すら視野に入れているつもりだが、いざ相対するとこの娘むすめは実に、

　実に、ナチュラルなのだ。

「相変わらずお元気そうですねぇ。あめしょーさん」

「ぼくはいつでも元気だヨー？　マツナガは相変わらず悪いこと考えてそうな顔だにゃあ」

「まぁ実際、考えてますからね。えぇと……」

　マツナガは、ちらりと後ろを見る。そこには、あめしょーのキャラに若じやつ干かん気け圧おされながらも、ひとまず会え釈しやくをするネムの姿があった。

「紹しよう介かいしますよ。ネムさんです」

「あーうん、ヨロシクー」

　あめしょーはニコニコ笑いながら、片手を振る。

「話は聞いているのだよ。えーっと、大手ファッションブランドのしゃちょーさんで、ツワブキにフクシューするためにゲームを始めたんだっけにゃ？」

「一朗さんに復ふく讐しゆうするなんてこと、考えていませんわ」

　ややムッとした表情で、ネムは答える。

「ま、何をするにしても、ひとまずギルドだにゃー。マツナガからもそういう話をしたんでしょ？」

「えぇ、まぁね」

　マツナガは頷く。ネムがゲーム内で何をするつもりであるにせよ、行動を共にするプレイヤーはいた方が良い。とりわけ、ネムは素人しろうとだ。運営母体の長と交流はあるようだが、そこに頼たよりきりになるのも、彼女の本意ではないように思えた。

　先に断っておくと、マツナガはそれに付き合えない。双頭のデユアル・白蛇サーペントは裏でコソコソやるのがモットーであり、徹てつ頭とう徹てつ尾び悪役ロールを楽しむギルド方針だ。所属メンバーは皆みな、付き合いの長いネット仲間でもある。種族・体格などを完全に示し合わせた、同一規格のアバター集団は、〝双頭のデユアル・白蛇サーペントの忍者シノビ軍団〟として、半ば伝説じみてゲーム内に伝えられていた。噂うわさを流したのはマツナガだ。

　そのような忍者シノビ軍団を、マツナガの一存でネムの私用には付き合わせられないし、そもそもマツナガと手を組むということは、ゲーム上で悪役をやるということになる。それはネムとしても本意ではないだろう。このお嬢じよう様さまに〝ロールプレイ〟のなんたるかを説くのは本題から外れる気がしていた、というのもあった。

「だから、あめしょーさんにお願いしたってことなんですよ」

　ギルドの結成に必要な人材は、それなりにゲームに通じていて、それなりに実力があり、かつそれなりに口が堅かたく、それなりにネムの意向に理解を示せる人物でなければならない。マツナガは心当たりがなかった。

　そこで、あめしょーの出番というわけなのだ。

「うんうん。まー、ぼくはギルド入んないって決めてるけどネー」

「公こう認にんファンクラブがあるって聞きましたけどね」

「ファンクラブはファンクラブだヨー。公認してるけど、ぼくは入ってないにゃあ。ギルドに入ると、仲良くなれるヒトが偏かたよっちゃうからネー。あまり好ましくないのだよ」

　にこにこと毒のない笑顔でありながら、語る言葉には打算が見え隠れする。自分の前ではあまり隠すつもりはないのだろうな、とマツナガは思う。

「それでね、ネム」

「は、はい」

「マツナガからだいたいジジョーを聞いて、ぼくの友達からベストな感じのを連れて来たのだよ。紹介するねー」

　そこでようやく、あめしょーが後ろに連れてきた、二人分のアバターに視線がいく。彼かれらを前にして先のような会話をしていたくらいなのだから、マツナガ同様、あめしょーの姫プレイについて、ある程度冷静な視点を持っている人物であるとわかる。

「やっとか」

　身長差がある男女のうち、男の方が呆あきれたような声を出だした。全身をボロ切れのようなローブに包つつんだ、獣人族の前衛職だ。鋭えい利りかついびつな形状をしたカギ爪づめは《獣けもの爪づめ》スキルの効果によるもので、徒と手しゆ空くう拳けんによる戦闘に特化したクラス、すなわち格闘家グラツプラーであることが想像できる。

「どこで会話に交ざれば良いか、わからなかったわ」

　女の方はゴシックロリータ調の黒いドレスが印象的な、小こ柄がらな少女である。こちらはおそらく魔ま法ほうを主体に戦う後衛職だろう。巨きよ大だいな鍵かぎを思わせる銀色のスタッフは、ハイレベルの魔法職プレイヤーのみ装備可能な〝魔ま鍵かぎランドルフ〟というレアアイテムである。

　男の双そう眸ぼうは薄うす闇やみの中で爛らん々らんと紅あかい光を蓄たくわえ、少女の瞳は対照的にどこまでも深く昏くらい蒼あおである。二人を見ただけで、マツナガがあめしょーに提示した条件のうち、〝ゲームに通じていて〟〝実力がある〟を満たしていることがわかる。

　少女の方はともかくとして、男の態度は若じやつ干かん粗そ野やにも見える。ネムは少しばかり気き後おくれした様子を見せながらも、小さく会釈をしてみせた。

「はい、え、えぇと……。はじめまして、ですわ」

「ああ」

　男は短く答え、頷うなずく。が、それだけだ。

「………」

「………」

「あ、あの……」

「ああ」

　間近で見れば、それはそれは恐おそろしい異形じみた姿見である。獣人の中でもそれなりに濃こいビジュアルでメイクした模様だ。ゲームに不慣れなネムの怯おびえっぷりも、理解できないではない。

「ちょっと、」

　助け船を出すべきではないか、と思ったマツナガだが、先に少女の方がボロ布の裾すそをひっぱり、男の態度をたしなめる。

「他にもっと言うべきことがあるのではないかしら？　彼女、怯えているわ」

「うるせぇな。ちょっと挨あい拶さつの言葉を考えてたんだよ」
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　少女の提言に対して、渋じゆう面めんを作る男であった。

「えぇと、ごめんなさいね。彼、見ての通りぶっきらぼうなのよ。こんな性格だから、友達が少ないでしょう？　こう見えて、あめしょーのお願いを聞いた時は結構喜んでいたの」

「余計なことを言うな」

「私はソーサレス。彼はテイカーよ。よろしくお願いするわ」

　ソーサレス。魔ま女じよだ。わかりやすい名前だった。

　にこりと微笑ほほえむ少女の表情は、あめしょーのような明るさや朗ほがらかさは見られず、どちらかというと厭えん世せい的てきな翳かげりを孕はらんだものであった。単純にロールプレイの一いつ環かんでそういう微笑み方をするのか、あるいは染しみ付いた癖くせのようなものなのか、マツナガには判別がつかない。

　ひとつ言えることがあるとすれば、あめしょーが選び連れてきた人材なだけあって、どちらもキャラが濃い。

「ネムです。こちらこそ、よろしくお願いしますわ」

　それでも、ソーサレスの落おち着つき払はらった態度に、ネムはなんとか自身のペースを取り戻した様子であった。

「テイカーさん、ソーサレスさん、ひとつ、お伺うかがいしてもよろしいかしら？」

「なん……」

「何かしら。答えるわ」

「………」

　テイカーが怪かい物ぶつじみた紅い双眸でソーサレスを睨にらみつける。仲が悪いのかもしれない。

「お二人がわたくしに協力してくださる理由って、なんですの？　正直、あまりメリットのあるお話ではありませんわ。ゲームを楽しみたいなら、もっと……」

「事情を聞いたからな」

　ネムの言葉を遮さえぎるようにして、テイカーが言った。

「俺おれは才能のある奴やつが嫌きらいでな。まぁ別室で話そう。心配するな。ショ……あめしょーの話を聞く限りじゃあ、俺たちはあんたの味方だ」

　それだけ言って、テイカーはマツナガの方へと振ふり返かえる。

「おい、このダンジョンみたいなギルドハウスに、くつろげる部屋はないのか」

「くつろげるかどうかはわかりませんが、隣となりの部屋が空いてますよ」

「だ、そうだ。行くぞ。魔女も良いな」

「魔女って呼ばないで。相変わらずデリカシーもリテラシーもないのね」

　テイカーとソーサレスは互たがいに憎にくまれ口ぐちを叩たたきながら、やや戸と惑まどうネムを連れて隣の部屋へと移動する。ネムはちらちらとこちらの方を見てきたが、マツナガは『心配いりませんよ』とでも言うように手を振って、彼かの女じよたちを見送った。

　三人の姿が見えなくなったところで、改めて口を開く。

「なんなんですかね、あの二人」

「ぼくの友達だヨ？」

　あめしょーはとぼけた風もなく、彼女なりの真ま面じ目めな顔でそう答えた。

「才能のある奴が嫌いとか言ってましたが」

「あーうん。そーだねー。そういうところはあるにゃあ。まー二人とも、ツワブキみたいなタイプの人間は死ぬほど嫌いなんじゃないかにゃー」

　平然と、そんなことを言ってのける。

「でも、ネムさんだって才能に恵めぐまれた人でしょ？　あの若さで社長で、一流デザイナーですよ。親父おやじさんの後うしろ盾だてがあったとはいえね」

「あれれ、マツナガは、才能は絶対的なモノだって考える人？　違うと思ってたケド」

　ネコ耳少女は、マツナガを見上げながら首を傾かしげた。

「ネムは、ツワブキに認められたアイリスって子が羨うらやましかったんでしょ？　でも、アイリスのデザインの良さがわかんないから悩なやんでるんでしょ？　まー、しょーじき自分のココロを見失って暴走しかけてる感はあるケド、結局そういうのは才能がないって言うのだよ。世間一般で持もて囃はやされる才能と、自分が本当に欲しい才能が一いつ致ちするとは限らないし、そのギャップに悩んでるネムに共感したから、マツナガはぼくに相談したんじゃないの？　違った？」

　ぐうの音も出ない。このあっけらかんとした少女に、そこまで心中を見み透すかされていたことに対して、マツナガは薄うすら寒さむい心地であった。

「あ、あめしょーさんはどうなんです？」

「ぼく？　ぼくはコミュ力全振りで人生イージーモードにするって感じだから、割と目的と才能がハマってるパターンかにゃー。マツナガは大事な大事なおともだちだからね。基本、お願いや相談は真しん剣けんに受け止めるのだよ。だから、ぼくが困ったら助けてね」

　こういったことを平気で言えるのがあめしょーという人物らしい。生きつ粋すいの姫プレイヤーということなのか。人生をコネの力で無む双そうできるなら、それは確かにひとつの才能だろう。

「でも、その割に、ネムさんにはあまり食い付きませんでしたね。あの人だって後々実になりそうなコネだと思うんですけどね」

「あーうん、あいつはにゃー」

　あめしょーはその表情から、わずかに笑えみを消した。

「ぱっと話した感じ、あんまり心を許せる友達がいなさそうだったから。たぶん、ぼくみたいな奴とは友達にならない方が良いのだよ。依い存ぞんしちゃうからね。お互いのためにならない」

「それを見み越こして、あの二人を連れてきたんですか？」

「まあ、そう。でもテイカーもソーサレスも、ネムの理解者にはなれるけど友達にはなれないタイプ。だから紹介したっていうのもあるんだけど、ぼくはね、ネムみたいなタイプは、自分で友達見つけないとダメだと思うのだよ」

「あの、あめしょーさん」

　独特の喋しやべり方かたで薀うん蓄ちくある内容を語りまくるあめしょーからは、その豊富な人生経験が溢あふれ出してくるようですらあった。三十年以上ヒキオタライフをエンジョイしてきたマツナガであれば、やや気後れしながらもこう尋たずねる。

「こういうの聞くの、正直、気は進まないんですがね」

「なになに？」

「あんた、幾いくつなんです？」

　あどけない表情にしたたかさを隠かくしたネコ耳娘は、満面の笑みで答えた。

「盗ぬすんだ単車で走りたくなるような歳としだヨー」

　絶対嘘うそだな、とマツナガは思った。










　神かん田だ神じん保ぼう町ちようにある小さなビルディング。シスル・コーポレーションの本社である。いかに小さなモルタル建造物といえど、自社ビルは自社ビル。建ち並ぶ古書店に紛まぎれて、そびえる姿は何やら誇ほこらしげだ。

　やや離はなれた場所にある駐ちゆう車しや場じように、この神保町の街並みにそぐわない、きらびやかなスーパーカーが停車した。まるで猛もう禽きんの翼つばさを思わせるラプタードアがねじを緩ゆるめるように開き、中から一人の青年が姿を見せる。レイバンのサングラスを胸ポケットにしまい、照りつける太陽に目を細める。出で迎むかえに来ていたシスル・コーポの社員が、ぼそりと口にした。

「ケーニッグセグだ……」

　スウェーデンの自動車メーカーである。この特とく徴ちよう的てきなドアの構造は、世界に目を向けても同社のスーパーカーにしか見られない。

　石蕗一朗の愛車のひとつであるケーニッグセグ・アゲーラだが、運転するのは久しぶりだ。普段ハンドルは使用人である扇桜子に預けているので、後部座席でゆったりできるリンカーンが主な移動手段である。今回、助手席から姿を見せる者はなく、神保町に降り立ったのは一朗ただ一人であった。

「えぇと、お待ちしておりました、石蕗様」

「ん、暑い中ご苦労様」

「このような格好で失礼いたします」

　迎むかえに来たシスルの社員達は、近年は比ひ較かく的てき定着した感のあるクールビズの影えい響きようか、それとも単に社風であるのか、Ｔシャツにチノパンというラフな格好であった。首から提げる社員証が、唯ゆい一いつ彼かれらの所属を証明するものとなる。

「ナンセンスナンセンス。そういうのはあまり気にしないよ」

　クールビズを言うなら問題があるのはむしろ一朗の格好である。相も変わらぬスーツの上下は見ている側が熱くなる程であるが、汗あせの一粒つぶも掻かいていないのはまさしく不気味の一言だ。くわえて、一朗の肌はだはどうした理由なのか紫し外がい線せんにやたら強く、メラニン色素を合成せずとも細さい胞ぼう核かくのＤＮＡが破は壊かいされることはない。この強い日差しの中に白い肌を晒さらしても平然とする一朗の姿は、まるでひとりだけ季節を切り取ったようでもあった。

　多くの化け粧しよう品ひんメーカーが彼の細胞をサンプルとして欲しがる理由であるが、桜子などは『ただ単にＤＮＡがわがままなだけでは？』と分ぶん析せきしている。

　ともあれ、

「このあたりの街の雰囲気は良いね」

　本社へ向かう短い道の上で、一朗がつぶやいた。せわしないセミの鳴き声が、日差しの熱をいっそう助長しているように感じる。耳やかましくあるが、一朗は彼らの短い生を思えば情じよう緒ちよを感じこそすれ、理不尽な怒りを抱いだくようなことはない。

「神田も古い街ですからね」

「自然も良いけど、こうした人の生活が感じられる街並みというのも、それはそれで嫌いじゃない。途と中ちゆう秋葉原も通ってきたけど、ああいう街も好きだよ」

　あそこは使用人たる扇桜子のホームグラウンドであり、彼女が『目をつぶってでも案内できますよ！』と豪ごう語ごしていた（そして実際目め隠かくしをしたまま案内してもらったことがある）エリアなので、歩くならば彼女を同どう伴はんしていた方が楽しいのではあるが。

「秋葉原では、なんだか大規模なゲームセンターみたいなのを作っていたね」

「ああ、なんて名前でしたっけ。ミライヴギア・コクーンもかなりの数導入するみたいですよ。弊へい社しやにもナロファン公認店の申しん請せいが来てました。どちらかというと、こういったＶＲゲーム市場の拡大を見み据すえた施し設せつみたいですね」

「アミューズメント施設が軒のき並なみ売上を落としている中で、景気が良い話だ」

　本社ビルに入ると、適度なクーラーの風が汗を冷やしに来る。

　本社ビルなどと大層なことを言っても、一階に受付があることを除けば、オフィス部分は二階のみだ。ごく少人数で構成されるシスル・コーポレーションである。そのビルの大部分を占めるのはヒトではなくハードウェアだ。厳重に保管された無数のサーバーマシン。逆に言えば、ツワブキ・イチロー達が毎日過ごしている広大なアスガルドの大地が、この味気ないモルタルビルに全すべて詰つまっているのであり、金属製の重じゆう厚こうな扉とびらの向こうで稼か動どうする機械の塊かたまりの中には、今も数多くの冒ぼう険けん者しやが未知なる戦いへと挑いどんでいるのだ。

　数多くの削さく減げん策さくを用いているとはいえ、情報量のやり取りが半はん端ぱなもので済まないのがＶＲＭＭＯの特とく徴ちようである。必要なサーバーマシンも従来のＭＭＯとは比べ物にならず、彼らもそうとうな出費を迫せまられた。社員の話では実はいまだに赤字へ傾かたむいているのだという。

「おはようございます。お待ちしておりました、一朗さん」

　大型のコンピュータが立ち並び、手て狭ぜまも手狭なオフィスの一番奥おくで、野の々のあざみ社長がそう言った。今まで会ったときと違い、縁ふちの薄い眼鏡めがねをかけている。服装もキャリアウーマンを思わせるパリッとしたものではなく、胸むな元もとのボタンを開けたシャツにタイトスカートだけというごく簡単な服装だ。オフィス内で行き来する社員達はもっとラフで、中にはアニメキャラがプリントされたＴシャツを着ている者もいる。

　社長のデスクにはディスプレイが三台並べられ、それとは別にノートパソコンが一台、タブレットパソコンが一台繋つながれている。充じゆう電でんスタンドに備え付けられたスマートフォンは二台、更さらに有線式の電話まで置いてある。

「ごめんなさい。今、まだ仕事が片付けられていないんです。アップデートを控ひかえてますから、追い込みが激しくて……」

「もうすぐ一周年だからね。どんなイベントをやるのか、使用人と楽しみにしているよ」

「実は、一朗さんをわざわざお呼びしたのは、その関係もあるんです」

　キーボードの上を走る彼女の指先は実になめらかだ。複数のディスプレイの間に視線を行き来させてなお、苦く笑しようを浮うかべるだけの余よ裕ゆうがある。

　もともと野々あざみはアメリカの大学で量子工学を専せん攻こうしていた才女であり、仮想現実空間に意識を没ぼつ入にゆうさせるドライブ技術は彼女本人の発明だ。そのくらいは、朝飯前なのだろう。

「これで良し……っと。お待たせしました、一朗さん。応接室にご案内しますね」

　あざみ社長は、オフィス内の部下に『少し席を外すからよろしくね』と声をかけ、一朗を三階へと案内する。三階は社員用のレストルームと応接室を兼かねるということだが、そこに業務用の〝ミライヴギア・コクーン〟が三台も置かれているのには一朗も目を細めた。うち一台は現在も稼か働どう中だ。

　ナローファンタジー・オンラインもＭＭＯである以上、ゲームマスターＧＭと呼ばれるスタッフが存在する。常に最低一人はログインしていなければならず、誰がいつＧＭとして活動するかはシフト制で割わり振られるのだそうだ。一朗はゲーム内で彼らに会ったことはないのだが、トラブルにおける公平な裁定ジヤツジなどに始まり、イベントやグランドクエスト時のアナウンス役も彼らが行う。

「そう言えば、僕ぼくもこのあいだトラブルを起こしたなぁ」

　おまえ自覚あるのかよ、とつっこみたくなることを、一朗は平然と言った。

　それがグラスゴバラ職人街におけるトップギルド〝アキハバラ鍛たん造ぞう組ぐみ〟とのいさかいを示すことであれば、当然あざみだって把は握あくしていることだろう。

「あまり看過できない状じよう況きようになりましたら、ＧＭコールを使っていただいても良かったですのに」

「ナンセンスだね。なにごとも第三者の価値観が介かい入にゆうすると、事件の純じゆん粋すい性せいが失われてしまうと思うよ。民事不ふ介かい入にゆうってそういうことだし。まぁ僕が呼ばなくても、あの場にゲームマスターはいたんじゃない？」

「あら、ご存ぞん知じでした？」

「そうじゃないかなって思っただけ」

　あざみ社長はそこで、少し難しい顔を作った。

「ＶＲＭＭＯはリアリティがあると同時に、虚きよ構こうの世界でもありますから、処理に難しい事件はよく起きるんです。ＰＫ行こう為いにしてもそうですね」

　見知らぬアバター、すなわち意思を持つ人間が、恐ろしい武器を振りかざして自分を『殺しに』来るのだから、その恐きよう怖ふは尋じん常じようならざるものだろう。しかもモニター越ごしに発生する、遠い世界での出来事ではないのだ。ＶＲＭＭＯは、始めた瞬しゆん間かんプレイヤーが『当事者』となる。ＰＫ問題にかかわらず、この現実と意識のギャップに気づかないで、心に傷を負う人間は少なくないという。

「エドがアイリスに手をあげた件も似たようなものだね」

「戦せん闘とう禁止エリアにおける軽度の暴力事件でしたら、もっと多いんです。どのみち相手はダメージを負わない、という認にん識しきが、タガを緩めているのかもしれません」

「ふぅん……。よくわからないなぁ」

「対策は、いろいろしてるんですけどね」

　一朗が言えるのは、事実としてそういう人間がいることは認識している、というだけだ。歴史を紐ひも解といても、彼の価値観、客観的な判断基準に照らし合わせることができない類たぐいの人間は大勢いる。だが、それは長い人類史においても散見される程度のものであって、ＶＲＭＭＯという市し井せいの人間に馴な染じみ深ぶかい娯ご楽らくの舞ぶ台たいで頻ひん発ぱつするようなものではないはずだ。

　あるいは、多くの人間の心には解明できないブラックボックスのようなものがあって、現実めいた虚構の世界において、秘ひ匿とくされていたパスコードが開放されるという、ただそれだけのことなのかもしれない。どのみち、一朗には理解できない話だ。

「ところで、先に僕を呼んだ理由を聞いておきたい。僕の方からもゲームについていろいろ質問したいことはあるんだけど、そっちの用件が先だろうからね」

「あ、はい。そうですね」

　ぱん、と手を叩いて、あざみ社長が言った。

「えぇと、先ほどお話にあった通り、ナローファンタジー・オンラインは八月で一周年を迎えるんです。プレ・アニバーサリィとして、この一ヶ月は色んな記念サービスを配信してきたのは、一朗さんもご存知だと思いますけど」

「正直、あんまりプレイヤーのウケは良くなかったけどね」

「そうなんですよね……」

　インターネット上における情報収集はしっかりやっているようで、あざみ社長は露ろ骨こつにしょんぼりしてみせる。

　一周年を目前に控えた記念サービスとしては、大規模に行われたデルヴェ亡ぼう魔ま領りようでのグランドクエストをはじめ、数々の特とく殊しゆアイテムの配信が挙げられる。プレイヤー間で物議を醸かもしたのは後者の方で、ゲームバランスを崩ほう壊かいさせかねないアイテムが大量にばら撒まかれ、おまけに課金することで更にそれが追加購こう入にゆうできるようになるというのだから、非ひ難なん囂ごう々ごうであった。あまりの反はん響きようを受けて、一部のアイテムは配信が見送られたほどである。

　なお、一朗がオリジナルデザインの防具を作るにあたり、その素材アイテムを楽に収集できたのは、その課金アイテムのおかげだ。なので一朗としてはむしろ感謝の念もあるのだが、まぁ、多くのカスタマーにとってはそうではなかったのだろう。

　この野々あざみ女史。この若じやく年ねんにしてＶＲ技術を確立させたまごうことなき天才ではあるが、経営者やゲームデザイナーとしては二流なのかもしれない。

「それで、続きを聞くよ」

「はい。ちょうど一周年になる十日には、ゲーム内で式典を行うんです。アップデートと同時に、色んな追加要素の公開とか、したりして」

「なるほど。僕にゲストで出て欲しいんだ」

「あ、はい。そうですけど……。自信満々ですね？」

「だって、それ以外にわざわざここでそれを話す理由、ないしね」

　それはそうである。が、自ら来らい賓ひんとして招かれる話を微み塵じんも疑わずに口に出せる石蕗一朗は、どう控えめに見積もってもイヤな奴以外のナニモノでもない。事実、多くの人間が認める通りこの男はイヤな奴であった。

　でも、と一朗は言った。

「でも、僕はあまりゲストに適しているとは思えないな。ゲームの中でだって、有名人ではあるけど、客観的に見てそれは悪名の方が大きい気がするよ」

「もちろん、他にも色んなゲストを呼びます。ユーザーの皆さんに興味を持ってもらえるような有名プレイヤーの方や、あるいは新規ユーザーの獲かく得とくに向けたタレント、声優の方にも打だ診しん中ちゆうではあるんです」

　野々あざみの返答には含ふくみがあった。こうした状況における一朗の洞どう察さつ力りよくは異様な切れ味を誇る。涼すずやかな佇たたずまいのまま、ソファに大きく腰こしを下ろして、足を組んだ。

「なるほど、アピールしたい先が違うんだ」

　石蕗一朗がナロファンを楽しんでプレイしていると、アピールしたい先がいるのだ。ここ五年近くは、あまり大衆の前に姿を晒さなくなった一朗だが、一部の学界や経済界での知名度はまったく衰おとろえない。戦前の大だい財ざい閥ばつの末まつ裔えいであり、今なお各分野で目覚ましい成長を遂とげる総合商社の御おん曹ぞう司しであり、本人もまた個人で大金を稼かせぐ資産家とあれば、当然の話だ。名前を出すだけで、葵あおいの印いん籠ろうのような効果がある。

　逆に考えれば、石蕗一朗の名を出してアピールしなければ、回かい避ひしがたい危機が迫っているということでもある。理由はいくらか想像がついた。まず、野々あざみが一いち企き業ぎようの社長としてはあまりにも年若い女性であるということ。とりわけ、ＶＲＭＭＯの開発運営ともなれば、用意しなければならないものは莫ばく大だいだ。その過程で相手をするのは海千山千の猛も者さであり、要するに彼女は舐なめられる。ここまでの話を聞くだけでも、技術者、開発者として優ゆう秀しゆうな彼女が、経営者としての才覚にまで恵まれているとは思えなかった。

　量子空間上に開設される仮想空間は、マーケットとしても未知の領域だ。ウェブ上に構築されるオンラインコミュニティが、ビジネスモデルとして今いま尚なお発展途と上じようにあるのだということは、一朗も認めざるを得ない。

　ナローファンタジー・オンラインは、しょせんはゲームである。が、オンラインで共有できる仮想現実世界という意味では、これまでになくリアルなメタバースとなり得る。そして、この仮想空間に関するもっとも的確な知識と技術を有しているのは、世界を見み渡わたしてもこの神保町に構えられた、小さなモルタル建造物をおいて他にないのだ。

　下手をすれば、取り込まれかねない。その抑よく止しとして、石蕗一朗の名を用い、睨みを利かせたいという野々あざみの考えは、わからないでもない。

「まぁ、僕は構わないよ」

　一朗は、自らの名を虎とらの威いのように借りられることに、とりたてて抵てい抗こうは感じない。

「本当ですか!?」

「ナンセンス。僕は嘘をつかないし、つく必要もない」

　ここに桜子なり明日葉なり、あるいはアイリスなりがいれば、一朗の発言からほとばしるイヤミに辟へき易えきとした表情のひとつでも浮かべるのだが、残念ながらここにいるのは野々あざみ一人である。

「僕もナロファンは好きだからね。ただし、条件がひとつ」

「はい、なんでしょう」

「僕はあくまでも、一人のユーザーである、ということを忘れないでおいて欲ほしい。プレイスタイルの関係で、他のユーザーよりちょっぴり売上的な貢こう献けん度どは高いかもしれないけど、それだけ。このポジションを違たがえるつもりはない」

　一朗が何を言わんとしているのか、あざみもわからなくはないはずだ。

　石蕗一朗はあくまでも一人のユーザーとしてゲームを楽しむ。ナロファンに入れ込むあまり、運営方針に直接口を出したり、ましてや買収の危機に見み舞まわれたシスルの経済的な後ろ盾になったりするつもりはまったくない。あくまでも一ユーザーである一朗をどのように利用しようと、それは運営の勝手だが、企き業ぎようと顧こ客きやくの立場を崩くずすつもりはない、ということだ。

「もちろん、シスルは私の会社で、ナロファンは私たちのゲームです。たとえ一朗さんであったとしても、口出しさせる気はありません」

「ん、結構。それは良かった」

　一朗は満足げに頷く。

　そこからさらに当日の打ち合わせが続くが、途中一朗は、こんなことを口にした。

「そういえば、この間、ゲームの中でめぐみさんと会ったよ」

　ぴたり、とあざみの手が止まる。

「まぁ、あざみ社長も確かく認にんしていたと思うけど」

「そうですね……。お二人が接せつ触しよくしたのは、確認済みです」

　あざみ社長の顔は若じやつ干かん苦々しい。

　角つの紅べに商事の御ご令れい嬢じようにして、新しん進しん気き鋭えいファッションブランド〝ＭｉＺＵＮＯ〟の社長である芙蓉めぐみは、野々あざみの友人だ。

　あざみの表情の理由に、一朗も心当たりはある。

「やっぱり、めぐみさんのアバターには特別な措そ置ちを？」

「ゲーム内で一朗さんのギルドを確認してみたいとのことでしたので。初期データにワープフェザーとグラスゴバラへのマッピングを。あと、事故防止のためにイモータル属性を持たせてあります」

　ゲームマスターをはじめとした特殊なキャラクターに付加されるステータスのことだ。あらゆるダメージやバッドステータスなどの影響をカットするので、芙蓉めぐみのアバター、すなわちネムはゲーム上において無敵ということになる。

　システムの制約は絶対である。それはまごうことなき〝ずるチート〟であって、事実上運営によるエコヒイキだ。フェアではない。たとえネムがそのイモータル属性を悪用した不当なＰＫ行為などに手を出さなかったとしても、あまり褒ほめられた話ではない。

「他にもいろいろステータスをいじってあって、そもそも他のプレイヤーやモンスターに対してダメージを与あたえられないようになっているんです」

「完全に観覧用のアバターなんだ」

「はい。ＨＰとか攻こう撃げき力りよくみたいなデータも全部封ふう印いんしてあります。レベルも存在しません。それでもギルドを作ったり、イベントに参加したりはできるんですけど」

　事実上のみそっかすということか。それだけの措置を施ほどこしているだけでも、あざみ社長の苦心が窺うかがえる。芙蓉めぐみとしても、アバターを通じてナロファンの世界にドライブできるならなんでも良かっただろうから、そこについてのトラブルはなかっただろう。

「やっぱり、めぐみさんがやってることはルール違い反はんだと思います？」

「さぁ、ナロファンにおいては君たちがルールだから、良いんじゃない？　僕は自分の考えを押おしつける気はないし、何を一番やりたいかっていうのは、人それぞれだと思うし。めぐみさんはそれが必要だって思ったから、君にお願いしたんだろう」

　一朗はそこで言葉を切り、野々あざみを正面から見つめる。

「ただし、それが僕の信条や利益と相反することがあったら、僕は自分が許す限りの手段を用いて対立することになる。ま、そうならないのが一番だけど、今は少し難しいかな」

「みんながみんな、一朗さんみたいに割り切れるわけではないと思うんです」

「僕もそう思う」

　話はそこで一区切りがつき、ほんの数秒の間、沈ちん黙もくへと変わった。

「もう十一時ですね。一朗さん、少し早いですけど、お昼を食べに行きませんか？」

「カレーだっけ」

「ええ、神保町ですから」

「できれば、インドカレー以外がいいかな」

　一朗が冗じよう談だんめかしてそんなことを言うと、あざみはきょとんとした顔を作る。

「インドカレー、お嫌いなんですか？」

「どちらかというと好きだよ。でも、油断すると毎日食べることになるというだけ」

「？」

　優秀な使用人が作ったインドカレーを少し褒めたところ、一ヶ月近く連続で食わされたのは今となっては辛つらい思い出だ。最近では桜子も自重という言葉を覚えた様子だが、それでもヘタをすると三日三晩は同じものが出る。ちなみに、たまに意地悪で『最近ちょっと太ってきたんじゃない？』と言うと、それもパタリと止やむ。

　そのような使用人に料理を作らせているので、なるべく外では東南アジア料理には手を出さない。神保町の欧おう風ふうカレーなら、まぁいいかな、といった具合だ。

　あざみは、昼食を摂とりに行く旨むねを部下に伝えるため、一いつ旦たんオフィスへと向かう。

「一朗さん、午後の予定は？」

「なくはない。ってところかな。他の用件があるなら応じても良いけど……」

「ええ、実は……」

　そう言いながら、オフィスの扉を開いた野々あざみの動きが、ぴたりと止まる。

「どうかした？」

「いえ……」

　野々あざみの視点は、オフィス内の一点に注がれていた。

　見ればオフィス全体が静まり返っている。スタッフ達たちの視線もまた、あざみが見ている一人の男に注がれており、そこには一種異様な雰ふん囲い気きがある。視線に晒されているのは、決して背の高くはない、中年の男であった。

「おいおい、そんな緊きん張ちようしないで、仕事を続けてくれて構わないんだけどなァ」

　男は、顔面に嫌いやらしい笑みを貼はり付つけてそんなことを言っている。

　ああ、と、石蕗一朗は合が点てんがいった。

　だいたい見覚えがあるのだ。あの男は、株式会社ポニー・エンタテイメント社のＣＥＯ、すなわちミライヴギア・エックスやミライヴギア・コクーンといったＶＲゲーム用ハードを製造、販はん売ばいしている会社の、ボスである。野々あざみも、大学卒業後はそちらに在ざい籍せきし、ミライヴギアの開発に携たずさわった後に独立したはずだ。

　名前は確か、音おと桐ぎり慎しん也やとかいった。

「おぉっと、野々くん。いないんじゃないかと思ったよ」

　音桐は、あざみを見るなりその軽けい薄はくそうな笑え顔がおを殊更にほころばせる。

「他の社員に聞いたら商談中って言うからさァ、待たせてもらったんだけど……。どうかなァ、例の件は。ナロファンももうすぐ一周年を迎えるわけだし、ここいらで補強が必要だと思わない？」

「……私の意見は変わっていません」

「そお？　残念だなァ」

　なるほど、そういうことか。

　にやにやと笑う音桐を見て、一朗は改めて納なつ得とくする。

　シスルが早さつ急きゆうに石蕗一朗という後ろ盾を必要としたのは、ポニー・エンタテイメント社からの圧力が、無視できないところまできているからだろう。ポニー社と音桐は、ＶＲ技術の発展と、それに伴ともなう新たな商業モデルの開発のために、野々あざみとシスル・コーポレーションの力を欲ほつしている。

　それまでニヤニヤと笑っていた音桐は、ふとあざみの後ろ、すなわち一朗の存在に気づいたようだった。一いつ瞬しゆん、その顔からは軽薄な笑みが消えるが、すぐに取とり戻もどす。

「なんだ、誰だれかと思ったら石蕗の御ご子し息そくか」

「やぁ、どうも。直接会うのは初めてだったっけ」

　自分より年上の人間にも、まったく物もの怖おじせずにタメ口で話しかけるところに、石蕗一朗という人間の恐ろしさがある。

「父が世話になったらしいね、音桐さん」

「まァなァ。君の父は飛んだ食わせ者だったよ。もう気にしちゃいないがね。しかし、そうかァ。君かァ。そういえば、我わが社しやからミライヴギア・コクーンを買ったのも、君だったっけなァ」

　言いつつ、音桐の興味は完全に一朗へ向いたわけでもないらしく、ちらちらと野々あざみに牽けん制せいじみた視線を送っている。

「ああ、おかげさまでナロファンも楽しませてもらっている」

「そうだろう？　ナロファンは実に良いゲームだからなァ。まったく、それゆえに惜おしいじゃないかァ。野々くんは開発者としては優秀だが経営者としての経験がないからなァ。このまま会社が経営の危機を迎えて運営が手て詰づまりになったら、多くのユーザーが迷めい惑わくする。ボクは救いの手を差さし伸のべているつもりなんだけどなァ……」

　音桐の饒じよう舌ぜつな態度のおかげで、シスルの置かれている状況と、ポニーのとっているアクションは、一朗にもおおよそ理解ができる。もとよりこの男も隠すつもりはないのだろう。

「それとも、一朗くん、君がシスルを買うかね？　君の経済力なら不可能な話ではない。ゲームに理解のある君がパトロンになるなら、野々くんも安心して開発に……」

「ナンセンス」

　ぺらぺらと語る音桐の言葉を、一朗はいつもの台詞せりふで制した。

「僕は運営とユーザーという関係を切きり崩すつもりはない。お金だって、あくまでもゲームルールに則のつとった範はん囲い内ないで使うものだ。僕が運営母体の長になっては、その純粋性が損そこなわれるからね。そのあたりは、あなたとは違うよ。音桐さん」

「……君、何を知ってるの？」

「特に何も。あざみさん、カレーを食べに行こう」

「あ、はい……」

　音桐に背を向け、一朗は階段を下りる。あざみは、オフィス内のスタッフに昼食を食べに行く旨を伝えてから、こちらを追いかけてきた。その間、背中にじっと、音桐慎也の視線を受ける。

　外に出ると、真夏の日差しがカンカンと降り注ぐ。一朗は目を細めるでもなく、相変わらずポケットに片手を突っ込んだ涼やかな佇まいで、雲ひとつない青空を見上げた。

　今いま頃ごろ、桜子はナロファンの中だろうか。海を楽しんでいてくれればいいのだが。

　くわえて、特に何事もなく、過ぎ去っていけばいいのだが。







３　御曹司、尋ねる







　夏だ！　海だ！　水着だ！

　というわけで、アイリス達たちは海にやってきた。メニーフィッシュ・ビーチ。やはり新規公開されたフィールドなだけあって、人ひと影かげはそれなりに見受けられるが、水着に着き替がえてまで仮想現実の海をエンジョイしようというプレイヤーは、全体の半数近くに絞しぼられる。残りはいつも通りの面おも白しろみのない金属製や、モンスター素材の鎧よろいに身を包つつんだ冒ぼう険けん者しや達たちで、対照的とすら言える露ろし出ゆつ度どの差は、もはや冗談のような領域だ。

　アイリスとフェリシアは水着姿である。どちらもアイリスがデザインし、出発前に作ってきたものだ。花はな柄がらをイメージしたツーピースの水着で、流行を入念に調査した結果仕上がった、実に無難で面白みのないものである。フェリシアからは好評だったものの、明らかに日ひ和よってできたデザインに、アイリスは悔かい恨こんを残した。

　とはいえ、

　アイリスは腰に手をやって、ビーチを見渡す。

　見かけるアバターは、男性のものが圧あつ倒とう的てきに多い。ユーザーの男女比率を如によ実じつに反映した結果だ。性別を偽いつわることも容易たやすいゲームだが、さすがに、女性アバターに扮ふんして更に女性用の水着を着ようなどという、気合の入った倒とう錯さく的てきヘンタイはそこまで数が多くないと見える。当然、オリジナルデザインの華はなやかな水着を纏まとう女性など皆かい無むであって、アイリスとフェリシアは、悪目立ちをしていた。

「あ、アイリスさん。視線が……気になるよう……」

　フェリシアがアイリスの陰かげに隠れるようにしてそんなことを言う。

「そ、そうね……。なんか……そうね」

　舐めるような視線、とは、こういったものを言うのだろうか。アイリスは、現実世界でもその脚きやく線せんやスレンダーな体形の維い持じに全力を尽つくしており、海やプールに出かけた際に、オトコの視線が気になるようなシーケンスというのは、それなりにあった。が、このメニーフィッシュにおいては、その絶対数が違う。

　仮想現実世界に構築されたアイリスの身体からだは、入力した現実の数値にエルフの体形補正がかけられており、現実世界のアイリス、すなわち杜若かきつばたあいりよりもやや背が高く、やせ形だ。顔つきだって違うし、別にじろじろ見られているのは、あいり本人の水着姿というわけではない。

　が、やはり、じろじろ見られて良い気分はしないわけで。

「ふむ」

　重厚な相あい槌づちを漏もらすのは、主命により保護者兼けん御おん曹ぞう司し代行を仰おおせつかった白銀の老騎士ナイト、キルシュヴァッサー卿きようである。全身を覆おおうフルプレートメイルは、間ま違ちがっても真夏の海に着てくるようなファッションではない。

「これは……、この空気は、アレに似ておりますな……」

「アレ？　ドレ？」

「毎年、お盆ぼんと年末に有あり明あけで開かれる……ああ、いえ、ご存知なければ良いのですが。どうやら、そのコスプレブースと勘かん違ちがいしておられる方がいらっしゃるようです」

　キルシュヴァッサーはそう言って、腰こし元もとからずらりとナイトソードを引ひき抜ぬいた。鼻の下を伸ばして、アイリスやフェリシアの水着姿を観察するアバター達に向けて、その切っ先を突つきつける。

「申し訳ありませんが、撮さつ影えいは禁止です。その画像キャプチャーアプリを早急に閉じていただきたいですな」

　わざわざ剣けんを抜く必要あるの？　と思ったアイリスだが、そこはそれ、ロールプレイの一いつ環かんであろう。

　多くのプレイヤーは、渋しぶ々しぶ目の前に浮かぶホログラフパネルを閉じていくが、中には多少気合の入ったカメラ小こ僧ぞうもいて、

「大目に見てくれよ。ゲームの中の話じゃないかァ」

　などと言いつつ、アイリスやフェリシアの水着姿を撮影しようとする。二人はささっと、キルシュヴァッサーの重厚な鎧にその姿を隠した。キルシュヴァッサーは小さくため息をつく。

「わかっていただけないのなら、ゲームの中らしく、腕わん力りよくに訴うつたえてもよろしいのですよ？」

　ぎらり、と、ナイトソードが真夏の陽光を照り返し、キルシュヴァッサーの戦意もそのままな輝かがやきを放つ。

　アイリスは中ちゆう途と半はん端ぱにしか知らないが、ナローファンタジー・オンラインは、プレイヤー間の戦闘を容よう認にん、あるいは推すい奨しようする傾けい向こうの見えるゲームタイトルである。なので、彼かれのように割と物ぶつ騒そうな手段に訴える状況というのも、ちらほら散見されるらしい。

　モヒカンに肩かたスパイクという、非常にわかりやすい出いで立たちをしたカメラ小僧である。小さく舌打ちをした後に、腰元からずらりとナイフを抜き放った。

「ヒッヒッヒッヒッヒ、言うじゃねぇかァ。おっさんよォ。それなら力ずくでもアンタを倒たおして、舐めるように写真撮影してやるぜぇ」

　いったい何キャラなのだろう、とアイリスは思った。

「あーあ、弟がナイフを抜いちまった……。キヒヒヒヒヒ！　こいつぁ血を見るぜぇ！」

　ナイフ男の後ろで、同じく世紀末チンピラ的な装いをした男が、やはり狂きよう気きじみた笑えみを浮かべて見守っている。ビーチを行き交う他のプレイヤーといえば、『なんだなんだ喧嘩デユエルか』とばかりにわらわらと集まってくるばかりで、彼らを止めようとする者など誰だれ一人ひとりとしていはしなかった。

　かくて、青い空、白い雲、真夏の日差しが照りつける渚なぎさのビーチにて、世紀末的様相の肩スパイクモヒカンと、白銀の老騎士ナイトが対たい峙じする。運営が何をトチ狂くるったかこのメニーフィッシュ・ビーチはフィールド扱あつかいであり、プレイヤー間による戦せん闘とう行こう為いは禁止されていないようだった。

「あ、アイリスさん、これ、止めなくて良いの……？」

「ど、どうなのかしら……。こういうのって、止めるものなのかしら……」

　おろおろしているのは、アイリスとフェリシアばかりのようだ。

　キルシュヴァッサーと対峙したモヒカン男は、やがてチンピラらしくナイフを舐め回しながら、やけに甲かん高だかい声を上げて威い嚇かくをする。

「ヒィッヒッヒッヒ！　このナイフにはなぁ、毒が塗ぬってあるんだぜぇ！」

　直後、男は全身に毒々しい紫むらさきのグラフィックを浮かび上がらせ、狂気に満ちた笑みを浮かべたまま地面に倒れ伏ふした。その後、男の全身は光の粒りゆう子しに包まれ、幻げん想そう的てきな輝きと共に空中へと散っていく。死んだのだ。

「何がしたかったのかしら、彼……」

「いろんな楽しみ方をする人がいるんだね……」

　砂すな浜はまにカランとドロップした毒ナイフやトゲ付き肩パッドを眺ながめながら、アイリスとフェリシアは次々に言った。これから始まると思われたプレイヤー間戦闘に期待を膨ふくらませていた周囲のプレイヤー達は、何とも言えない空気をまといながら散り散りになっていく。男の兄貴分と思おぼしきモヒカン男が、毒ナイフと肩パッドを抱きしめて号ごう泣きゆうしていたが、まさか本気ではあるまい。ロールプレイだとしても、よく理解できないが。

「不ふ埒らちな輩やからは撃げき退たいいたしました」

　キルシュヴァッサーは神しん妙みような面おも持もちでアイリス達に振ふり返かえり、言った。

「撃退っていうか、なんか、勝手に自じ滅めつした感じっぽいけど……」

「悪役ロールが好きな人ですな。たまにいます」

「扱いが雑よね……」

「まぁ、チンピラですからな」
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　キルシュヴァッサーはナイトソードを鞘さやに収め、肩をすくめる。

「まぁ、本日一日は、このようにお守りいたしますので、海を満まん喫きつなさると良いでしょう。せっかく新しい水着を着けられているのです。衆目を気にせず遊べるよう、私も尽じん力りよくいたしますよ」

「でも、ああいうヒトがいるとさぁー」

　妙みようにもじもじしながら、フェリシアが言った。

「こんな水着着といて、撮とられるのイヤとか、それもなんか、自分勝手だよね……？」

「そんなことはありませんよ。きらびやかな服に身を包みたい。しかし、嫌らしい目で見られたくはない。どちらも立派な乙おと女め心ごころです。理解いたしますよ」

　相変わらずオトナね、とアイリスは思う。女心をしっかり理解し、尊重してくれる貴重な男性だ。御曹司とは大おお違ちがいである。御曹司の場合は、ただ鈍どん感かんなわけではなく、女心をしっかり理解した上で、あまり尊重してくれないので、余計にタチが悪い。

　いや、アレのことを考えるのはよそう。せっかくいないのだし。

「よし、泳ぐわよ！　フェリシアちゃん！」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、アイリスは叫さけんだ。

「アイリスさん、泳ぎ得意なの？」

「小学校の時はスイミングスクールに通ってたわ。フェリシアちゃんは？」

「あたしスポーツ少女だよ！」

「じゃあ大だい丈じよう夫ぶね！」

　アイリスとフェリシアは横並びに砂浜の上を駆かけ出だした。ミライヴギアの織り成す緻ち密みつなグラフィック演算が、寄せては返す漣さざなみを量子情報として彼かの女じよたちの脳に投とう影えいしている。が、今はそんなカガク的な話などどうでも良い。夏に、水着で、海に来たのだ。これを満喫せずしてなんとする！

　かくして、赤あか髪がみの少女と白しろ髪かみの少女が勢いよく海の中へとダイブする。跳はね上がった水しぶきが陽光を吸い込み、まるできらびやかな宝石の如ごとくであった。

　飛び込んだアイリスとフェリシアは、そのまま海の中から浮かび上がってこなかった。










「何考えてるのよ運営は！」

　アイリス達が、海の中から引き上げられたのは、それから数分もしないうちのことである。彼女たちは、渚に設営された海の家にて小休止をとることにしていた。その中にあっての、アイリス怒いかりの一言である。

「こんだけ大規模にビーチを公開しておいて、《水泳》スキルがないとロクに泳げもしないってどういうこと!?」

「現状、完全に死にスキルとなっている《水泳》の救済といったところかもしれませんが、何やら本ほん末まつ転てん倒とうな気もしますなぁ」

　キルシュヴァッサーはのほほんと呟つぶやいて、お茶を淹いれてくれる。海の家にティーセット持参というのは、いささか営業妨ぼう害がいな気がしないでもなかったが、この椅い子すや机は単なる休きゆう憩けいスペースとして配置されたものらしく、特に何も言われなかった。

「泳げないなら、水着の意味とかないよぅ」

　アイスティーにストローを突っ込み、ぶくぶくと水すい泡ほうを立てながらフェリシアも言う。

「ほんとにねー。よく見たら、泳ぎに来てる人なんてほんの少数みたいだわ」

「水中にはレアモンスターやレアアイテムがあるらしいので、《水泳》スキルを取ってトレジャーハントに勤いそしむ方もいるようですが……、まぁ、アイリス達はあまり興味がなさそうですな」

　結局はゲームの中ということか。海水浴を楽しむのにもスキルが必要とは世せ知ち辛がらい。アイリスも、露骨に頬ほおを膨らませたりはしないが、何やら興が削そがれた心ここ地ちでテーブルの上に身体を投げ出した。

「これじゃ何をすればいいかわかんないじゃない」

「こういう時は、渚でビーチバレーをするのがお約束らしいですが」

「あたし、バレーボールもそこそこできるよ！」

　自じ称しようスポーツ少女のフェリシアが、無い胸を晒さらして鼻息も荒く言う。

　海に来たところでだらだらとお茶を飲んでいるだけであれば、いつもとやることは変わらない。ただお茶を飲むだけというのも、オンラインゲームの楽しみ方としては贅ぜい沢たくな話だわ、とアイリスは思う。何のための月額九八〇円のプレイ料金なのか。

「そこにいるのは、キルシュヴァッサー卿か？」

　海の家で休んでいるアイリス達に、声をかけてくる者があった。

「おや、これはストロガノフ殿どの。その節はどうも」

　キルシュヴァッサーが意外そうな声で応対する。フェリシアも声をあげた。

「あっ、あの、騎き士し団だんの！」

　そこに立っていたのは、赤い髪と髭ひげがいかにも豪ごう傑けつといった印象を醸し出す、二メートル近いトランクス一丁の巨きよ漢かんであった。ナローファンタジー・オンラインの緻密なライティング技術は、男の全身を彩いろどるむくつけき筋肉を、リアリティたっぷりに描えがき出す。トランクスはガラ物ではないが、海に沈しずむ夕日を思わせるような情熱的な水着であった。更さらに、肩には浮うき輪わを引っ掛かけている。

「知り合い？」

　アイリスが尋たずねると、キルシュヴァッサーとフェリシアが次々に頷うなずく。

「ちょうど、アイリスが試験勉強でログインできなかった頃ころに、お世話になった方々です。赤き斜陽レツドサンセの騎士団ツト・ナイツ、ゲーム内最強ギルドのギルドリーダー殿ですな」

「ふっ……」

　赤髪マッチョマンは〝ゲーム内最強ギルド〟の言葉に、いささか気を良くしたようだ。

　見れば、ビーチに訪おとずれている他のプレイヤー達も、遠巻きにこのストロガノフという男、更には彼が引き連れた、〝赤き斜陽レツドサンセの騎士団ツト・ナイツ〟を眺め、何やらざわついている。そんな有名人なのか、と、アイリスは思った。ゲーム攻こう略りやくにはあまり興味がないから、そっち方面には本当に疎うとい。

　人間の戦士フアイター、〝鬼き神じん〟ストロガノフ。以下、引き連れているメンバーの中で主要な四人も紹しよう介かいされた。すなわち〝男だん爵しやく〟ガスパチョ、〝聖女〟ティラミス、〝魔ま人じん〟ゴルゴンゾーラ、〝流星〟パルミジャーノ・レッジャーノ。聞いているだけでお腹なかが減るようなメンツだった。

　しかもみんな水着だ。

　やはりゲーム内最強ギルドを名乗るだけあって、やり込みゲーマーが多いと思われる騎士団は、その大半が男性によって構成される。当然、ティラミスの姿だけが異様に浮く結果となっていた。〝聖女〟の水着は、白と紺こんの二色コントラストが際きわ立だつベアミドリフのモノキニで、おおよそその二つ名に似つかわしくない扇せん情じよう的てきな露ろ出しゆつのラインが、非常に目のやり場に困らせる。当のティラミスも、ちょっぴり困ったような笑みを浮かべているあたり、ひょっとしたら恥はずかしいのかもしれない。

「今日は、ツワブキは……？」

「今はまだおりませんが」

「そうか……」

　ストロガノフは少しほっとしたような声を漏らす。

「ストロガノフさん達も、海水浴に来たの？」

　フェリシアの疑問は、ゲーム内最強ギルドに向けられる質問としてはおおよそ不適切であったが、実際のところ、どう見ても彼らの格好は海を満喫しにきたようにしか思えない。

「俺おれたちは、沖おき合あいに出現するという海魔モンスターのボスを討とう伐ばつしに行くんだ」

　ストロガノフは、大きく迫せり出した大胸筋を反そらして言った。

「各地のボスモンスターを討伐することこそ、我ら騎士団の悲願」

「先日のはツワブキさんに掻かっ攫さらわれましたが、今回はそうはいきません」

「赤き斜陽レツドサンセの騎士団ツト・ナイツとして、今度こそボスは我々が最初に討伐するのだ」

「ちゃんと人数分のバナナボートも用意したんだぜ」

　四人の騎士団幹部が、ストロガノフの言葉に続くようにして次々と語る。アイリスはやや困こん惑わくしながらも、恐おそる恐る尋ねてみた。

「でも、あの、そんな水着で……？」

「ただの水着ではない。これはアキハバラ鍛たん造ぞう組ぐみにオーダーした、アホの坂さか田た謹きん製せいの防具でな。防ぼう御ぎよ修正は＋二八〇〇、水みず耐たい性せいも高めについている、対海魔用の決戦防具だ」

　アホの坂田というのは、ゲーム内でトップの実力と知名度を誇ほこる生産職ギルド〝アキハバラ鍛造組〟のリーダーである〝↓こいつ最高にアホ〟氏のことであろう。口ぶりからして、ストロガノフとは旧知の仲らしい。そういえば、以前御曹司がそんなことを言っていたような気もする。

「えぇっと、まぁ、その……がんばってください」

「ありがとう。全力を尽くす。ツワブキにもよろしくな」

　返答に困ってとりあえず出てきた言葉を、どうやらストロガノフはストレートな激げき励れいと受け取ったらしい。彼はそのまま周囲のメンバーに目配せをし、やがてゲーム内屈くつ指しの実力を誇る戦せん闘とう・攻略ギルド〝赤き斜陽レツドサンセの騎士団ツト・ナイツ〟は、バナナボートを引っ張って海へと向かうのであった。

「ああいうのが、楽しみ方としては正しいんでしょーね……」

「まぁ、もっとも運営が想定した楽しみ方をしているのは確かでしょう。わざわざ水着も揃そろえるくらいですからな」

「あの時はイチ兄ぃときりゅヒトに巻き込まれてかわいそうだったから、今度はちゃんと戦ってこれると良いねー」

　フェリシアはのんびりと呟つぶやいて、彼らの背中を見送った。

「おやおや、これはキルシュヴァッサー卿じゃあないですか」

　次に聞こえてきたのは、ねっとりと絡からみつくような嫌らしい声であった。アイリスにも、それまでくつろいでいたフェリシアが露ろ骨こつに顔をしかめるのがわかる。

　顔を上げれば、端たん正せいな顔立ちをしたエルフの男が、たった一人でそこに立っている。鎖くさり帷かた子びらの上からコートを羽織った姿は、キルシュヴァッサーに負まけず劣おとらず暑苦しい。ストロガノフ達のように、運営の思おも惑わくに乗っかって海と水着を満喫するつもりは、さらさらない様子だった。

「……今度は誰？」

「……マツナガさん」

　アイリスが声を潜ひそめて尋ねると、フェリシアは顔をしかめたまま答える。どうやら、あまり好きなタイプの人間ではないらしい。が、キルシュヴァッサーは特に気にした様子もなく、先ほどのストロガノフと同じように応対した。

「これはこれはマツナガ殿、その節はどうも」

「そりゃあこちらのセリフですが。お中元届きました？」

「えぇ、ツワブキと一いつ緒しよに美味おいしくいただきました」

「そりゃあ良かった」

　マツナガは特に遠えん慮りよする様子もなく、こちらのテーブルに腰こしを下ろした。フェリシアが嫌そうな顔をしながら、アイリスの方へと身体を寄せる。

　聞き覚えのある名前ね、と思い、アイリスはしばし記き憶おくを探さぐるが、やがて件くだんのまとめブログの管理人であるということを思い出す。以前にも何度か、話題に上がった。確か、先日のエドワードの一件についても、まとめ記事を作っていたはずだが、それはアイリス達に対して、というよりも御おん曹ぞう司しに対してあまり好意的な内容ではなかった。フェリシアが露骨に嫌けん悪おするのもわかる。

「あぁ、あんたがアイリスさんですね」

　どう反応しようかと考えているところに、マツナガは話を振ってくる。

「はぁ、えと……どうも……」

　アイリス自身はそこまで根に持つ性格ではないといっても、あんな記事を書いた人間に対して、そこまで馴なれ馴れしくしようとは思わない。

　マツナガは見た目こそ端正で、加えて嫌らしさを微み塵じんも隠かくそうとしない声と言い回しが気になる男ではあったが、腰を下ろす位置に関してはアイリスから人ひとり分空けていたし、彼女やフェリシアをじっと舐なめまわすように見るなどということもなかった。意外と紳しん士し的てきなのか、あるいは単に、女性慣れしていないだけ、なのかもしれない。

「こうやって直接お会いするのは初めてですが……。いやぁ、なるほどねぇ……」

　横目にアイリスの顔を眺め、そのようなことを口にする。

「言いたいことがあるなら、はっきり言って欲ほしいんだけど」

　思わせぶりな言動を取られると、思わず声に刺とげをにじませてしまうのはアイリスの悪い癖くせだ。わかっていても、止まるものではない。

「いやぁ、今のところは、特にありませんよ。ツワブキさんが、なんであんたをそんなに気に入ったのか、って思いましてね」

「そんなのあたしに聞かれても困るわよ。あいつの趣しゆ味みなんだから」

　カラダの方を眺められているわけではないとはいえ、視線には妙な居い心ごこ地ちの悪さを感じて、アイリスはますます仏ぶつ頂ちよう面づらになる。

「マツナガさん、だっけ。御曹司になんか恨うらみでもあるの？」

「俺はまぁ、特にありませんが。面白い記事を書いてアクセス数伸ばしたいだけですからね。結構、死活問題なんですよ。アフィリエイトで食ってるんで」

「ふーん……」

　そういえば、先日もまた、御曹司をネタにした記事がマツナガのブログにあげられていた気はする。ちょうどアイリスがテスト期間で抜けていた、グランドクエストの頃のものだ。ゲーム内における最強プレイヤー同士の激げき突とつ、といった文脈で語られていたのは、その御曹司と、これまた先日顔を合わせたばかりの黒ずくめ、キングキリヒトの対決だった。あれもおそらく、相当数のアクセスを稼かせいだのだろう。

「いやぁ、」

　マツナガはいやらしい笑みを浮かべて言った。

「あんたんとこの社長ギルドリーダーは本当に良い記事になるからねぇ」

「あたしはあいつほど面白くないわよ」

「どうかな。素質はあると思いますよ。俺も結構期待してるんですが……まぁ、おいときましょう」

　この男の言動はどうにも思わせぶりだ。ストレートな物言いを好むアイリスとしては、あまり話していて愉ゆ快かいな相手ではない。

「それで、マツナガ殿はどうしてここに？」

　だんだん不ふ機き嫌げんになってくるアイリスを見かねてか、キルシュヴァッサーがそう言った。

「ネタ集めの一環ですよ。きっと今日はここで面白いことが起こると、そう思ってまして」

　その言葉には含ふくみがある。おそらく、思っただけではないのだろう。マツナガにはなんらかの形で得た確信があるのだ。今日、このビーチでひと騒そう動どう起こるのかもしれない。ならばせめて、自分達は巻き込まずにおいて欲しいものなのだが。

「まぁ、それはいいんだけど、」

　アイリスは半眼になりながらお茶に口をつけ、マツナガに問う。

「なんでそんなに胡う散さん臭くさいというか……悪役っぽい感じの言い回しなの？」

「そういうギルド方針なもんでね」

　待ってましたとばかりに言うマツナガの言葉は、実に飄ひよう々ひようとしたものである。

「あっ、おい。フェリシアさんじゃないか！」

　会話の途と切ぎれ目を狙ねらいすましたわけではないだろうが、不意にそんな声が聞こえ、マツナガを含めた一同の視線がそちらへと向けられる。そこには、一様に黒い海パンを穿はいた六、七人ばかりの戦士フアイター集団が、浮き輪を片手に砂浜を歩いているところだった。皆みな似たような黒色の似たような髪かみ形がたで、似たような感じのイケメンである。固まったメンバーがほぼ全員同じ容姿というのは、ちょっぴり不気味だ。

　またこの子の知り合いかしら、と思ってアイリスがフェリシアに目を向けると、当の彼女もかなり困惑している様子だった。

「え、えぇと……あの、どこかで会いましたっけ……？」

「なんだ、冗談きついな。俺だよ！　キリヒトだよ！」

　陽気な声で名乗る姿は、先日見たキングキリヒトの姿とはだいぶ違ちがう、と、アイリスは思ったのだが。

「俺もキリヒトだ！」

「もちろん俺もキリヒトだよ」

「俺もキリヒトさ」

「俺だってキリヒトだぜ」

「キリヒトとは俺のことさ」

「実は俺もキリヒトなんだ」

　後ろの六人が口々にそう言うので、なお一層混乱してしまう。

「そう、俺が！　俺たちが！」

「その言い回しはそろそろ使い古されているのでやめましょう」

「それもそうだな」

　キルシュヴァッサーのやんわりとした制止の声に、リーダー格の男は頷いて、びしっとポーズを決める。後ろの六人も、まったく同じ顔と容姿でありながら、思い思いのポーズで少しずつ個性を出そうとしていた。

「はじめましての人もいるな。俺たちはザ・キリヒツ。大好きなアニメの主人公であるキリヒトになりきってプレイするためのギルドさ。最強のキリヒトであるキングキリヒトと、そのリアル友達であるらしいフェリシアさんを心から尊敬しているんだ」

「ああ、そう……」

　アイリスはそろそろぐったりしてきた。先ほどからやけにキャラの濃こいメンツばっかりやってくるのだ。

「思い出したけど、水着姿だとよくわかんないね……」

　フェリシアがぼそりと言った。

「それは思ったが、海が実じつ装そうされたとなっては、泳がないわけにはいかないんだ。鹿か児ご島しまの海とどれほど違うのか、やはり気になるからな」

　キリヒト（リーダー）はびしりと親指を立て、この上なく良い笑顔でのたまう。

「俺たちはこのまま夏をエンジョイする。フェリシアさんも、キングに会ったらよろしく言っておいてくれ！」

「うん、伝えとくー」

　フェリシアはぬるい笑顔で手を振って、七人のキリヒトを見送った。その背中が次々と海に飛び込んでいく様を見つめながら、アイリスはぼそりと呟く。

「いろんな人がいるのね……」

「そりゃあ、オンラインゲームですからね」

　マツナガはすかさずにそう言った。

「俺に言わせりゃあ、あんたも奇き特とくですよ。アイリスさん。わざわざオリジナルデザインの装そう飾しよく品ひんや防具を作って、売り物にしようなんてね。カネと労力の無む駄だだ」

　なかなか、痛いところを突かれる。考えるまでもなく、彼の言う通りなのだ。今でこそ御曹司というパトロンがいるわけだが、彼と知り合うずっと以前から、少ない小こ遣づかいをドブに捨てるような真ま似ねをしてきたのは確かである。なんでそんなことをするのかと問われれば、『そうしたかったから』と答えるより他はなく、確かにそれは、一いつ般ぱん的てきなプレイ方針からは遠くかけ離はなれた、奇特なものであったかもしれない。

「まぁ、その奇特な趣味のおかげで、ツワブキの目にもとまったわけですから」

　フォローのつもりかどうかは知らないが、キルシュヴァッサーがそう言ってくれる。マツナガは『わかってますよ』と言わんばかりの顔で、肩をすくめた。

「ま、つまり、そういうことなんでしょうね……」

　ギルド方針ゆえの思わせぶりな言葉に、アイリスは首をかしげる。

「何の話よ」

「いやぁ、こっちの話ですよ」

　うすら笑いを浮かべるマツナガの顔は、メニーフィッシュ・ビーチに再現される真夏の炎えん天てん下かとは、かけ離れるほどの冷たいものだった。

　たぶんこの笑い方も、ギルド方針の為ためなのだろうが。










　一いち朗ろうとあざみが入ったのは、やや手て狭ぜまだが落ち着いた雰ふん囲い気きのあるカレー屋であった。値段は比ひ較かく的てきリーズナブルなもので、一朗からしてみればそのあたりも新しん鮮せんではある。こうした食しよく事じ処どころに入るのは、旅先でもない限りなかなか機会に恵めぐまれないものだ。

「もう少し、高級なお店の方が良かったですか？」

　興味深げにメニューを眺める一朗に対し、あざみがやや遠慮がちに尋ねてくる。

「ナンセンス。値段はあまり気にしたことがないよ。君が美味おいしいと思っている店に連れてきてくれたんだから、僕ぼくはそこに口を出さない。あとは食べてみて確かめるだけだ。そうだろう？」

　最後の『そうだろう？』は、バーカウンターの奥おくに立つ店長と思しき料理人に向けた言葉だ。彫ほりの深い、ダンディな顔立ちのマスターは、渋しぶみのある声で『ええ、後こう悔かいはさせませんよ、お兄さん』などと、不敵に笑ってみせた。

「ではマスター。一番のおすすめをもらおう。余談になるけれど、僕の家の料理人はカレーを作るのが好きでね。もちろん、あざみさんの勧すすめる店だから、それに勝まさるとも劣らない味なのだろうと思っているけど」

　自信ありげなマスターの態度が気に入って、あえて挑ちよう戦せん的てきな言葉を投げかけてみる。するとマスターは『フ、腕うでが鳴りますね』『いいでしょう。とっておきをご馳ち走そうします……』と、やたらとキャラの濃い言葉を残して、厨ちゆう房ぼうの奥へと消えていった。
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　その背中を見送りつつ、一朗は頷く。

「良い料理人のようだ。出てくるカレーが楽しみだね」

「以前から思っていましたが、一朗さんは挑発的な言動がお好きですね……」

「好きなわけじゃない。けど、僕の挑戦を正面から受けてくれる人は非常に稀け有うだから、ついつい嬉うれしくなってそんな言葉を吐はいてしまうことがあるのは、認めよう」

　出されたレモン水に口をつけ、一朗は上じよう機き嫌げんで言う。

　キングキリヒト、エドワード、アイリス。みんなそうだ。そして、彼の使用人であるところの扇おうぎ桜さくら子こもまた、従順なようでありながらところどころ見せる負けん気の強さで、一朗を楽しませている。一朗の要求する無む茶ちやな水準の仕事量をあっさりとこなし、ドヤ顔で休憩時間を過ごす使用人の姿には、舌を巻きつつも清すが々すがしささえ覚えたものだ。

　彼女たちは楽しんでいるだろうか。トラブルに巻き込まれていないか、という点については、アイリスブランド（というよりはツワブキ・イチロー）が幾いく度どか騒動の渦か中ちゆうにあったことから、ありえなくもないのだが、あまり心配はしていない。そのあたりは、それこそキルシュヴァッサーが上う手まくやるだろう。

「変わってらっしゃるんですね」

「まぁね」

　自身のパーソナリティが一般的な基準から大きくかけ離れているのは、一朗も認めるところではある。

「ゲームの中での一朗さんの言動を見ると、敵を作るのを楽しんでいるようにも見えるんですが」

「語ご弊へいのある言い方だけど。そこは先ほど言った通りだから、一定の真実を孕はらんでいることは確かだね。人生に張り合いが出るから、そう悪いものではないよ」

「その相手を、大人げない手段で叩たたきのめしたとしても？」

「大人げないかどうか、そしてそれが悪いかどうかの判断はそれぞれの主観に委ゆだねられるから、置いておこう。ただし、僕は全力を尽くすべきだと思っている。それが自分のやりたいことに関してなら、なおさらだ」

　このくどくどとした言い方が、アイリスあたりに『御曹司キモい』と言われる所以ゆえんであるのだが、彼本人としては自身の主張が曲解されるのは愉快な話ではないので、発言には慎しん重ちようさと公平さを心がける。

「だから大量の課金をなさるんですか？　いえ、弊へい社しやとしては嬉しいことなんですけれど」

「まぁ、そう。お金は僕の能力の延長線上にあるものだから。それが、オンラインゲームという数値的な制限の付きまとう世界でどこまで通用するか挑戦するのは、実際かなり新鮮な面おも白しろさがあったよ」

　野の々のあざみは複雑な表情をする。バランスの崩ほう壊かいしたクソゲーオンラインなどと評されるナロファンではあるが、彼女は製作者としてそこまで悪意ある人間ではないようだから、カネの力をメインウェポンにした一朗のプレイスタイルには心苦しいものがあるのかもしれない。

　一朗はそんなあざみを見て、話題を変えることにした。

「この間の、めぐみさんのパーティーで聞こうとしたことだけど」

「はい？」

「ヴォルガンド火山帯の石ころを食べてみたって話。あの時は答えを聞けなかったからね」

「ああ……」

　野々あざみは苦く笑しようした。

　一朗はゲーム内のフィールドで、そのあたりに落ちていた石ころを拾い上げ、口の中に含んでみたことがある。嚥えん下げすることはできなかったのだが、味も食感も相当リアルなものだった。サーバー容量を考えても、ゲーム内に存在する全すべてのオブジェクトにそういったデータをひとつひとつ設定しているとは、どうにも考えにくい。

　こちらは、純じゆん粋すいな好こう奇き心しんだ。あざみとしても、そういった話題の方が好みであるのか、いくらかリラックスした様子で答えてくれた。

「認にん識しき志向プログラムと集合知集積システムという、二つのシステムを組み合わせたものなんです。失礼ですが、一朗さんは、私の論文をお読みになったことが？」

「あるよ。認識志向プログラムか。そういえばそんなものもあったね。集合知集積システムっていうのは、つまり機械学習アルゴリズムと統計を使ったデータ分ぶん析せきのことかな」

「そんなところです」

　すなわち、ゲーム内における環かん境きようの大半は予あらかじめ設定がなされているわけではない。プレイヤーが意識を向けたものに対して、『これはこういったものである』という詳しよう細さいなデータを直接プレイヤーに送るのが認識志向である。集合知集積システムは、そのアシストを行うための、いわゆる集合知プログラミングを利用したものだ。ミライヴギアの脳波スキャンによって、プレイヤー全体の認識を統合し、均一化することによって、ごく標準的な世界観のデータを蓄ちく積せきする。

　一朗が味わった石ころの『味』と『食感』は、プレイヤーの多くが無意識のうちに認識している、『きっとこんな味と食感なのだろう』という想定の平均値であり、別にプログラマーがわざわざ想像して量子信号を設定したわけではないのだ。平均値の中には、実際に石を食べてみた感想も交ざっているのかもしれないが。とにかく、そうした集合知の集積が、設定されていないデータに対する、違い和わ感かんのない認識志向を可能にしている。

　この二つのシステムが、ナローファンタジー・オンラインの広大な世界観を、より少ないサーバー負担とプログラミングで支えている。

「なるほど」

「あとは、人工知能による十じつ賢けん者じや会議システムとかですね」

　平へい坦たんな感情ながら素す直なおに関心を見せているらしき一朗に、あざみは気をよくして話を進める。

「私がＭＩＴにいたころに開発した学習型の人工知能があったんです。ローズマリー、コリアンダー、シシリー、レモンバーム……彼らにメンテナンス権を与あたえているんです」

「なんだか見事にハーブの名前ばかりだね」

「薬草セージと賢者セージをかけたダジャレなんですけど」

　あざみは少し照れくさそうに笑いながら言った。

「集合知集積システムは、当然、プレイヤーの要望や不満を集めることもできますから。そういったものを集めて、是ぜか非かを討論するんです。もちろん、運営に関かかわる内容であればこちらが判断することになりますし、十賢者会議で是非の割合が一定のラインに満たなかった場合は、やはりこちらで直接検討することになるんですが」

　人工知能がゲームを支えているという話は初耳だった。あざみの専せん攻こうはもともと量子力学で、量子演算コンピュータの基き礎そ理論に様々な貢こう献けんをしてきたというから、そうしたものを作り上げていたとしてもなんら不思議ではないが。

「そういえば、」

　と、あざみは思い出したように言った。

「十賢者のひとつの〝ローズマリー〟が、一朗さんに興味を示していましたね」

「人工知能が、僕に？」

「ええ、先ほども話したように学習型の人工知能……知識の蓄積を求めるアルゴリズムを組んでありますから、色々なものに興味を持ち、自身で判断できるようにしてあるんですけど。特定の個人に興味を持ったのはこれが初めてなんです。ゲーム内での一朗さんの行動が、彼女たちにとって『興味深かった』からなのかもしれないですね」

「ふむ……」

　そのあたりで、厨房の奥から目め眩まいがするほどに耽たん美びな芳ほう香こうを漂ただよわせつつ、マスターがふた皿のカレーライスを運んできた。渋みのある端整な顔立ちに浮かべた不敵な笑えみは変わらないが、先ほどに比べてどこか憔しよう悴すいした様子と、それ以上の達成感を宿しているのが印象的だった。一朗たちには知る由よしもないであろう、壮そう絶ぜつな戦いがあったに違いない。

「お待たせいたしました」

　バーカウンターにカレー皿を置いた後、マスターは再び奥へと引っ込む。

「やぁ、なかなか美味おいしそうだ」

「私、何度かこのお店来てるけど、このカレー初めてです……」

「マスターもとっておきって言ってたからね」

　一朗はスプーンを手に取り、先ほどの話へと翻ひるがえる。

「先ほどの、ローズマリーという人工知能の話だけれど、」

「あ、気になりますか？」

「ん、ちょっとね」

　一朗とて科学の日進月歩には心を躍おどらせる人間だ。野々あざみの開発した人工知能が、どのような経けい緯いを以て自分に〝興味〟を抱いだくようになったのか、あるいは、どれほど思考の柔じゆう軟なん性せいを持つのか。話ひとつ聞いただけで、様々な興味が浮かび上がる。

「では、本社に戻もどったあと、彼女と〝お話〟してみてはどうでしょう」

「それ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ええ、新しい刺し激げきはあったほうが、ローズマリーのためにも良いと思いますから」

　人工知能との会話というのは、さしもの一朗にとっても未知の領域だ。昨今はボット技術の発達によって、様々なトップダウン式の会話プログラム、人工無脳が作られているし、その多くはインターネット上のＳＮＳで触ふれ合あうことはできるが、知性や推論能力を有する〝強いＡＩ〟と、会話を交かわした経験はほとんどない。

「では、せっかくなのでお言葉に甘あまえさせてもらおう」

　未知の分野というものはそれだけで胸の弾はずむ何かがある。一朗はすっかり上機嫌になって、カレーにスプーンをつけた。

　マスターがとっておきとうそぶくだけあって、たいそう美味であった。










　この時間になってくると、昼食のためにログアウトする者が多いのか、ビーチから少しだけ人ひと影かげが消える。人が少なくなってくると、少しだけ遊ぶ気力も出てきて、アイリスとフェリシアは砂すな浜はまで仲良くビーチボールに興じていた。

「火の玉魔ま球きゆうを受けてみろ!!」

　フェリシアは叫さけぶやいなや高く跳ちよう躍やくし、全身を反らせた後に片手を叩きつけ、その球体に凄すさまじいまでの加速を与えた。彼女が友人の言いつけを守り、地道に伸のばしてきた《スローイング》スキルの効果は、このサーブに対しても遺い憾かんなく適用され、かくて彼女が『火の玉魔球』と称しようしたその一いち撃げきは、文字通り炎ほのおのエフェクト（無属性）をまといながら、急激な回転と共に射出された。

「ハイドロッ、ブラスタァァァァァッ！」

「ひゃあっ」

　すんでのところでかわしたアイリスの足元に、火の玉魔球は着ちやく弾だんする。ジャイロボールめいた一撃は砂浜にのめり込んでなお回転を止めず、周囲に細かな礫つぶてを撒まき散ちらしていた。アイリスはまさしく生きた心地がしないながら、全身に冷ひや汗あせエフェクトを浮かべ、フェリシアの放った魔球の痕こん跡せきを眺ながめていた。

「フェリシアちゃん、物理職と魔法職のビーチバレーにはやっぱり致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがあるわ！」

「あたしもなんかそんな気がしてきた！」

「しかも肝かん心じんのボールが片方のプレイヤーの所有物っていうのも、著いちじるしく公平さを欠いている気がするわ！」

「あたしもなんかそんな気がしてきた！」

「ところでハイドロブラスターって何？」

「開発中の魔球の名前。カントクがつけたの」

　一体フェリシアのソフト部の監かん督とくはどのような魔球を開発するつもりなのだろう。まさか、実際に炎をまとって高速回転しつつ地面にめり込むようなものでもあるまい。果たしてゲーム内での彼かの女じよの活動が、監督の言ったという『魔球開発のイメトレ』になるのかどうか、甚はなはだ疑問であった。

　アイリスは小さくため息をつき、地面にめり込んだ鉄の球を拾い上げる。ちょうどビーチボールサイズのそれは、彼女が拾い上げると小刻みに震ふるえ、くるりと彼女の方へ顔を向けた。

　魔獣使いビーストテイマーであるフェリシアが契約テイミングした二匹ひき目のモンスターである。種族はアイアンスフィア、名前はゴボウツーといった。サイズをある程度変えられる為、パワーゴーレムのゴボウと共に、日夜彼女の魔球開発に付き合っている、健けな気げな無機物型モンスターであった。

「ゴボウツー、おいでー」

　フェリシアがぱんぱんと手を叩くと、アイアンスフィアはアイリスの胸むな元もとからゴロリと落ちて、フェリシアの方へと転がっていった。いわゆるプログラミングされた性格設定であり、彼女の足元をじゃれつくようにゴロゴロ回る姿もまた幾いくつかの思考パターンの結果である。と、アイリスもわかってはいるのだが、やはりペットと遊んでいるようで少し羨うらやましい。それが鉄の球体であったとしてもだ。

「少しＨＰも削けずれちゃったし、キルシュさんに回復してもらおうっと」

「その子が直ちよく撃げきしたらあたしＨＰが削れるどころじゃ済まなかった気がするんだけど」

　もしフェリシアのハイドロブラスターの直撃を喰くらいＨＰがゼロになったら、デスペナルティとして砂浜の上に水着を残したまま、アイリスは消しよう滅めつしていたことだろう。

　蘇生リスポン先はギルドハウスの私室に設定しているし、そもそも別にインナー状態になるだけで裸ら体たいを晒すわけではないのだが、それでもビキニだけを砂浜に残して死亡というのは、痴ち態たい醜しゆう態たいにも程がある。

　ゴボウツーを連れて海の家に戻ると、キルシュヴァッサーとマツナガが難しい顔をしたまま、盤ばんをはさんでにらみ合っていた。

　将しよう棋ぎである。

「キルシュさん、ただいまー」

「おかえりなさい。どうでしたか、ビーチバレーは」

「やっぱりゴボウツーをボールにするには色々問題があったわ」

「回復してもらって良い？」

「構いませんよ」

　フェリシアの言葉に、キルシュヴァッサーは優やさしく微笑ほほえんで《ヒール》を使用する。緑色のキラキラとしたエフェクトが、かざしたガントレットから降り注いだ。前衛職寄りのステータスであるため、回復量への補正値はそこまで高くはないのだが、ＨＰの低いアイアンスフィアを癒いやすには十分だ。

「で、何やってんの？」

「将棋ですよ」

　マツナガは言いながら、盤ばん上じようの駒こまをひとつ動かす。

「なかなか、強いじゃないですか。キルシュヴァッサー卿きよう」

「はっはっは。ゲームと名のつくもの、兄から鍛きたえられましたからな。もっとも、ボードゲームでしたら麻雀まーじやんの方が得意ですよ」

　その一手に対して、とりたてて長考する素そ振ぶりも見せず、キルシュヴァッサーは駒を打つ。

「このゲーム、将棋盤なんてあったっけ……」

「あたしが作ったのよ。グラフィックデザインいじって。その駒、全部元は指輪だから」

　フェリシアの疑問に、アイリスはさらっと答える。ギルドハウスの中で客を待つ時間があまりにも退たい屈くつだったため、こしらえてしまったものだ。

　アイリス自身、今は亡なき祖父の影えい響きようでそれなりに将棋を打てるのだが、今のアイリスブランドの中では実力最下位であった。悔くやしいので何度か対局を申し込むものの、御曹司には軽くあしらわれてしまっている。

　いや、この話は悔しいだけなのでよそう。

「ビーチにもずいぶん人が減ったわねー。お昼どきだからなんでしょうけど、ネトゲやる人って、割と寝しん食しよく忘れてやるイメージあったわ」

「ずいぶんと偏かたよった知識ですね。まぁ否定はしませんよ」

　マツナガは将棋盤を睨にらみつけながら相あい槌づちを打つ。

「ただ、このゲームは生理現象に対応したアラーム機能があるんで、空腹を無視し続けると強制ログアウトさせられるんです。あと睡すい眠みんとかもね。プレイヤーはある程度健康的な生活をせざるを得ないんですよ」

　もっともらしい彼かれの言葉に対して、フェリシアは首をかしげる。

「でも、なんかゲーム開始以来一度もログアウトしたことがない伝説の人みたいなの、いなかったっけ」

「苫とま小こ牧まいさんですね。まぁあの人も、謎なぞが多いからね……」

「ゲーム開始以来一度もログアウトしたことなかったら、死んでるんじゃない……？」

　眉まゆをひそめて言うアイリスの言葉はもっともなものであるが、他の三人はその言葉を肯こう定ていも否定もしなかった。

「どうしますか、アイリス、フェリシア殿どの。私たちもお昼にしますか？」

「んー、できるなら、人が少ない今のうちに遊んでおきたいかなー」

「あたしもー」

　アイリスに続いて、ゴボウツーを抱きしめたままのフェリシアも言う。せっかくの水着なのだ。泳げないとはいっても、なるべく人目を気にせず、海を満まん喫きつしたい。

「ではもう少し、のんびりしましょう。あ、マツナガ殿、王手です」

「おぉ、やるね……」

　ぱちん、という小気味良い音が響ひびき、マツナガの表情が苦笑いへと変わる。

「とはいってもねー。ビーチバレーもできないし、泳げないとなると、何しようかしら」

「アイリスさん、サンオイルポーションっていうのあるよ！」

「それ、飲むの？　塗ぬるの？　そもそもデータ的にどんな効果があるのかしら」

　フェリシアがどこから持ってきたのかわからないアヤしげな薬を取り出し、アイリスは顔をしかめる。

「まぁ、ゲームの中で甲こう羅ら干ぼしっていうのもねー……」

「アイリスさん焼きたくない人？」

「あんまりね。夏だし良いかなーとも思うけど、似合う服も限られてくるし。フェリシアちゃんは？」

「ソフト部だから、気を使っても割と黒くなっちゃう」

「そうなんだ、スポーツ少女だもんねー」

　だらだらとそんな会話をしながら、砂浜をなぞって絵を描かいたりする。さすがに精せい緻ちな描びよう画がはできないのだが、何かを描こうとすると決まって衣装のデザインになってしまうあたり、アイリスの職業病も深刻だ。

「うーん、デザイン……デザイン……」

「アイリスさんの学校ってデザイン系の学校なんでしょ？　やっぱ夏休みの宿題とかでファッションデザインの絵とかあるの？」

「実はそうなのよ。あるのよ……」

　アイリスはややげんなりとした表情でつぶやく。

　夏休みは始まったばかりで、宿題もあせるほどのものではないといっても、こうしたものはアイディアとモチベーションとの戦いである。いま思いつかないものが、いつ思いつけるかも定かではなく、そうなると一ヶ月半という時間すら物足りなく感じるものだ。こういうのは創作者特有の焦しよう燥そう感かんであって、フェリシアに理解してもらうのはちょっと難しいかもしれない。

「まぁ、こういうのは、餡あん汁じるよりイモが安しっていうよ？」

「案ずるより産むが易やすしっつーのよ」

　先人の偉い大だいなる教えも、このテの案件にはさして役に立たない。案じずに産むことができるのは自分の感性に絶大なる自信を持てる、一部の天才だけだ。

　そう、例えば、

　思考の過程で脳のう裏りに浮うかび上がったのは御曹司のニヤケ笑いだったので、アイリスは無表情のまま裏うら拳けんにてそれを叩き潰つぶした。自信は欲しいが、ああいうのはちょっと要いらない。

　そう、例えば、

　新しん進しん気き鋭えいのファッションブランド〝ＭｉＺＵＮＯ〟の社長にして、同ブランドのデザイナーでもある、芙ふ蓉ようめぐみ女史だとか。アイリスの尊敬する人物でもある。あの人にも昔は悩なやむ時期があったらしいが、今はそれを乗のり越こえて、業界の最前線で活かつ躍やくしている。自らの才能を疑うことなく、業界の最前線で活躍している。羨ましい話であると同時に、少し希望を感じることでもあった。

　芙蓉めぐみの個人的なファンでもあるアイリスは、彼女のインタビュー記事が載のっている雑誌や、テレビ番組などには目を通すようにしていた。そのたびに、いつか自分も彼女のようになりたいと、夢に胸を膨ふくらませたものだ。

「アイリスさん？　アイリスさーん？」

　もの思いにふけっていた彼女の目の前で、フェリシアが手を振ふる。そこでようやく、アイリスははっと我に返った。

「えっ、あ、ああっ！　ごめんフェリシアちゃん、何？」

「や、なんでもないけど、砂浜に描いてる服の量が凄すごいことになってるから……」

「あ、ほんとだ」

　ぽけーっとしたまま、アイリスはどうやら無数の地上絵を、このメニーフィッシュ・ビーチに生み出していたらしい。フェリシアの腕から転げ落ちたゴボウツーが、ごろごろと隙すき間まを縫ぬうようにして移動している。

「まぁ、いろいろ思うところがあってねー。自分の夢とかについてね」

「いきなり壮そう大だいだね」

「そうかしら。フェリシアちゃんはどうなの？　将来、プロのソフトボール選手とかにならないの？」

「んー、ハイドロブラスターを完成させたくらいじゃ、プロの世界じゃ通用しないってカントクも言ってたからなー……」

「日本のプロソフト界はいったいどんな魔ま境きようなの」

　実力が分不相応だという自己分析で納なつ得とくができるように、アイリスはできてはいない。のんきに転がるゴボウツーを眺めながら、アイリスは結局、自分が頑がん張ばるしかないのよね、という曖あい昧まいな結論をつけておくことにした。

　さて、そんな折である。人数が少ない砂浜ではあるが、にわかにざわめきが上がるのが、アイリス達たちにはわかった。なんだなんだ、と思って視線を向ければ、渚なぎさの向こうから一人歩いてくる小こ柄がらな影かげが、浜はま辺べの視線を釘くぎづけにしていた。

「おい、あいつ知ってるぜ……」

「ああ、確かフレンドの数が二〇〇〇だか三〇〇〇だかっていう……」

　ざわめきに紛まぎれて、さらりとトンデモナイ数値が聞こえた気がする。だが、直後に隣となりのフェリシアが、さらに追つい撃げきを加えてきた。

「あ、あたし知ってる人かも」

「また!?」

　偽いつわらざる本音ツツコミが口をつく。

「フェリシアちゃんさっきから凄い知り合いばっかね！」

「そぉ？　イチ兄ぃとかきりゅヒトとかと一いつ緒しよにいたら、だいたいイヤでも凄い知り合いできない？」

「あー、まぁね！　エドさんとか親方さんとかね！」

　やはり、イチロー絡がらみで知り合った人なのか。なんというか、こう、嫌いやな予感がしてならない。というのも、なんだ。先ほどから、御おん曹ぞう司しの知り合いであるプレイヤーが続々と集まってきて、あの男が背せ負おい込んだ余計なモンダイが、知らぬ間にこちらに丸投げされるような気がしてならないのだ。

　何の根こん拠きよもない予感といえば、そうなのだが。

「えっと、それでフェリシアちゃん、その人なんて名前なの？」

　と、アイリスが尋たずねると、

「うおおおお、あめしょー！　俺おれだ！」

「今日も世界で一番可愛かわいいよ！」

「しょうがないにゃあって言ってくれ！」

　どこから湧いたのかよくわからないモブ顔イケメンの集団が、砂浜に続々と集結して、何の前まえ触ぶれもなく少女を持もて囃はやしはじめた。これは、あれね。フレンドというより、ただの追っかけね、と、アイリスは思う。

「だいたいわかったわ。あめしょーっていうのね」

「うん。そー」

　フェリシアがうなずく。アメショーというと、あれか。アメリカン・ショートヘアか。

「水着似合ってるよ、あめしょー！」

「おへそがセクシーだよ、あめしょー！」

「真夏の太陽も君に嫉しつ妬とするよ、あめしょー！」

「えへへ、しょうがないにゃあ」

　男どもの賛辞を一身に受けながら、ようやく当のあめしょー本人の姿が確かく認にんできる。

　その瞬しゆん間かん、アイリスの全身にはすさまじいまでの稲いな妻ずまが走った。比ひ喩ゆ表現ではない。このゲームでは、プレイヤーが受けた精神的衝しよう撃げきが一定以上に達すると、ド派手な稲妻のエフェクトがかかるようになっている。製作班の無駄なこだわりのひとつであった。なお、他人が触れると微び弱じやくな雷かみなり属ぞく性せいダメージが発生する。

「アイリスさん、どうしたの？」

　その隣にいながらも、アイアンスフィアが有するエネミースキル《避ひ雷らい針しん》のおかげでダメージを免まぬがれたフェリシアが首をかしげる。

「あの、あめしょーって子……」

「うん」

「水着のデザインがオリジナルだわ……」

「あー」

「しかもあたしより格段にセンスが良いわ！」

「そこ認めちゃうんだ……」

　そう、人ひと垣がきをかき分けて姿を見せたその少女は、小柄で凹おう凸とつの少なめなあどけないボディラインを、やや大人びたハイセンスな水着で覆おおっていた。ヒマワリ柄がらのビキニは描き込みも繊せん細さいで、デザイナーの趣しゆ味みの良さが際きわ立だつ。露ろ出しゆつ度どの高さに反してまったく下品な印象がないのは、その健康的なデザインと腰こしに巻いたパレオの為だろう。まさしく、

「まるで君は真夏の女め神がみだよ、あめしょー！」

　であった。

　アイリスは言葉も出ない。出たとしても『ぐぬぬ』てなもんだろう。自らのプライドを木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされたにも等しい。同時に、あまりにもビミョーな水着をフェリシアに着せていることに対して、申し訳なささえ覚える始末だった。

「あっ、フェリシアちゃんだー。やっほー」

　あめしょーはパタパタと手を振りながら言った。ネコ耳が生えているところを見るに彼女は獣じゆう人じん種しゆのようだが、パレオの隙間から覗のぞく尻尾しつぽも、彼女の手に合わせるようにピコピコと動いている。

「やっほー、あめしょー」

　フェリシアも同じように手を振って応じる。

「ゲンキそうで何よりなのだよ。その子は、新しい使つかい魔ま？」

「うん。ゴボウツーっていうの」

「へー、よろしくにゃあ」

　あめしょーはしゃがみこんで、アイアンスフィアの額を撫なで回まわす。背後に群がる追っかけたちからは、『いいなぁ……』という、包つつみ隠かくしもしない本音がダダ漏もれていた。

　これだけの男たちに水着姿をガン見されたところで、あめしょーは一向に気にした風を見せない。果たして慣れているのかはわからないが、なんにせよ大層な風格だ。

　そんなあめしょーも、男どもの視線にたじろぐアイリスとフェリシアに気付いたのか、小さく咳せき払ばらいをすると、急にもじもじし始めて、言った。

「ちょっと恥はずかしいから、あんまり見ないで欲ほしいにゃあ……」

　この一言を受け、男たちは『うおおおおおお!!』と謎の歓かん声せいを上げてから、一いつ斉せいに散り散りになった。実によく訓練されたファン達であった。

「これで良いかにゃ？」

「あ、うん。ありがとう。人気あるんだね……」

「うん。みんな大切なお友達なのだよ。レアアイテムとかよくくれるし」

　さらりと彼女のえげつなさが垣間かいま見みえるセリフだ。あめしょーはそのまま、先ほどから黙もくして語らぬアイリスに視線を向けると、にこりと笑ってみせた。女のアイリスでさえときめきかねない、実に人ひと懐なつっこい笑え顔がおである。

〝笑顔〟のフェイスモーションパターンなど、そうそう数があるとは思えないのだが、その時のあめしょーの笑顔は、まるで人心の牙が城じようを突つき崩くずすために最適化されたとさえ思えるほどのものであった。

「ぼく、あめしょー。きみは、アイリスかにゃあ？」

「う、うん。えと、知ってるの？」

「まあにゃー。ねね、ぼくと友達になってもらっていーい？」

　二言目にはこれであるが、アイリスの心に拒きよ否ひ感かんのようなものはまったく芽生えなかった。するりと心に入り込んだ彼女に促うながされるまま、フレンド登録を済ませてしまう。

「えへへー、ありがとー。これでぼく達、友達だねー」

「あ、うん、そうね……」

　どうにもあめしょーの笑顔は危機感というものを喪そう失しつさせる。なんか、のせられてるなぁ、と思いつつ、まったく拒否できなかった。

「ねぇねぇ、あめしょー。その水着、あめしょーが作ったの？」

　アイリスが聞きにくいことを、隣のフェリシアがずばりと切り込んでくれる。

「んーん、これはねー。紹しよう介かい料りよう代わりに作ってもらったのだよ」

「作ってもらった？」

「うん」

「え、と。誰だれに？」

「ネム」

　その言葉に、アイリスはぴくりと動きを止める。聞き覚えがあったのだ。

　あった、なんてものではない。正直なところあまり認識したくないのだが、因いん縁ねんめいたものさえあった。ぶっちゃけ喧けん嘩かを売られた。しかもそれは、御曹司のとばっちりによるもの、で、あるらしい。

　アイリスは、ネムに言われた言葉をよく覚えている。『大したこと、ありませんのね』だ。エドワードの一件とは違ちがい、それが〝デザイン〟という彼女の根源に関わる命題においての寸評だったから、とにかく心に刺ささった。

　ひと目見ただけで敗北感を覚えさせるほどの水着は、ネムの作ったものだったのだ。

　複雑な表情を作るアイリスを見て、あめしょーはくすりと笑う。

「実はきみとネムの間にどんなことがあったのかは、だいたい聞いているのだよ。やっぱりアイリスとしては、ネムのセンスが羨ましかったりするのかにゃ？」

「そりゃあね……」

　多少意地悪なことを聞かれたからといって、逆上するほど狭きよう量りようではない。アイリスは素直に認めた。いま、あめしょーが着ているような水着をさらっとデザインできるようなセンスが、今の自分には圧あつ倒とう的てきに欠けているのだ。

　逆に言えば、それだけのセンスを持つネムが、自分に喧嘩を売る理由というのがイマイチ理解できない。御曹司のとばっちり、というのは、まぁ御曹司本人から聞いた。だが、なぜアイリスなのか。

「実はね、アイリスぅ」

　難しい顔で考え込むアイリスの耳元で、そっと囁ささやくように、あめしょーは言った。

「ネムもここに来ているのだよ。話してみれば、良いんじゃないかにゃあ？」

　その言葉に、アイリスは顔をあげる。

「ネムさんが、ここに……？」

「うん、きみの為ためにも本人の為にも、それがいいのだよ」

　確かに、ネムがアイリスの何をそんなに気に入らないのか、はっきりさせておく必要はある。彼女の態度を見るに話し合いで解決できるとは思えないが、わけもわからないまま喧嘩を売られているのは気分が悪いし、もしかしたら、単純にネムが勘かん違ちがいをしている可能性も、十分にある。

　と、そのように考えていた時だ。

「そちらにいらっしゃいましたのね。捜しましたわ」

　ちょうど、そんな声が聞こえた。誰か、と考えるまでもない。

「うわっ、出たぁ」

「こらっ」

　不ぶ躾しつけな感かん嘆たんを漏らすフェリシアを、とりあえずたしなめる。

　ネムだ。見れば、彼女は腕うで組ぐみをしてそちらに立っていた。あめしょーに水着を作ったのはネム自身らしいが、本人は以前ギルドハウスで会ったときのままの装備である。どちらにしても、彼女のセンスが全面に出たオリジナルデザインの防具であり、それだけでアイリスの劣れつ等とう感かんを著しく刺激する。

「やっほう、ネムぅ。なかなかゴキゲンな水着だヨー」

「……それは良かったですわ」

　満面の笑みを浮かべるあめしょーに対し、ネムは複雑そうな表情で答える。

「ネムは水着にしないの？」

「ええ、わたくしは、少し……」

「でも、後ろの二人は水着だヨ？」

　あめしょーの指し摘てき通り、ネムはその後ろに、おそらく彼かの女じよ謹きん製せいであろう水着をつけた一組の男女を連れていた。獣人の男と、人間の少女である。日ひ傘がさを差した少女は花はな柄がらのレース付きビキニ、男の方は白と濃のう紺こんのブーメランパンツだ。どちらも少ない布面積にネムのセンスが光る。アイリスは戦う前からすでに負けたような気分であった。男の方が脇わきに抱かかえているサメの浮き輪わに意識を集中することで、かろうじて自じ我がを保つ。

「テイカーもソーサレスも、ずいぶん愉ゆ快かいなカッコだネー」

「ギルドリーダーが着けてけって言うんだ。しょうがないだろう」

「あら、私は好きよ。こういうの。現実世界では着る機会がないもの」

　どうも後ろの二人もまた、あめしょーの〝お友達〟であるらしい。交わされる軽口の中に、ひとつ気になるものがあったので、アイリスは復唱した。

「ギルド……？」
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「ええ、ギルドですわ」

　ネムはうなずく。

「アイリスさん、あなたとの決着をつけるためには、必要なものだと思いましたの」

「ちょ、ちょっと待ってよ」

　ネムが自分に向ける視線に、挑ちよう戦せん的てきな感情が交じっているのを確認し、アイリスは焦あせる。

「あたし、あの、あなたに恨うらまれるようなことをした覚え、まったくないんだけど……」

　怖おじ気けづいたわけではない。売られた喧嘩ならば買わねばならないだろう。が、その原因もわからずに吹ふっかけられるというのは、さすがに納得がいかない。

　いや、嘘うそ。少し怖気づいているわね。アイリスは冷静に自己分析する。正直、あめしょーの水着、ネムの衣装、テイカーの水着、ソーサレスの水着と、立て続けにネム自身のデザインセンスを見せつけられれば、遠のく勝ち目を否いやが応でも実感する。

「わたくしは、別に、あなたを恨んでいるわけではありませんわ」

　そんなことを言われても、とても信じられる話ではない。事実、ネムがアイリスに向ける視線の中には、ドス黒いものが交ざっているようにも感じられた。それが憎ぞう悪おや怨えん恨こんではないとするならば、いったいなんだというのか。

「じゃあ、何よ。やっぱ御おん曹ぞう司し絡がらみなの？」

「………」

　アイリスがそう口にすると、ネムの視線に込められた感情がさらに強まる。

「あいつが一体なんだっていうのよ」

「あの人は……、」

　ネムは、アイリスの水着をじっと見つめながら、言う。

「あの人は、あなたのデザインしたブローチや衣装を、大変気に入っていらっしゃるのでしょう？」

「う、うん。まぁ。うん」

　御曹司にデザインを気に入られたことはアイリスの数少ない自じ慢まんであり、同時にいけ好かないあの男にしかデザインを認められていない事実に忸じく怩じたる思いもあるため、どうにも返事が曖昧になる。アイリスが欲しいのはどちらかといえば世間の評価であるが、御曹司の評価もまた嬉うれしくないわけではない、という、なんとも複雑な心境だ。

　しかしそれが、どうしたというのだろう。

「………」

「………」

　アイリスは辛しん抱ぼう強づよく返事を待ったが、ネムはそれ以上何も言おうとしない。

　沈ちん黙もくが耐たえ切れなくなったところで、アイリスの代わりにフェリシアが、きょとんとした表情で首をかしげた。

「えっ、それだけ？」

　ネムは顔をあげ、キッとした目つきでフェリシアを、そしてアイリスを睨む。

「わたくしにとっては大きな問題なんです！」

　荒あらげた声に、ビーチで遊んでいた男たちが何事かと振り返ってくる。

「だって、おかしいですわ！　わたくしも、あまり、他の方のデザインしたものを悪あし様ざまにどうこう言うのは好きではないのですけれど！」

「でもこないだ、『大したことないですのね』って言ったわよね？」

「だって大したことないんですもの！」

　正直それだけ言えれば大したものである。

　自分のデザインが、ネムのものと比べて雲うん泥でいの差があることはアイリスも承知している。だが、面と向かってこのようにこき下ろされれば、ショックも大きいというものだ。すさまじい衝撃に、いまだ口をぱくぱくさせている。

「えっと、」

　代わりに言葉を発したのはフェリシアだった。

「つまり、イチ兄ぃがアイリスさんのデザインを気に入ったのが理解できないの？」

「………」

　ネムはその視線に力を込めたまま、大きく頷うなずいてみせた。

「そ、そんなこと言われても……」

　アイリスは、かろうじてそう言葉を絞しぼり出すのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　くそう。

　心の中で毒づく。あれほど、ネムの理り不ふ尽じんな言動に憤いきどおりを募つのらせていたはずだったのに、いざ対たい峙じしてみればこれである。我ながら、ヘタレにも程があるのではなかろうか。しかし、圧倒的な実力差を前にして戦意が萎なえるという、バトル漫まん画がによくありがちなアレは、果たして事実であった。ネムの洗練されたデザインセンスを見せつけられた上で、かような言動をとられては、アイリスの魂たましいも腰こし砕くだけである。

　だいたいネムは、アイリスなんかよりもよっぽど様々な人物から評価されているだろうに。自他ともに認めるだけの実力があるだろうに。わざわざ御曹司一人の評価を気にすることもないだろうに。何な故ぜ、格下に喧嘩を売るような真ま似ねをしてまで、あの男にこだわる必要があるのだろうか？

「才能のアルナシっていうのは、残ざん酷こくなものだからにゃあ」

　まるでアイリスの疑問に答えるかのように、あめしょーが言った。

　そこではたと気づく。ネムの双そう眸ぼうに宿る感情の正体にだ。このドス黒い視線は、憎悪や怨恨からくるものであるかのように思えていたが、冷静に考えてみれば、アイリスにとってもっと身近なものである。

　嫉妬だ。

　学校で、同年代ながらより優すぐれた作品を仕上げる生徒たちに、ほかならぬアイリス自身も、このような視線を向けたことはある。そうした時、人間というのは自分の実力を客観視することができないもので、『自分の方が優れているはずなのに』という先入観を捨て去ることができない。

　またか、とアイリスは思った。エドワードの時にもこんなことがあった。

　いやしかし、今回に限っては、ネムさんの方が圧倒的に優れているのは、事実なわけだし……。

「アイリスさん」

「は、はいっ！」

　じろりと睨みつけられて、アイリスはぴんと背筋を伸ばす。情けない姿であるという自覚があった。正直、ここにあの男がいなくてよかった。

「わたくしは、一朗さんが、アイリスさんの何をそんなに気に入られたのか。それを知りたいんですの」

「そ、そんなのあたしにわかるわけないでしょ！　本人に聞いてよ！」

　くそう。

　アイリスは再び心の中で毒づく。御曹司め。とばっちりって聞いたときから、あんまり良い予感はしてなかったけど、ここまでとは思わなかったわ。というか、これってアレでしょ。痴ち情じようのもつれってやつも絶対入ってるでしょ。コナかけた女の手た綱づなくらい、あんたちゃんと握にぎっておきなさいよ。

　その物言いも完全にアイリスの主観と先入観が交じった一方的なものではあったのだが、一朗の万ばん物ぶつに対する自由放任主義が招いた結果であるために、的外れとも言い切れない。まったくもって、両者、同情に値あたいするものがあった。

　さて、アイリスとしては実質針のむしろのような状態で、さっさと逃にげ出すなり切きり抜ぬけるなりしたいところであったのだが。

「あ、あめしょー……」

　フェリシアがややためらいがちに、隣のネコ耳少女に問いかける。

「なにかにゃー？」

「な、なんかフンイキがちょっとケンアク……？　じゃない？」

「ん、まーねー」

　まーねー、で済ませる方も大たい概がいではなかろうか。アイリスは恨みがましい視線をあめしょーに向けた。『話し合い』をけしかけてきたのはこの娘むすめなのだ。が、彼女はどこ吹く風かぜといった様子で、こちらの状じよう況きようを見守っている。

　あめしょーに、ネムの制止は期待できない。何を考えているのかもわからないし。

　では、ネムが連れてきた二人はどうか。テイカー、そしてソーサレスというらしき二人のアバターに目をやる。テイカーは相変わらず、異形じみた獣じゆう面めんを仏ぶつ頂ちよう面づらにしたまま、サメの浮き輪を抱えて棒立ちしていたし、ソーサレスはというと、いつの間にか持ってきたトロピカルポーションをストローで飲みながら、くるくると日傘を回しているだけだった。ありていに言ってどちらにも期待できない。そもそもあの二人はネムの味方のはずだ。

「どうやら、だいぶ事情が込み入っているようですな」

　いっそのこと、このままログアウトしてしまおうか、とアイリスが思い始めたとき、すっかり忘れていた方から援えん軍ぐんがやってきた。

　いぶし銀紅茶騎士ナイトこと、キルシュヴァッサー卿である。

　アイリスはぱっと表情を明るくして、そちらの方へと振り返る。真夏の炎えん天てん下かにおいては、見ているだけで暑苦しくなるフルプレートメイルだが、穏おだやかな微び笑しように宿る安定感は微み塵じんも揺ゆらがない。

「………」

「失礼、いささか見かねるものがありましたので、お話しさせていただこうと思いましてな」

　ネムの訝いぶかしげな視線を受けて、キルシュヴァッサーはそう答える。

「一度、アイリスさんのギルドハウスでお会いしましたわね。あなたは？」

「ツワブキの従者をしておりまして、キルシュヴァッサーと申します」

　がちゃり、と重みのある音を軋きしませて、ガントレットが拳こぶしを握る。さらにここでキルシュヴァッサーは、アイリス達たちには滅めつ多たに見せない意地の悪い笑えみを浮かべて、こうも言ったのである。

「ああ、リアルでもツワブキの家で住み込みの使用人をさせていただいておりますよ」

「………！」

　その言葉を受けて、ネムも心穏やかではいられなくなったのか。今度は目を見開き、改めてキルシュヴァッサーを睨んだ。この反応って、やっぱり、あれなのかしら。アイリスはちょっとだけげんなりする。フェリシアといい、ネムといい、みんな、男を見る目ってものが、なってないんじゃない？

　そもそもキルシュヴァッサーは男なのだし、それほど目の敵かたきにすることでもないと思うのだが。どちらにせよ彼が、あえて事態を引ひっ掻かき回すような言い方をするとは思わなかったので、アイリスは少し驚おどろく。

「えっ、キルシュって、ガチで執しつ事じみたいなことやってるの？」

「やっているのですよ」

　アイリスの驚きを知ってか知らずか、あめしょーとのんきに言葉をかわしていた。

「まぁ、ともあれです」

　仕切り直しの意味も兼かねてかそのように言い、キルシュヴァッサーはアイリス達とネム達の間を遮さえぎるように立つ。

「話し合うにも、一度冷静になる必要があるのではないですかな。どうもお互たがい、気持ちが正しく伝わっていないようにお見受けいたしますが」

「あなたには、関係のない話ですわ」

「そうでもありません。何かあれば、ツワブキに代わって場を収めるよう、本人から申しつけられておりますので」

　なんとか彼を『部外者』扱あつかいしようとしたネムに対し、キルシュヴァッサーは更さらに言葉をかぶせる。この老騎士ナイトを睨むネムの視線に、なおさら強い感情が込められた。ゲーム内戦せん闘とうにおいて壁かべ役やくを務めるキルシュヴァッサーは、だからというわけでもあるまいが、対人問答においてもヘイトコントロールが巧たくみであった。

「しかし、もう昼ですからな。一度、昼食にいたしましょう。頭を冷やす必要もあるのではないですかな、ネム殿」

　やんわりと一時解散を切り出すあたり、きちんと状況を収めるつもりはあるらしい。アイリスはほっと胸をなでおろし、キルシュヴァッサーに感謝した。これが御曹司であったなら、火に油を注ぎかねなかっただろう。やはり頼たよれるのはオトナの男性だ。

　ネムは、ともすればはぐらかしにも見えるキルシュヴァッサーの提案を、素す直なおに呑のみ込みがたいといった様子である。当然だ。ここで逃のがしてしまえば、再度ログインしてくるという保証もない。

　が、

「提案に従おう、リーダー」

　それまでだんまりを決め込んでいた男、すなわち、サメの浮き輪を抱えた異形の獣人テイカーが、ネムにはっきりとそう告げた。

「私も賛成だわ」

　トロピカルポーションを片手にしたソーサレスも、ストローから口を離して頷く。

「そもそも逃げ出そうと思えば、ボタンひとつで簡単にログアウトできる世界よ。きちんと申し出てくれたことには感謝するべきではなくて？」

　どうやら、こちらの二人はネムと比べてだいぶ落ち着いた様子である。穿うがった考え方をすれば、ネムの心中にそこまで切り込んだ関係であるようには見えない。同じギルドのメンバーであるとはいっても、フレンドというよりは、傭よう兵へいといった感じだ。

「……わかりましたわ」

　二人の傭兵は、ネムのブレーキとしてしっかり作用してくれたようだった。

「では、そうですわね。一時間半後に、またこちらでお会いするということで、よろしいかしら？」

「構いませんよ。良いですね、アイリス？」

「えっ、あっ、ああ、うん。任せるわ」

　完全に話の主体をキルシュヴァッサーが持っていったと思った直後なので、いささか面食らいながらも、アイリスは頷く。

　ネムは、いまだに敵意の絶やさぬ目つきをキッとこちらに向け、挨あい拶さつをする。

「それでは、失礼させていただきますわ。ごきげんよう、アイリスさん、キルシュヴァッサーさん」

「あれ、あたしは!?」

　ゴボウツーを抱だきかかえたままのフェリシアが素すっ頓とん狂きように叫さけんだが、当然それに対する返答もなく、ネムとテイカー、そしてソーサレスの三名はログアウトした。浜辺に残されるのは、アイリス、キルシュヴァッサー、フェリシアとゴボウツー、そしてあめしょー。ちらほらこちらの様子を気にしていた野や次じ馬うまたちもいるにはいた。何しろ、ゲーム内では珍めずらしい女性プレイヤーが、水着を着たまま一ヶ所に固まっていたのだ。

「なんか、めんどくさいことになったわね……」

　ネム達が去った後のアイリスの第一声が、それである。

「なりましたな。あめしょー殿どのやマツナガ殿の言動からするに、予定調和であった気もしますが」

　キルシュヴァッサーがちらりと見やると、あめしょーはさして悪びれる様子もなく、こちらにピースサインなどをしてくるのであった。

「あのネムさんも、あんたの友達？」

「んー、まだ友達ではないかにゃ。ネムはきちんと友達を選んだ方がいいと思うタイプだからね。ぼくは立候補しないでおくのだよ」

　ドライであるとも、ネムのことを気き遣づかっているともとれる発言だ。どちらがネコの本ほん性しようなのか、彼かの女じよの友達歴数十分のアイリスにはよくわからない。

「キルシュさん……。え、と、どうするの？」

　フェリシアがおずおずと尋ねる。アイリスも気になっていたことだが、キルシュヴァッサーは小さく肩かたをすくめるだけだった。

「何とも言えませんな。いざともなれば、矢や面おもてに立ちましょう。ま、ひとまず事情を聞きたいものですが。ねぇ、マツナガ殿」

「おっと、こっちに来ましたか」

　彼かれが視線を向けた先には、海の家でカキゴオリポーションを口に運ぶ、意地の悪いエルフの笑顔があった。相変わらずネッチョリとした笑顔である。イチゴ練乳が致ち命めい的てきなほど似合っていない。

「あめしょー殿以外に、マツナガ殿の肝きも煎いりもあるのでは？」

「ないとは言いませんがね。まぁ俺から言えることはあんまないかな。結局は、ネムさん本人とアイリスさんのお話ですよ」

　そんなことを言われても、というのが、アイリスの正直な気持ちだ。ネムに喧嘩を売られているのは、完全に御曹司のとばっちりであって、自分にはどうすればいいのかわからないのだし。だいたい、ネムにしたって疑問があるならキチンと御曹司に聞けばいいのであって、その、なんだ。

　もやもやするじゃないの。

　アイリスの仏頂面を見て、キルシュヴァッサーは苦にが笑わらいを浮うかべた。

「ネム殿の態度を気にされてらっしゃる？」

「うん……。だって、あたしが御曹司に気に入られてるからって、そういうの、どうでもよくない？」

「あたしはよくなーい」

　フェリシアはゴボウツーを抱えたまま言った。その気持ちも、理解できないわけではないのだ、が、

「あたしとしちゃあ、そんだけ立派な才能持ってるのに、何小さいこと気にしてんのって感じなんだけど……」

「そのあたりも含ふくめて、互いに頭を冷やそうということですよ。エドワード殿の時と同じです。アイリスには非がないのですから、堂々としていらっしゃればよろしい。イチロー様もそうおっしゃいますよ」

「じゃあ誰に非があるっていうのよ」

「それは私の口からはなんとも言えませんな。誰に非があろうと、私は主命に従うだけですので」

「それ言っちゃってるようなもんよね」

　決して主人を黒とは口に出さないあたりは、見上げた忠臣と言えるだろうか。

　しかし、キルシュヴァッサーが文字通り盾たてになってくれて、アイリスもなんとなく落ち着いた。

「そろそろ良いお時間です。いったんログアウトして昼食にいたしましょう。月並みな言葉ですが、腹が減っては戦いくさができぬと言いますし」

「それって、戦が起きるってことだよねぇ」

　フェリシアが浮かない顔で言う。

「備えておくのは悪いことではありませんよ。ですが、まぁ、避さけられんでしょうなぁ」

　キルシュヴァッサーは何を知っているのか、少し遠い目を作ってつぶやいた。







４　御曹司、語る







　案の定、厄やつ介かいなことになってしまった。

　ミライヴギア・コクーンから這はい出した桜さくら子こは、ゲーム内でキルシュヴァッサーがしたような遠い目つきを、現実世界でも再現した。二十代半ばのレディには、なかなか醸かもし出せない貫かん禄ろくがある。扇おうぎ桜子、この半生で潜くぐり抜けてきた修しゆ羅ら場ばはひとつやふたつではない。主人ほどではないにせよ、ダイナミックに生きてきたのだ。

「ふっ……！」

　桜子は大きく伸のびをして気合を入れ、遊ゆう戯ぎ室しつを出た。なんにせよ昼食だ。一いち朗ろうがいない分、そんなに手の込んだものを作る必要はないが、さすがに自室で保管してあるカップラーメンでは、戦う前の食事としては物足りない。

「うどんにでもしようかな……」

　一朗がいないのを良いことにカレーでもいいが、さすがに時間がかかるし、洗い物も多い。魂をチャージする時間も必要だし。そう考えると手っ取り早く作れるものがベストだろう。天ぷらくらいは欲しいけど、揚あげ物ものはなぁ。

　そんなことを考えながら、台所に入る。

　ネムの言い分は、理解はできる。彼女はだいぶ、一朗の毒が回ってしまった人間のようだった。が、いささかばかり、盲もう目もく的てきすぎる。良くも悪くもお嬢じよう様さまなのだ。彼女は芙ふ蓉ようめぐみであるという一朗の弁を信じるなら、自分とほぼ同世代のはずではあったが、世間知らずな側面を感じてしまう。溜たまりきった鬱うつ憤ぷんを発散する方法が、よくわかっていない感じだ。一朗がその辺のケアさえしっかりしてくれれば、こんなことにはならなかったはずだが、最初から期待できなかったことと言えばそうだ。

　良い良い。主人の尻しり拭ぬぐいはメイドの仕事だ。一朗は自己完結している生命体なので滅多なことで尻を拭う機会も訪おとずれないが、それを思えばこれも貴重なチャンスである。忠臣としての本ほん懐かいを遂とげるときだ。

「ふっふふふーんふふ、ふふふふっふーん♪」

　大好きなロボットアニメを鼻歌で口ずさみながら、広々としたキッチンの中を行き来する。その折、不意に備え付けの電話が鳴ったので、桜子は調理と鼻歌を中断せざるを得なかった。軽かろやかなステップでキッチンを飛び出し、電話へと向かう。ややはっちゃけた挙動は、主人の目がないからこそだ。

「はい、もしもし」

　受話器を取り、いつもの声の調子を整えて、応対する。

『あ、え、と。さ、桜子さん？』

　意外な声が聞こえてきたので、思わず目を細めた。

「ああ、明あ日す葉はちゃん。お電話かけてくるなんて珍しいですね。桜子ですよ？」

　彼女と言葉を交かわしたことは数えるほどしかないが、頭の中にはしっかり記き憶おくしている。

「どうしました？　お昼、ちゃんと食べないとダメですよ？　あと一時間くらいしかないですし」

『う、うん。やっぱキルシュさんなんだね……』

「はっはっは。ところで、どうしました？」

　受話器を持ったままキッチンに戻もどる。こんなハシタナイ真似も、やはり一朗がいる間はとてもできない。

『う、うん。あの、喧嘩売られちゃってるよね？　あたし達、っていうか、アイリスさん』

「なるほど、アイリスのことがご心配なんですね」

　うどん用の具材を準備しつつ、桜子は微笑ほほえむ。

『そりゃあ、心配だよ……。どうするの？』

「そうですね。言うまでもありませんが、穏おん便びんにコトを収められれば一番です。ネムさんが何が不満で、何が納なつ得とくできていないのか。それをキチンとはっきりさせて……」

『あの人、イチ兄ぃのことが好きなんでしょ？』

　のんびりと答えていた桜子に、明日葉はかぶせてくる。流石さすがにその辺には敏びん感かんだ。

「そこは本人に聞かないとなんとも言えませんが……」

『でもでもでもでも、絶対そうじゃん。間ま違ちがいないじゃん。桜子さんだってオンナでしょ？　わかるでしょ？』

「オンナでなくてもわかりますよ」

　桜子は苦笑いを浮かべた。青春時代においては、三次元まともな恋れん愛あいにおいて相当晩熟であった桜子であるからして、明日葉のマセっぷりはいささか微笑ましい。

『イチ兄ぃは、どうなの？　気づいてないの？　はぐらかしてるの？　それとも耳にセーフティーシャッターおろして都合の悪い発言だけ聞かないようにしてるの？』

「一朗さまがそういった方でないのは明日葉ちゃんもご存ぞん知じでしょう。きちんと残酷なまでに意思表示をなされているはずですよ」

『なんだ』

　電話口の向こうで、明日葉は拍ひよう子し抜ぬけしたような声を漏もらす。

『じゃあ決着ついてるんだ』

「明日葉ちゃん、人生は恋れん愛あい漫まん画がや恋愛ゲームのようにできてません。〝決着〟がつくなんてことはないんですよ。本人にその意思がある限り、永久に延長戦です。コールドゲームはありません」

　桜子は、受話器を肩と頬ほおの間に挟はさみながら、手早くに具材を切り分ける。いつもに比べてやや乱暴に見えて、切り口や大きさがしっかりそろっているあたり、彼女も熟練の料理人だ。

『おお……』

　何やら感動したような声が聞こえた。

『すごい……。深いね。オトナの女性って感じのコトバだね！』

「なので、タチが悪いんですよ」

　桜子は声を曇くもらせる。

「いっそ、『これで終わり』という明確な区切りがあれば良いんですけど。なまじ、初はつ恋こいは長引きますからね」

『桜子さんも長引いたの？』

「ええ、まぁ人並みには」

『えっ、聞きたい聞きたい！　どんな人なの!?』

「ジオン公国の軍人でしてね。サハリン家に仕える凄すご腕うでのＭＳ乗りでした」

『へ？』

「まぁ私のことは良いのです」

　桜子は、茹ゆだった鍋なべにうどんを投入する。

「ネムさんが初恋かどうかは邪じや推すいなので置いておきますけど、一朗さまにどのような態度をとられていても、いまいち諦あきらめきれていないのは事実だと思いますよ」

『ふんふん』

「そうした中で、自分より明らかに劣おとったデザイナーであるアイリスに、一朗さまが興味を示しているのですから、当然、心穏やかではないでしょう。自分の存在意義が否定されたような感じかもしれません」

　すぐに湯からうどんを上げ、用意しておいた氷水につける。

「そういったあれやこれやに対して、たぶんネムさんは自分の中で折り合いをつけられていないと思うんです。なので、冷静に話し合って、その辺落ち着いてもらおうというわけですねー」

『なんか、あの、なんか、口ぶりからするに、ネムさんのこと知ってるの？』

「直接お話ししたことはありませんよ。あちらも私のことを知らないでしょう」

　ネム＝芙蓉めぐみは、あくまでも一朗の知り合いであって、加えて有名人であるからそれなりに情報が入ってくるだけのことだ。彼女のパーソナリティについては、結局伝聞と推論でしか語れない。だから、必要以上に切り込んだ考え方をすると、邪推になる恐おそれがあった。

『そっかー……』

「お聞きにならないですか？」

『リアルにゲンキューするのはマナー違い反はんだって、きりゅヒトの一件で学んだし』

「その通りですよ。偉えらいですね」

『えへへー』

　桜子は最後に水を切って、うどんつゆをぶっかけ、山やま芋いもやら卵やらネギやら生しよう姜がやらを載のっけた。結局、ほぼほぼ物ぐさうどんになってしまった。どんぶりを盆ぼんに載せ、ダイイングへと運ぶ。

『ねー桜子さん、最後に聞いていい？』

「どうぞどうぞ」

『桜子さんは話し合いで落ち着かせるつもりっぽいけど、もしそれで収まらなかったら、どうするの？』

　桜子は眉み間けんにしわを寄せる。もっともな懸け念ねんだ。というよりも、そうなる可能性の方が圧あつ倒とう的てきに高い。

「力ずくしかないですよねぇ」

　複雑な心境が、声に滲にじむ。

「もちろん、それが根本的な解決になるとは思っていませんけど。ただ、ネムさんも傭兵を二人雇やとっているところから考えるに、ある程度はそうした手段に訴うつたえたり、訴えられたりする準備があるんじゃないですかねー……」

　プレイヤー同士の戦闘、すなわちＰｖＰにおいては『消極的推すい奨しよう』という立場をとっているのが、ナロファン運うん営えい陣じんのスタンスである。プレイヤー間のいざこざを武力によって解決することは、とりたてて禁止されていない。

　ネムが連れていた二人のプレイヤー、テイカーとソーサレス。マツナガやあめしょーは彼らのことを知っているようだった。水着という特とく殊しゆ装備のおかげで判別はしづらかったが、おそらくテイカーという獣じゆう人じんは、素す手でによる戦闘に特化した物理前衛職キャラクターであり、ソーサレスの方は魔ま法ほう支し援えんに秀ひいでたキャラクターであることが想像できる。

　あの二人を連れている以上、ネムの側には『実力行使』に訴える準備があるということだ。ただ、ネム自身、自分が何をしたいか、アイリスに何をさせたいかがはっきりしていない状況であれば、力は何を引き金に暴発するかわからない。

『もしそういう状況になったら、あたしも援えん護ごするね！　魔まき球ゆうハイドロブラスターで！』

「心強い話です」

『じゃ、あたしもお昼食べてくる！』

「はい、それではまた後で」

　明日葉の元気な声とともに通話が切れる。

　桜子は、ふぅと小さく息を漏らす。受話器を元の位置に戻し、改めてうどんに向き合おうとしたとき、タイミング良くというべきか悪くというべきか、再び電話が鳴った。

　ここで辟へき易えきとするようでは、良きメイドは務まらない。桜子は再び笑え顔がおで受話器を取る。

「はい、もしもし」

『やぁ、桜子さん。僕ぼくだけど』

「おっと、一朗さま」

　聞きなれた声である。まさに渦か中ちゆうの人物からの電話に、桜子は苦笑いになってしまった。とはいっても、彼女の主人が、出かけ先からわざわざ電話をかけてくるなんて珍しいことだ。どうしたことだろう、と思っていると、

『何かあった？』

「へ？」

　それはこちらのセリフですよ、と言おうとして、桜子は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。何かあったのは事実だったりするのだ。ときおりこの男は、意味不明な勘かんの良さを見せる。とはいえ、さすがにそれだけで電話をしてくるとは思えないのだが。

『そんな気がして電話したんだけど、何もなければ、良いかな』

　それだけで電話をしてきたらしい。

「付き合いが長いだけに意表を突つかれたときのオドロキもひとしおですね……」

『はっはっは』

　心底愉ゆ快かいそうに笑う男である。元から機き嫌げんが悪いことなど滅多にない人生ベリーイージー野や郎ろう・石つわ蕗ぶき一朗であるが、今日はことさらに良いらしい。桜子としては『一朗さまが楽しそうで何よりです』てなものだ。

「何か良いことでもあったんですか？」

『あったというか、あるかもしれないというか、かな』

「ほうほう」

　桜子は思わず身を乗り出す。

「聞かせてもらっても良いですか？」

『うん』

　と、一朗が話し始めるには、どうやらナロファンの開発者である野の々のあざみ社長が学生時代に開発した人工知能と、会話をさせてもらえるらしい。人工知能というと、桜子には勇者ロボについてくるアレであるとか、要するにサブカル的な発想しかできない。現実世界の人工知能は、量子コンピュータが一いつ般ぱんに普ふ及きゆうした現在であっても、実際に〝知能〟を兼ね備そなえているわけではないのだ。

　それでなお、一朗がテンションを上げているというのだから、

「つまり、頭の良いＡＩなんですね？」

『頭の悪い言い方だけど、つまりそう』

　一朗の言い方は底意地が悪い。

「まぁだいたいわかりました。お帰りは遅おくれそうですか？」

『よっぽど楽しく話し込んでも、夕方までには帰るよ』

「そうですか、一朗さま。ところで今日は、」

『うん？』

「あ、いや。なんでもないです」

　桜子はふと思い立ったことを口にしようとして、止まる。

『そう』

　なんでもない、と言えば本当に追つい及きゆうしてこないのが石蕗一朗なので、これほど焦あせらし甲斐がいのない男というのもそうそういない。

『翻ひるがえって桜子さん、何かあった？』

「む、蒸むし返かえしますね……」

『一応、電話の用件だからね。ネムさんのことかな』

　一朗が時折見せる神のごときヒキの良さと勘の良さを目まの当あたりにすると、実は一朗は頭が良いわけでもなんでもなくて、思いついたことを口にすればそれが片かたっ端ぱしから正せい鵠こくを射ているだけなのではないかと思わせられることがある。九歳さいの大学入試では解答をひとつ間違えたと悔くいていた一朗だが、あの時答えをサイコロで決めていれば、実は全問正解していたのではないか。

『桜子さん？』

「ああ、いえ、はいはい」

　しょうもないことを考えていた桜子だが、一朗の声は取り立てて咎とがめるものでもない。

「えぇと、まぁ、そうですね。一朗さまに隠かくし立だてをしても無む駄だだと思いますので」

　結局、桜子はすべて話すことにした。

　海で仲良く遊んでいたときに出現したネムのことである。彼女はテイカーとソーサレスという二人の用心棒を連れていて、どうやら察するにマツナガとあめしょーの手引きによるものであるらしい。ネムはアイリスに対して挑ちよう発はつ的てきな言動を投げかけてはいるものの、イマイチ具体的な目的がはっきりしていない。

　桜子は律りち儀ぎなメイドさんなので、スキルがなければロクに海水浴もできないビーチの仕様や、騎き士し団だんやキリヒツなどの愉快な仲間たちと言葉を交わしたことなども、丁てい寧ねいに、しかし簡潔に説明した。

　一朗はすべてを黙だまって聞いていたが、最後に、

『なるほど』

　と言った。

『ネムさんが何かのアクションを起こしてくるかもしれないとは思っていたけど、ちょっと予想外だったね』

「一朗さまは恋こいする乙おと女めを甘あまく見みすぎなのでは？」

『そうだろうか。そうかもしれない。他人のバイタリティを低く見積もりがちなところはあるね。反省しよう』

　反省したところで、明日葉やネムが報むくわれることはないのだろうな、と溜め息いきを漏らす。

『しかし、ネムさんがそういった行動に出ているとなると、僕が直接出向いた方が良さそうだね。人工知能の件は残念だけど、すぐに戻ろうか』

　それまでとは全く変わらない口調で、一朗が言う。だが、五年の付き合いは、一朗の常に涼すずやかな言葉づかいの中で、かろうじて感情を表す〇・〇〇〇一ミリオクターブの揺れ幅はばを聞き分けるだけの鋭えい敏びんな聴ちよう覚かくを、扇桜子に与あたえていた。

「えぇと、一朗さま」

　ゆえに忠臣は提案をする。

「ご用件があるのなら、そちらを済まされてからにしてください」

『ん』

「ネムさんの方は、私がなんとかしてみますよ。せっかくの先方からの提案ですから、フイにすることはないでしょ？」

　石蕗一朗が責任の所在を感じているかというと、そんなことはないだろう。ただ、美学に一いつ貫かん性せいを求める一朗であるからして、自分の中できっちりと筋を通したがる。ネムが自分自身の感情に整理をつけず、アイリス達たちに迷めい惑わくをかけるような展開になりそうだから、間に立とうとしていると、まぁそんなところだろう。

　だが一方で、野々あざみ社長の提案に魅み力りよくを感じていたのは間違いなく事実であると思われる。先ほど口にした『残念だけど』は、相変わらず感情を感じさせない口調ではあったが、あれはガチで残念がっていた。

　桜子にはわかるのだ。

『あざみ社長とは約束を取り付けておいて、また後日というのでも良いと思うんだけどね』

「でも今日お話ししたかったんでしょ？」

『………』

　一朗が珍しく黙り込む。図星かな、と桜子は思った。ああ見えて子供っぽい男なのだ。

「遅おそくとも夕方には戻られるのでしょう。私で解決できなくとも、場くらいは持たせてみせますよ。あなたのメイドを信しん頼らいしてください」

『これでも、いつも頼りにしてるつもりなんだけど』

　受話器越ごしに、一朗の涼やかな笑顔が浮かんで見えた。

『わかったよ、桜子さん。ではお願いしよう』

「はいはーい」

　内心ガッツポーズを決める。一本取った。扇桜子、メイドとしての生き様は常に戦いである。一朗とのやり取りには、常に勝ち負けが存在するのだ。当の主人の言葉を借りるならば、『他人のバイタリティを甘く見ている』。こういうのはだいたい魔ま王おうの負けフラグと直結するので、早いとこ直してほしいものだ。

　さておき、

　その後、桜子は一朗と短いやり取りをして、電話を切った。彼からの指示はほとんどない。ひとまず、お言葉に甘えて楽しんでくると言い、一朗が戻ってくるまでの間のフォローを任された。アイリスとフェリシアに迷惑がかからないようにして欲ほしい、ということだ。扇桜子のお昼に起きた出来事といえば、そのくらいだ。かくして彼女は、気合たっぷり、魂たましいたっぷりで再び午後のログインに臨のぞむこととなる。

　ところで、この一連の長電話のさなか、彼女の身に起きた不幸を挙げるとすれば、うどんがすっかり伸びてしまっていたことである。もちろん、ネギの一つまみも残さずに、綺き麗れいさっぱりと平らげた。










「誰だれとですか？」

「頼れる使用人」

　あざみからの問いに、ひとまずそう答える。なんとなく面めん倒どうごとが起きている気がして電話してみたのだが、正解だったということだろうか。一朗自身、直感に頼ることは（よく当たる分面おも白しろみに欠けるため）好きではないのだが。

　桜子はえらくやる気になっているようだ。ひとまずは彼女に任せるとしよう。

　一朗は携けい帯たいを切り、あざみと共にシスル本社への道を戻った。

「それで、あざみさん」

　青空を見上げながら、話を切り出す。

「そのローズマリーというのは、どういったアルゴリズムで組まれたものなの？」

「包ほう摂せつアーキテクチャを下地に、知識集積のデータベースを構築していく形になります」

「でも完全なボトムアップではないんでしょ」

「構築されたデータベースから、複数の仮説を出力するのは当然トップダウン構造になりますから、そうですね。どちらかというと、そちらの方が重要です」

「ふぅん」

　あざみ社長の口ぶりからするに、ローズマリーをはじめとした人工知能〝十じつ賢けん者じや〟は、相当な自信作であるらしい。ゲーム内のシステム管理を一部任せているくらいなのだから、当然か。プレイヤー全員の脳波を量子情報として観測し、ボトムアップ式で蓄ちく積せきしていくのであれば、確かに大層な技術である。加えて、それに応じてシステムに微び細さいな変へん更こうを要よう請せいできるという。これではまるで、神話の、

「………」

　いや、ナンセンスだな。

　一朗は無神論者ではないが、たとえ相手が神でも恭きよう順じゆんの意を示さない頑がん固こ者ものである。その人工知能たちがゲーム内においていかなる存在であれ、その意義を問うのはナンセンスなのだ。

　なんにせよ、そうした高度な人工知能と直接会話をする機会なんてものは滅めつ多たにない。完全に未知の領域だ。素直に未知との接せつ触しよくを楽しむとしよう。

一朗とあざみがシスル・コーポレーションの本社前まで戻ってくると、ちょうどビルから、スーツ姿の男が部下らしき女性を引き連れて出てくるのが見える。ぴたり、とあざみが身を強こわ張ばらせた。

　音おと桐ぎり慎しん也やだ。出で掛がけに本社内で出会ったばかりの、ポニー・エンタテイメント社のＣＥＯである。何の用で来社していたのかは知らないが、結構、長居をしていたらしい。

　音桐はだいぶ機嫌が良さそうで、横に立つ女性と楽しげに話などしている。あざみがあの男と顔を合わせたくないのなら、それはそれで構わないのだが。今にも一朗の背中に隠れたそうなそぶりを見せ、一いち企き業ぎようの社長には似つかわしくない態度だ。

「やぁ、野々くんじゃないかァ！　また会ったなァ！」

　だが、それなりに敏さとい感覚を持っているようで、音桐は何やら満面の笑えみを浮かべながら両手を振ふって挨拶してきた。こちらも、一企業の社長に似つかわしくないと言えば、そうだ。

　どうもあの男は、父から聞いていたよりも子供っぽい。

「ジュニアも一いつ緒しよか。カレーはどうだったかね。美味うまかったろう。神保町はカレーの街だからね。ボクはラーメンの方が好きなんだけどね。最近は背脂ギットリ系の、いかにも健康に悪そうなジャンクラーメンが増えてきて喜ばしい限りだ。まるでラードを食っているようじゃないかね。いやァ、ボクはもうちょっと刺し激げき的てきな方が好みだけど、最近はカウンターテーブルに食べラーや激げき辛から味み噌そを置いてくれる店も多いしねぇ」

　手を左右に広げながら、横断歩道が赤だというのににこやかに渡ってくる。自動車がクラクションを鳴らし急停車するのがわかった。

「あまり脂っこいものは好きではないんだけど、あなたがそうまで言うのなら、今度試ためしてみるよ」

「いかんなァ。その歳としで少食かね。もっと身体からだに悪そうなものを食べたまえよ」

　一朗たちが出かける際よりも、明らかにテンションの上がった音桐は、『さて』と言いながら、一朗の後ろにこそこそ移動するあざみ社長に声をかけた。

「そう怖がらなくても良いじゃないかァ。心外だよ。ボクは別にシスルを取って食おうってわけじゃないんだからさ」

「先ほどもお話ししましたが、音桐さんの提案と弊へい社しやの理念は……」

「うんうん。良いよ良いよ。現段階ではね。ただねぇ、やっぱり君は経営が下手だからなァ。君の会社が潰れてしまって、ナロファンというサービスが終了してしまうことを、ボクは危惧しているんだなァ」

　よく口のまわる男である。一朗は自分のことを棚に上げて感心した。

「音桐さんも、やっぱりナロファンをやるんだね」

「ボク？　あぁ、まぁねぇ。さっきもシスルの待合室にあるコクーンを借りてねぇ、ちょっとやらせてもらったよ。楽しかったなァ」

　そういうのは職権濫らん用ように相当するのではないか。ツッコミを入れる人間はこの場には皆かい無むだ。音桐が連れている秘書らしき女性すらも、じっと黙り込んで存在感を希薄にしている。

　夏の日差しがガンガン照り付ける歩道を、手押し車を押したお婆ばあちゃんがのんびりと通り過ぎる。古書店の立ち並ぶ神保町の街並みに、雁がん首くびを突き合わせているこの三人は、その総資産も天文学的数字にのぼる三人なわけだが、そんな雰ふん囲い気きは微み塵じんも感じさせない。彼らを見て抱いだく印象といえば、いけ好かないイケメンと、真ま面じ目めそうな女子大生と、面白いオッサンくらいなものだろう。

「野々くんもツレないし、ボクはこの辺で帰るとしよう。なに、秋葉原で新規オープンするゲームセンターの視察もしなきゃいけないしなァ」

「あぁ、来る途と中ちゆうに見たよ。ずいぶん大きかったけど、あれポニー社の直営店なの？」

　シスルの社員も話していた、コクーンを大量導入したゲームセンターのことだ。ナローファンタジー・オンラインの公こう認にん店てんとする話がまとまっているらしいが、あれほどまでにオンライン接続されたＶＲゲームを扱うアミューズメント施し設せつは、国内でも類るいを見ない。

「その辺だが、実は話がまとまってなくてねぇ。見切り発車で工事を進めちゃったのも問題なんだが、やっぱ、ゲーセン不況の今、あの規模のモノを作るのはリスクが大きいわけさ。だいたいＶＲオンゲインゲームに特化したアミューズメント施設なんてのが、現時点では未知数な市場なわけでね。ボクのところを含め色んな企き業ぎようが絡んではいるけど、みんなリスクを負わずに成功したら美味い汁しるを吸いたいって思ってるんだよねぇ」

「よくある話だね」

「よくある話さ。ま、我々は出資はするけど、最終的な権利は子会社のひとつにわたってるかなァ。経営が爆死したら尻尾しつぽ切っておしまいさ。彼かれらには悪いけどね」

　平然と語る音桐を見て、別段冷酷だとは思わない。企業のトップに立つ以上、リスクヘッジは当然の義務だ。こんな往来で人目を憚はばからず口にする神経は、人によっては迂う闊かつに見えるかもしれないが、人目を憚らないのは一朗も同じなので、やはり気にならない。

「おっと、長話をしてしまったなァ。まァなんだ。完成したら君も遊びにきたまえよ。君がカネを落として経営が軌道に乗れば、可哀かわい想そうなスケープゴートを出さずに済むしねぇ」

「人ごみは嫌きらいなんだ」

「ハハハ、言うと思ったよ。では、行こうか秘ひ書しよ山やまくん」

　音桐はそう言って笑うと、終始無言だった女性を連れて歩いていった。神保町と秋葉原はそう遠くない距離にあるとはいえ、この炎えん天てん下かに車も使わないというのは見上げた根性だ。

「健康には気を使ってるそうです」

　ぼそっ、と後ろであざみが言った。

「へぇ。良いことだね」

　一朗の感想とはそんなものだ。

「さっきも思ったけど、ずいぶん、音桐さんから強ごう引いんなアプローチをされてるみたいだ」

「えぇ、まぁ……」

　はきはきと喋しやべる才女にしては珍めずらしく言葉を濁す。

「ポニー社としてはなんとしても併合したいみたいなんです。ただ、ご存知の通りシスルの経営があまり芳かんばしくないのは事実ですから……」

　キルシュヴァッサーやキング、エドワード、マツナガといったゲームに対する造ぞう詣けいの深い面々は、よくナロファンのゲームバランスを批判している。技術者が技術の再現にこだわるあまり、割とどうでもいい部分に力を入れて肝かん心じんの娯ご楽らく部分がおろそかになるというのは、よくある話だ。ナローファンタジー・オンラインというゲームのことを考えるなら、確かに、ノウハウの蓄積されたポニー社に併合された方が良いのかもしれない。

「でもあざみさんは納得できないんでしょ」

「やっぱり、ナロファンは私たちが作り上げた〝作品〟ですから」

「なるほど。まぁ、良いんじゃない」

　一朗自身はあまり運営に切り込むつもりがない以上、そのあたりは好き勝手にやっていただくしかない。あくまでも一ユーザーとして楽しむつもりだ。そこを考えると、今回のあざみ社長のお願いを引き受けたのも、ギリギリのラインと言える。

「ただ気を付けた方が良いよ。音桐さんは油断のならない人らしいから。僕は、直接やりあったことはないけどね。僕の名前をバックにつけるのは構わないけど、僕自身はシスルに直接投資するつもりもないし、経営についてアドバイスをするつもりもない」

「は、はい……」

　若き女社長は悲壮な決意を固めた顔でうなずいた。言葉には出さないが、あの男に今まで相当やり込められてきたのだろうな、と思う。

「一朗さんは、芙蓉さんから伺うかがっていた通りの方ですね」

　本社ビルに入る直前になって、あざみはそんなことを言った。

「そう？　めぐみさんは僕のこと、なんて言っていたんだろう」

「なかなか、思い通りにならない方だと」

「それは、そうだね」

　一朗は小さく肩かたをすくめる。

「気を取りなおして、一朗さん、ローズマリーのところへご案内しますね」

「ん、」

「先ほどもお話ししましたけど、人工知能〝十賢者〟は集合知集積システムと直結させたものなんです。その中で、ローズマリーだけが一朗さんに興味を示しているんです。集積した平均値と比較して、行動パターンが理解できないらしくて」

「人間一人の行動なんて、理解できなくて良いとは思うんだけど。僕に興味を持つなんてなかなか見所がある人工知能じゃないか」

　誰かに『興味』を持たれたことなど枚挙に暇いとまがない一朗である。数え切れない美女に声をかけられたし、戯れに興じたこともないではないが、いずれもナンセンスなものだと考えていた。しかし、それが人工知能であったというのは初めての経験である。

　自分の行動が規格外だったと言われたところで、別に気にも留めない。その規格は他人が決めたものであり、他人の評価などナンセンスだと考える以上、一朗が規格から飛び出るのは当然のことである。自分はそう思っているし、自分をよく知る周囲もそう思っていると考えていた。

　シスルの本社ビルであるが、一階が受付とサーバー室、二階がオフィス、三階は応接室と休きゆう憩けい室しつとなっており、あざみの話した人工知能〝十賢者〟は、すべて四階に保管されている。ひとつひとつのプログラムを動かすのに、いずれもスーパーコンピュータ並のハードウェアを必要とするらしい。あざみに連れられて室内に入ると、無機質な機械が十基、所ところ狭せましと並べられていた。

　そのうちの一基がローズマリーだ。一朗が自宅の屋上で育てているハーブの名前と同じである。原産は地中海であったか、薄うす紫むらさきや白、桃もも色いろの小さな花が慎つつましやかな低木である。ときおり葉を採取しては乾燥させ、桜子が料理に使用していた。

「で、僕はこれに話しかければ良いの？」

「はい。音声言語としては英語と日本語を理解できますので。こちらのヘッドセットを使っていただいて」

　秋葉原で投げ売りされていそうな安っぽいものだったが、そんなことを気にする一朗でもない。ゲーム内でＮＰＣとナンセンスな会話を交わしたことは数あれど、こうして人工知能と直接対話を行う経験には乏しい。これがどれだけ有機的な会話センスを持つのか、少し楽しみでもあった。

「やぁ、ローズマリー」

　とりあえず簡単な挨あい拶さつから始める。数瞬の沈ちん黙もくのあと、ヘッドセットから女性の合成音声が聞こえた。

『おはようございます。あなたのお名前を聞かせてください』

「いきなり本題で好感が持てるね。僕は石蕗一朗だ。君が僕のことを知りたいと言うから、あざみ社長に連れてきてもらった」

『イチロー。あなたは、ナローファンタジー・オンラインにおけるドラゴネットのアバターでしょうか』

「うん。僕はそのプレイヤーだ。君にゲームを通じて話しかけているわけじゃない」

『理解しました。あなたに関する情報が不足していたところです。問題解決のために情報の提示を求めます』

　当然と言えば当然だが、機械的であまり面白みのない問答だな、と思ってしまう。

　だが、あざみ社長の話やローズマリー自身の発言から察するに、この人工知能は自ら解決されていない、理論化されていない〝問題〟を発見し、〝解決〟しようというアルゴリズムを持つ。単純で原始的ではあるが〝知識欲〟と言って差し支えないものだ。その興味が人間の行動原理に向いているならば、あるいは、

　少し、わくわくした気持ちを抑えられなくなる。やはり、桜子の提案に乗っておいてよかった。なかなか、得え難がたい経験ではないか。

「では、一朗さん。私は一度、オフィスに戻っていますので、何かありましたら」

「ん、ありがとう。僕が〝彼かの女じよ〟に変なことを吹き込まないか、見張ってなくていいの？」

「そこは、一朗さんを信じてますから」

　にこり、とあざみは薄うすい笑みを浮うかべて言った。

「それに、ローズマリーの開発者として、その子が自ら求める知識の集積を抑えたくはありませんし」

　薄い眼鏡めがねの向こうには、まだ二十にも満たない女性とは思えないほどの、情念の炎ほのおが静かに燃えていた。こういったところを見ると、やはり彼女は経営者というよりも技術者・研究者であると感じる。

　あざみが部屋から出ていくのを見送ってから、一朗はローズマリーのサーバーに向き直った。

「良いよ。君が知りたいことを教えよう。どこからが良い？」

『ゲーム内におけるあなたの振る舞まいが理解できません。人間の行動原理として、『見栄え』を重視する傾けい向こうがあることは認にん識しきしています。ですが、ゲーム上大前提としてクエストのクリアが目的にあるのであり、性能を軽視する理由が理解できません』

「ナンセンス。そんなことしなくても、僕が一番強くて凄すごいからだよ」

　一朗はさも当然であるかのように言った。

「それに、性能より見栄えを求めるプレイヤーは僕だけじゃない。そう多くはなかったかもしれないけどね」

『それは理解します。ですが、正しくはありません』

「ナンセンス。正解は僕が決める」
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　だが、得られる回答は当然の如ごとくそれであった。

「やりたいこと、したいこと、信じられることの思うままに行動することが重要なんだ。もちろん、全すべての人間がそうではないかもしれないけどね。社会規範は必要だし、多くの人間は感情に左右されるから、ある程度の〝理ことわり〟は必要なんだろう。でも僕には必要ないかな。僕は、やりたいようにやるよ」

『あなたの言動が、ゲーム内で多くの問題を発生させていることを認識しています』

「自分が生きたいように生きれば、どこかでカドが立ってしまうものだよ。それを恐れてカドの立たない生き方をする人もいるし、その生き方を否定するつもりはないんだけど、僕自身は、嫌いやかな」

　あくまで量子プログラムでしかないローズマリーに、一朗自身の『信条』を理解させることは、果たして可能であるのだろうか。〝彼女〟がどれだけ有機的な思考を行える存在かという、彼なりの実験でもある。

　一朗も、相手をプログラムだと侮あなどるつもりはない。対等に語り合うべき存在だと認識しているからこその傲ごう慢まんだ。これは誰に対しても同様である。

「どうだろう。ローズマリー」

　黙り込んだ人工知能に言葉をかけるが、そこから反応を得られるまでは少し時間がかかった。

『得られた情報をもとに再検証を行います。しばらくお待ちください』

「ん、わかった」

　一朗は、視覚を持たないローズマリーの前で小さく笑みを浮かべると、部屋の中に置かれた安っぽいパイプ椅い子すに、深く腰こしを下ろした。

　そういえば、ローズマリーをはじめとした十賢者は、ゲーム内の状じよう況きようを四六時中モニタリングしているらしい。今この時も、彼らはリアルタイムで情報を取得している。

　キルシュヴァッサーは、上う手まくやっているだろうか。

　そう考え、しかしすぐにかぶりを振って打ち消した。

　桜子が任せてくれと言ったのだ。疑うのはマナー違反である。一朗は、すぐに意識を目の前のローズマリーに戻もどし、彼女が結論を出すまでの長い長い演算処理の時間を、静かに待つことにした。










　キルシュヴァッサーが再度ログインしたころには、既にアイリスとフェリシアが浜はま辺べで待っていた。不安そうな顔をした二人の周囲には、マツナガやあめしょー、そして何な故ぜかザ・キリヒツなどの面々が雁がん首くびをそろえている。

　昼時をやや過ぎて、ビーチサイドには再びプレイヤーの数が増えつつある。珍しい水着姿の女性アバターは好奇の視線にさらされて、実際アイリスとフェリシアは居い心ごこ地ちが悪そうにしていたものの、そこはあめしょーが積極的に矢や面おもてに立っていた。子供っぽいボディラインだが水着映えは抜群で、男どもに媚こび媚びのポーズと器用に動く尻尾が、一部の男性プレイヤーにはたまらない様子だった。流石、ゲーム一の姫プレイヤーである。

「おかえりー、キルシュさん」

「はい、ただいま戻りました」

　どちらからともなくかけられた声に、キルシュヴァッサーは答える。

「ネム殿どのたちは、まだ？」

「えぇ、まだ来てないわ。でもね……、」

　腕うでを組んだアイリスはしかめっ面のまま、ちらりと周囲に目を配る。

　周囲の人ひと垣がきは、どうやら完全に野や次じ馬うまのようだった。いったいどこで騒ぎを聞きつけたのかは知らないが、〝あの〟アイリスブランドが、また何かやらかすらしいと、期待に胸を膨ふくらませたプレイヤーがわんさかと押し寄せているらしい。

　キルシュヴァッサーはマツナガを見た。

「俺おれじゃありませんよ」

　粘つくような笑顔と共に、エルフの男が答える。相変わらず、イチゴ練乳のカキゴオリポーションをシャクシャクと口元に運んでいる。

「もちろん、俺としても、こんだけ注目を集めるんだったら記事にしようとは思いますけどね。ネムさんにあめしょーさんを紹しよう介かいしたのは、個人的な思いからだったし。だいたい、自分で野次馬を集めるんだったらあんた達たちの前に姿を見せたりはしませんよ」

「あ、ぼくでもないヨー」

　キャプチャー撮さつ影えいにノリノリで応じていたあめしょーも、こちらを振り向きながら言う。

「トモダチを売るようなマネは信条に反するのだよ。利害が一いつ致ちすれば別だけどネー」

　マツナガはともかく、あめしょーはこういった時に嘘うそをつくタイプではないように思うから、まぁ、言う通りなのだろう。

「それだけあんた達が注目を集めてるってことさ」

　浮き輪わを抱かかえたザ・キリヒツのリーダー、キリヒト（リーダー）が意味深な笑みを浮かべながら言った。

「グラスゴバラの一件、デルヴェ亡ぼう魔ま領りようの一件、ツワブキさんは今はいないみたいだが、今回のいざこざもあの人がキッカケだってもっぱらの噂うわさだ。あの人の態度が腹に据えかねてる人も多いからさ。ツワブキさんが不在のアイリスブランドがどう出るかって、楽しみでしょうがないんだろ」

「あんまり良い趣しゆ味みじゃないわね」

　アイリスがばっさりと言う。ゴボウツーを腕に抱えたフェリシアも同様だ。

「ま、お二人にはご安心いただきたいですな」

　キルシュヴァッサーは声の調子を整えながら、そう言った。

「お二人には危害が及ばぬよう、私が全力でお守りいたしますので」

　がちゃり、と白銀の鎧よろいが鳴る。この壮年男性のアバターも、一年通して扱あつかいにはだいぶ慣れた。アイリスとフェリシアには、今の自分は静かな自信をたぎらせた、頼たよりがいのある老紳士に見えていることだろう。扇桜子、演技派である。十歳の頃ころから二人の兄にメイド服を着せられて育ったコスプレ魂は、伊達だてではないのだ。

「うん。頼りにしてるわ」

「いざとなったら、あたしも加勢するからね」

　アイリスは頷うなずく。フェリシアもゴボウツーを抱きしめる。なんとか、魔ま球きゆうハイドロブラスターを撃たせずに済ませたいものだ。

「しかし、どうするってんです。キルシュヴァッサー卿きよう」

　細長いスプーンを突き付けながら、マツナガが言う。

「だいたいおわかりでしょうが、ネムさんの一件は心の問題ですからねぇ。あなたが壁かべになって済む話じゃあないでしょう？」

「そこはもう、私が誠心誠意お話ししてわかっていただくしかありませんな」

　キルシュヴァッサーは肩をすくめる。互いの【精神】値を競わせれば良いという問題でないのが、ややこしい。何のかんの言って、人間同士が触ふれ合あう以上、ゲームの中も社会の延長線なのだ。現実の事情を持ちこまないでほしいというのが、ゲーマーとしての本音ではあるのだが、そこはそれ、主人の傍若無人なキャラが諸悪の根源であるというのならば、忠臣として全力で尻しり拭ぬぐいをする所存だ。

「お待たせいたしましたわ」

　と、

　決意を新たにしたキルシュヴァッサーの耳に、ネムの声が響く。見れば、相変わらずビシッとしたスーツでキメたエルフの女性が、二人の従者を引き連れて立っていた。テイカーとソーサレス。相変わらず水着だ。

「お待ちしておりました」

　あくまでも、代表者は自分であるという態度で前に出て、慇いん懃ぎんに頭を下げる。ネムは小さく顔をしかめた。

「キルシュワッサーさん……でしたわね」

「ヴァです。ヴァ」

「ば、ばっさー」

「ヴァ」

「なんでも良いですわ！　キルシュヴァッサーさん！」

「はい」

　顔を真っ赤にしたネムに対し、あくまでも落ち着いた姿勢を貫く。

「わたくしがお話があるのは、アイリスさんですの。退ひいてくださるかしら？」

　背後で、アイリスが息が呑のむのがわかった。

「アイリスは我がギルドのデザイナーですので、私が取り次ぎいたします」

「そこにいらっしゃるでしょ！」

「えぇ、まぁ……」

　やはり、はぐらかすのは上手くいかないな。キルシュヴァッサーは諦あきらめて、真面目な話を切り出す。

「冷静に話し合っていただければ良い、と思うのですが、どうもネム殿は少し感情的になってらっしゃるようでしたので……」

「わたくしは……！」

　言葉を切り出そうとしたネムの後ろで、平へい坦たんにつぶやく声があった。

「良いわ、リーダー。代わるわ」

　ソーサレスである。深い海のような、吸い込まれそうな色合いの双そう眸ぼうがミステリアスな、幼いと言って差し支えない外見の女性アバターである。やはり水着だ。野次馬たちが少し沸わいた。ソーサレスは、隣となりに立つ長身の獣じゆう人じんにパラソルを差し出しつつ、彼に告げた。

「テイカー、日ひ傘がさ、差しておいてくれない？」

「やだよ」

「そう。つれないのね」

　にべもなく断られたソーサレスは、別段傷ついた様子も見せず、くるくるとパラソルを回しながらネムの前に出る。外見に似つかわしくない、厭えん世せい的てきな笑みを浮かべると、その深い青の瞳ひとみはアイリスへと向けられた。つられてキルシュヴァッサーも振り返ると、アイリスがごくんと唾を飲むしぐさをしている。

「簡単に、話をするわね。状況はだいたいわかっていると思うのだけど、ネムはアイリスのことが気に入っていないわ。納なつ得とくできていない、と言った方が良いわね」

　ネムとは一転、ソーサレスの落ち着いた言葉づかいに、周囲はすっかり静まり返っている。押し寄せる波の音だけがバックグラウンドに響いた。

「詳くわしく話してしまうのは繊せん細さいな乙おと女め心ごころを傷つけるかもしれないけど、あえて続けるわね。ネムは現実世界でファッションデザインの仕事をしているわ。アイリスがゲーム内でやっていることと同じね。見ての通り、彼女はセンスが良いから、業界では一定の評価をもらっているの。ネムがこの業界に進む決心をしたのは一人の男性のおかげよ」

　周囲がにわかにざわめき立つ。まさか、こんなところで徐々に昼ドラ的な展開が顔を見せてくるとは思わなかったのだろう。

「その彼は型にはまらない奔放な人間だったけど、世間一いつ般ぱんに照らし合わせてもセンスは悪くない男だったわ。そんなある日、彼はとびぬけてセンスの悪いブローチをつけてきたの。アイリス、あなたが作ったものよ」

　言うにことかいて『とびぬけてセンスが悪い』であるから、アイリスが怒ど髪はつ天になっても文句は言えないはずであったが、彼女はごくりと唾を飲むにとどめた。

　この話はすべて現実世界のことだ。が、さすがにそうとわかる野次馬はほとんどいないだろう。アイリスだって、まさか一朗があのブローチを現実世界でまでつけているとは思うまい。

「ネムとしては納得できなかったのよね。もともと、理解しづらい男性ではあったそうだけど。実力的には自分の方が勝っているはずなのに、そんな自分の作ったものには見向きもせず、どこの馬の骨ともわからない素人しろうとが作ったブローチを、意中の男性が愛いとおしげにつけていたのよ」

「い、愛おしげに……？」

　アイリスは、げっそりとした顔でオウム返しした。冗じよう談だんはやめてよ、と言わんばかりの顔である。キルシュヴァッサーは大きく咳せき払ばらいをし、仕切りなおした。

「勝手なご言い分だとは思いませんかな」

「思うわ。勝手よね。でも、勝手な言い分というなら、あなた達のギルドリーダーだって相当なものよ。結局、しわ寄せが来てるんだわ。そうは思わない？」

　くすり、と笑うソーサレスに、キルシュヴァッサーは言い返すことができなかった。身勝手という話をするならば、ツワブキ・イチローほどその言葉が当てはまるプレイヤーはいないのだ。今まで、散々周囲に理り不ふ尽じんを強いてきたのは、ほかならぬあの男である。

　そこを『ナンセンス』と笑い飛ばすだけの面の皮の厚さは、まだキルシュヴァッサーには備わっていなかった。

「もちろん、責任はその男にあるわね。でも、ネムにだって自分が納得するためのアクションを起こす権利くらいは、あるでしょう？」

「う、うぐぐ……」

　キルシュヴァッサーは黙だまり込んでしまう。確かに、そんな気が、しないでもない。

「で、では、ネム殿はそのために何をしたいんですかな……。どうすれば、納得できると……？」

　かろうじて、そのように言葉を返すのが精一杯といったところだ。

　野次馬たちの視線が、いっせいにネムの方へと向けられた。彼女はしばらく黙り込んだのち、やはりアイリスへと視線を向けると、このように言ったのだ。

「まず、アイリスさんのデザインの実力を見せていただきたいですわ」

「そうすれば、納得できると？」

「ええ。一朗さんが、アイリスさんのデザインの何が良いと思ったのか。それを知りたいんですの」

　キルシュヴァッサーは、ちらりとアイリスに振り返る。彼女は全力で首を横に振っていた。まぁ、そうだろう。これは勝ち負けではないといっても、それでも最初から結論が出ているようなものだ。ネムはアイリスのデザインを『大したことない』と評し、実際その通りであったわけで。それが全てである。

　これは、ダメだな。と、キルシュヴァッサーは思った。

　先日のエドワードの一件とまるきり同じなのだ。アイリスが実力を見せたところで、到とう底ていネムは納得すまい。一朗があの蝶ちようのブローチを気に入っている理由など、本人にしかわからないことなのだ。

「実力を知りたいと言っているだけですのよ。どうして認めてくださらないの？」

　やがて、ネムはごねはじめる。気持ちはわからないでもないが、やったところで、互いのためになるとは思えない。

「だって……、あたし、ネムさんに敵かなう気、全然しないし……」

　アイリスも小さく本音を漏もらす。

「まぁ、その、なんですかな。ツワブキはああいった人間ですから、必ずしもそのデザインを精査したところで、結論が導き出せるとは思いませんし……」

　キルシュヴァッサーは、クールダウンさせるつもりでそのような言葉を吐はいたのだが、これがかえって良くなかったらしい。

「ツワブキ、ツワブキ……って、」

　ネムは震ふるえる声でつぶやく。

「あなた、何なんですの!?　一朗さんの何を知ってらっしゃいますの!?」

「いえ、私は先ほども申し上げました通り、単なるツワブキの使用人でして……」

「でしたら、知ったような口を利かないでいただけるかしら！」

　いらっ。

　扇桜子、温おん厚こうな人柄で知られる。学校の通信簿にはいつも『滅多に怒ったり癇かん癪しやくを起こしたりしない、おとなしい子です』と書かれ続けてきた。特技は家事と格ゲーと穏おだやかな笑え顔がおである。

　だがこの瞬しゆん間かんばかりは、苛いら立だちを隠かくしきるのは難しかった。何故、と言われても困る。ただキルシュヴァッサーは、ゴネ続けるネムに対してこのように言ったのだ。

「少なくともあなたよりは、よほど存じ上げているつもりですが」

　すぱぁん、という、弾はじけるような音が響いた。










　晴天の下に響いた平手打ちの音に、アイリスは思わず身をすくめてしまう。キルシュヴァッサーの頭上に飛び出したダメージエフェクト数値は〝〇〟であり、彼に対してまったくダメージが通過していないことを示すが、響いた音は痛そうだった。
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　キルシュヴァッサーの頬ほおをはり倒たおしたのは、ネムだ。彼の言葉が腹に据えかねての一打であろう。確かに、彼が発した最後の一言だけは、やけにネムに対して挑ちよう発はつ的てきだった。

「あんなこと、よく言えるわね……」

「う、うん……」

　フェリシアもすっかり硬直してしまっている。

　キルシュヴァッサーがどういうつもりであの言葉を口にしたのかは定かではない。が、確かにネムが、御おん曹ぞう司しという人間のことをよく理解していないような気は、アイリスもしていた。恋こいは盲目というやつなのだろうか。まったくもって、よく理解できない。

　ネムの怒いかりはまだ冷めていないようだったが、平手打ちした手はすぐに引っ込めた。高ぶってしまった感情は行き場をなくしているようで、何やら非常に危険な気配がした。このままでは、冷静な話し合いなど、望むべくもないのではないか。

「もう良いだろう、リーダー」

　それまで黙り込んでいたテイカーが、サメの浮き輪を放り棄すててそう言った。

「このままでは話はずっと平行線だ。ケリもつかん」

　ネムはその言葉にハッとしたように顔をあげ、振り返る。

「で、でも……テイカーさん……」

「なぁ、あんた」

　テイカーは取り合わず、キルシュヴァッサーに赤い双眸を向けた。

「これ以上話をしてなんとかなると思うか」

「思いませんな」

　キルシュヴァッサーは平坦な声で応じた。アイリス達の位置からは完全に背中を向けているので、その表情が読めない。

　怪かい物ぶつじみた威い容ようのテイカーは、肩をすくめて頷く。

「だろう。だがな、俺たちも傭よう兵へいみたいなもんだから、このままオシマイというわけにもいかねぇんだ」

「ふむ」

「二対二の決闘でさっさとケリをつけよう。こっちが勝ったら言うことを聞いてもらう」

　アイリスの隣でフェリシアがぽつりと『やっぱそうなるんだ』と漏らした。

「やっぱこうなりましたね」

　同様のことを、マツナガも言う。カキゴオリポーションはもう食べ終えた様子で、アイリスの横に並んだ。フェリシアは避けるようにして、アイリスの陰に隠れる。

「やっぱり、って、どういうこと？」

「見たまんまの意味ですよ」

　マツナガはニヤケ面で言った。

「最終的には、こうする予定だったんですよ。わざわざ戦せん闘とう職しよくのプレイヤーを二人も連れてきたんですしね。話し合いで済めば良かったんですが、そんな流れでもなかったですし。しょせんはゲームの中の口約束ですから、確実性はないですけどね。ただ、決闘という体ていを取れば、野次馬の同意だって得られますから。同調圧力もかけられますよ」

　最後の手段は実力行使ということだ。それは、現実世界でもゲームの世界でも変わらないらしい。

　もちろん、キルシュヴァッサーが申し出を拒きよ否ひすればそれまでではある。彼に応じる理由は存在しない。誰だれも、決闘を強制することはできないのだ。ただ、ここで決着を引き延ばしにしたところで、何の解決にもならないのも、確かに事実だ。ゲーム内でのいざこざは、極力プレイヤー間で決着をつけることを、運営側も推すい奨しようしている。

　キルシュヴァッサーは、こちらに振ふり返った。

　アイリスは返答に迷う。ここで、アイリスがネムの申し出に応じてしまえば、キルシュヴァッサーに余計な戦闘をさせずに済むのだ。

「わかりました。受けましょう」

　彼女の逡しゆん巡じゆんを知ってか知らずか、老騎士ナイトはそう答える。

「そうかい」

　テイカーはあっさりと言った。

「そっちが勝った場合の条件はどうする？　二度と付きまとわないとか、そんなんか？」

「アイリスが迷っているようですので、どうでしょうな。まぁ、私が決闘に応じるのは時間稼ぎの意味もあります」

　今から決闘が始まるらしい、という空気に触れて、野次馬たちがにわかに活気づく。ＶＲゲームならではの臨場感あふれるＰｖＰ戦闘は、見世物としても非常に人気がある。一部のプレイヤーは、メニュー画面から動画撮影のアプリケーションを開き、動画サイトで生放送の準備などを始めている始末だった。

　テイカーとソーサレスが前に出る。二対二の決闘というのだから、当然、戦うのはこの二人だろう。彼らはメニューウィンドウを開いて、登録装備を呼び出した。水着姿から戦闘装束へと切り替わる。テイカーがボロ布のようなローブ、ソーサレスがゴシックロリータ調のドレスと、どちらも個性的な装備だった。

「ぃよっし……！」

　アイリスの隣でフェリシアがそう言った。ゴボウツーはいつの間にか《シェイプシフト》でソフトボール程度の大きさに変化している。フェリシアは大股で一歩、踏み出した。

「いよいよ、あたしの魔球ハイドロブラスターが……」

「あ、フェリシア殿は下がっていてください」

　キルシュヴァッサーは振り返らずに、片手で押おしとどめる。

「えええ、でもでも、でもでも、でもでも二対二だよ？」

「二人をお守りするのがイチロー様との約束ですので」

　キルシュヴァッサーは、ナイトソードとカイトシールドという騎士ナイトのテンプレート装備に身を固めている。

「キルシュヴァッサー卿、助太刀するぜ」

　次に、それまですっかり存在感を消していたザ・キリヒツのリーダー、キリヒト（リーダー）が、件くだんのライトノベルとのタイアップ武器を構えて、やはり大股で一歩踏み出した。

「ああいえ、お気持ちだけ受け取っておきます」

　しかしやはり、キルシュヴァッサーは振り返らずに片手で押しとどめる。キリヒト（リーダー）は悲しそうな顔をして、キリヒト達たちの中へと戻っていった。

「良いのか、大将。二対一になるぜ」

「イチロー様ならこうおっしゃるでしょう。『ナンセンス』と」

　キルシュヴァッサーは剣けんと盾たてを携えて、二人のプレイヤーを目の前に構える。野次馬達は自然と輪を作り、臨時の決闘場が築かれた。シティエリアではないこのビーチでは、わざわざ決闘申しん請せいを行う必要はない。最初からプレイヤー間の戦闘が認められたフィールドエリアだ。

　アイリスが気になったのはネムの態度だった。ネムはどこか悔しげな表情で、テイカーとソーサレスを見つめている。あるいはこうした展開自体、彼女の本意ではないのかもしれない。が、

「テイカーさん、ソーサレスさん、よろしくお願いしますわ……」

　最終的にはそう言った。アイリスも奇妙なもどかしさを覚えながら、キルシュヴァッサーに声をかける。

「キルシュさん……」

「はい、なんでしょう」

「なんか、ごめんね……」

「謝罪には及およびませんな。私が好きでやっていることです」

　キルシュヴァッサーは、いつもの穏やかな笑えみを浮かべて言った。アイリスはそれを見ても安心できず、なんとなく、心中にモヤモヤしたものを残す。

「それじゃあ、行くぜ大将」

　テイカーはバッとボロ布を跳ね上げると、カギ爪づめの生えそろった指先を、スッとキルシュヴァッサーへと向けた。

「俺はテイカー、お前の〝業〟を奪うばう」

「おお……」

　キルシュヴァッサーは感かん嘆たんしたような声をあげたが、しばしの空白の後、恐おそる恐る尋たずねる。

「勉強不足で申し訳ないのですが、元ネタはなんでしょう」

「俺のオリジナルだよ！」

　アイリスは、顔を真っ赤にするテイカーを見て、なんか締まらないわね、と思った。







５　御曹司、買う







　自分は何をやっているのだろう、と思うことがある。例えば、今がそうだ。

　芙ふ蓉ようめぐみは、量子情報が構成する虚きよ構こうの世界で火花を散らす〝戦闘〟を、どこか穴の空いたような気持ちで眺ながめていた。こんなことをやって、本当に自分の望みは達成されるのだろうか。

　あめしょーから紹介された二人のプレイヤー、テイカーとソーサレスには自分の気持ちを正直に話した。テイカーは特に何も言わず、ソーサレスはただ一言『勝手ね』とつぶやいたが、どちらも協力だけは約束してくれた。

　才能の有無は残ざん酷こくであるという。芙蓉めぐみは、幸いにしてそれを持ち合わせた側の人間であった。それだけではない。彼女の場合、それを手にするだけのキッカケも、上手いこと持ち合わせることができた。

　日本有数の総合商社に一人ひとり娘むすめとして生まれ、蝶よ花よと育てられためぐみである。なんといっても箱入り娘だ。父・瑛えい惠けいにとっては年を取ってからの子であり、めぐみは特に過保護に育てられた。お嬢じよう様さま学校ではそのバックボーンを目当てに数多くの取り巻きが集まりはしたが、めぐみの世界はいつまで経たっても狭いままで、外の世界に触れることなどほとんどありはしなかった。

　めぐみにとって、家の外と自分をつなぐ数少ない手がかりが『ファッション』であった。年頃の娘、それも上流階級のお嬢様である。身だしなみに気を使うのは当然のことで、それがつまるところ、親に対する『言い訳』に使えたのだ。お嬢様学校といっても家柄はさまざまで、取り巻きの中にも比ひ較かく的てき中流家庭出身の子は何人かいた。そうした取り巻き達に見せてもらったファッション雑誌の世界は実にきらびやかで、憧れを抱いだいたものだ。

　歳としを重ね、高等教育課程を卒業する頃になると、取り巻き達も進路を決めていく。めぐみ自身は将来が約束されたようなものだったが、互たがいに顔を突き合わせ、夢を語る取り巻き達を見て、どこか物足りなさを覚えていたのは事実だ。

　そんな折に、石つわ蕗ぶき一いち朗ろうと出会った。

『初めまして、めぐみさん』

　ある日取り巻き達との買い物から家に帰ると、広間で父と話していたのが彼かれだった。十年前だから、当時一朗は十三歳である。アメリカの大学を卒業し、しばらく海外をフラフラしてから、日本に戻ってきたばかりだったらしい。

　顔立ちはやや幼いものの、年ねん齢れい特有のあどけなさというものが、その時点でまったく感じられない少年だったのは覚えている。五歳も年上のめぐみが、いささか気き後おくれするほどであった。

『良い服を着てるね』

　今とまったく変わらない涼すずやかな笑顔で、一朗は言った。めぐみは眉まゆをひそめる。

『そうかしら……』

　ファッション関係に強い関心を示していためぐみは、服を選ぶ際、ブランド物に限らず良いと思ったものはなんでも取り入れた。今の服は、実は芙蓉家の令嬢が着るにしては相当な安物だ。自分の選んだ服だ。良い服だという自覚はあった。だが安物である。その時めぐみは、彼が適当なおべんちゃらを言っているのだと思って取り合わなかった。

初めて会った時は、それだけである。

　次に会ったのは、それから間もなく、やはり父が開催したパーティーでのことだった。その時のめぐみは無難なドレスを着ての出席となり、多くの青年実業家達から、そのファッションセンスについて賛美の言葉をもらっていた。

　彼らの応対にも疲れた頃、やはり父と談笑する一朗を見かけた。彼はめぐみに視線をやると、こう言ったのである。

『やぁ、めぐみさん。今回はあの時みたいな服じゃないんだね』

　違ちがいがわかるのかしら、と、その時初めてめぐみは思った。

『一朗さんは、どちらの方がお好みですの？』

　自然と、そのような疑問が口をつく。はしたない問い掛けであった。めぐみは期待していたのである。自分が、一番良いと思ったもののセンス。それが認められることを。自分と外をつなぐ唯ゆい一いつのものがファッションだった。箱入り娘は箱入り娘なりに、自分に自信を持ちたかったのだ。

　だが、一朗は期待に反してこう言った。

『どっちということはないかな』

『そ、そうですの……』

　めぐみは、ちょっぴり肩かたを落とす。

『ただ、めぐみさんが好きで着てるのはこの間の方だったと思うんだけど、違う？』

『………』

　それを聞いて、落とした肩ごと顔を上げた。一朗の立ち姿は十三歳とは思えないほど涼しげだ。ポケットに片手を入れ、もう片方の手にはグラスを持っている。すべてを見通しているかのような青い瞳が印象的だった。
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『でもあれ、安物で……』

『あぁ、うん。そうみたいだね』

　一朗はさして気にした風も見せない。

『じゃあ、なんで褒ほめましたの？』

『一番めぐみさんらしい恰かつ好こうだと思ったから。本人がそうありたいって思うのが一番大事だから。今のめぐみさんは、周りに合わせて無難に落ち着いちゃってるから、あまり面おも白しろくはないね』

　その言葉の意味は、当時はよく理解できなかった。ただ何となく、刺し激げき的てきだったのだ。箱の中で大事に育てられ、紋切り型の対応しかされてこなかっためぐみにとって、他の人が決して認めない新しい価値観を見み出いだしてくれる少年の存在は、新しかった。

『わたくし、服を見るのが好きなんですの』

『そうなんだ』

　一朗の相あい槌づちはあっさりとしたものだったが、それでも次から次へと、めぐみは喋りたくなった。自分にとって、服ふく飾しよく、アパレルこそが箱庭と外をつなぐひとつの鍵かぎであるということ。学校の取り巻き達が次々と自分の意志で夢を決めていくのを歯がゆく見つめていたということ。

　父の手前、安物の服を着てパーティーに出ることにはどうしても抵てい抗こうがあったということも話をした。自分に一番似合うと思う服を着てこられなかったと。

『あまり月並みなことは言いたくないんだけど、』

　話をじっくり聞いていた一朗は、そんな風に切り出した。

『値段は価値を示すひとつの側面でしかないんだから、固こ執しつしすぎるのはナンセンスだと思う』

　どういうことですの、と聞いたら、さらに続けてくれた。

『価値を決めるのは最後は自分の主観でしかないということ。それが人によってデザインだったり、使いやすさだったり、場合によっては値段だったりするということ。でもそれらは全部ひっくるめてひとつの性能みたいなものだし、どこを見るかは人それぞれじゃない』

『おっしゃることはわかりますけれど……』

　めぐみは、一朗から視線を逸そらした。そうした価値観の多様性を認めるのに、芙蓉の箱庭はあまりにも狭せますぎる。あそこには、判で押したような反応しか置いていないのだ。

『なら、飛び出してみたら？』

　あっさりと、一朗は言った。

『翅はねを広げてみないと、空は見えないものだよ』

『……羽を』

　ぽつり、と一朗の言葉を反はん芻すうする。

　その〝はね〟が自分にとってなんであるのか、めぐみにはもうわかっていた。箱の中と外をつなぐ唯一のもの。それを足掛かりにして飛ぶこと。少し考えれば思いつけたはずなのに、可能性にずっと目をつむっていたのは自分自身だ。

　その時の会話をきっかけに、めぐみは羽ばたく覚悟をした。父に頭を下げ、もっといろんな価値観を認められるような世界に行きたいと、そう言った。父は目を閉じ、しばらく黙り込んだが、最後は首を縦に振ってくれた。

　そうして、芙蓉めぐみは今の立ち位置を得る。才能があったのだ。世間に認められていく中で、めぐみはたった一度、あの時引き出せなかった言葉を、『こちらの服が好き』という言葉を、一朗から引き出したいと思うようになっていた。

　才能の有無は残酷であるという。

　めぐみは、アイリスのデザインを見た。とても、才能があるとは思えない。あったとして、それが開花するのにどれだけの時間を要するのか、見当もつかないような、ありていに言って見込みのないデザインセンスをしていた。とびぬけたものだって見当たらない。ありていに言って、凡庸な子なのだ。

　それなのに。なぜ。

　結局、十年前の一朗の言葉通りなのだ。

『価値を決めるのは自分の主観でしかないということ』

　あの不格好な蝶のブローチこそが、石蕗一朗にとっての『価値のあるもの』だとしたら。

　自分が十年間、追い求めてきたものを、あの少女は何の苦労もせずに有していたことになるのではないだろうか。

　才能の有無は残酷であるという。

　芙蓉めぐみには、あのブローチのデザインの良さがわからない。

　それだけで、自分が何やらとてつもない敗者へと追いやられてしまった気分だった。










　テイカーとソーサレスの連携は、巧たくみであった。大方が予想していた通り、ソーサレスは補助魔ま法ほうによって味方の能力値を底上げする方向に特化したアバターである。彼かの女じよの適切なアシストのもと、苛か烈れつに攻め立てるテイカーの連撃により、防ぼう御ぎよ特化のキャラクタービルドを施ほどこしたキルシュヴァッサーであっても、瞬またたく間に追い詰められてしまった。数値的にも技量的にも、その実力は中堅層の域を大きく逸脱しているのがわかる。

　テイカーは獣人の種族スキル《獣けもの爪づめ》をベースに、格かく闘とう攻撃系のアーツで戦闘技能を磨くというところまではテンプレート的な格闘家グラツプラーだが、それ以上の能力までは明らかになっていない。身のこなしから考えて、盗賊シーフや斥候スカウトといったクラスをサブに控ひかえた軽戦士型であることは確からしいが、おそらくまだ、手の内を見せているわけではない。

　アイリスとフェリシアは、手て汗あせをぎゅっと握りしめたまま、戦闘を見守ることしかできなかった。状じよう況きようは不利である。彼が何を思って二対一という不利な条件で勝負に出たのか、そこはさっぱりわからないが。

　ただ少なくとも、フェリシアを下がらせた判断は妥当だったと言えるだろう。彼女が前に出たところで、足手まといにしかならないのは目に見えていた。魔球ハイドロブラスターの一発や二発で覆る戦況ではなさそうだ。

　すでに何度目かになるテイカーの攻撃を、キルシュヴァッサーは盾でいなす。だが、防御から反撃に転じるまでのわずかな隙に攻めきることが、どうしてもできない様子だった。戦闘開始からほんの数分、ソーサレスの魔ま法ほう支し援えんを受けた怒ど涛とうの連撃に、キルシュヴァッサーの体力は削り取られていく。

「いや、キルシュヴァッサー卿はよく持ちこたえていると思いますよ」

　マツナガは珍めずらしく真ま面じ目めな顔で（しかし片手には通算四杯目のカキゴオリポーションを持ちながら）言った。

「戦闘の最初にかけた《リジェネレイト》が効いているな。卿の高い防ぼう御ぎよ力りよくと相まってかなりしぶとくなっている。さすがに無む駄だのないスキルアーツ構成だ」

　キリヒト（リーダー）も至極真面目な表情で（しかしやはりカキゴオリポーションを片手にしながら）頷く。フェリシアは完全なジト目を作って、解説モードになっている二人に非難めいた視線を送る。

「なんか完全に他ひ人と事ごとって感じ」

「だって他人事ですからね」

　マツナガは悪びれもせずにそう言う。

「ほかの連中だってそうでしょ。だいたい、マジの命がかかってる戦闘でもないしね。気楽なもんですよ」

「俺おれはこれでも心配してるんだぞ」

　キリヒト（リーダー）は心外だとでもいうような顔でつぶやく。

「ツワブキさんにはこの命を救ってもらった恩義もあるからな……」

「でもゲームの中の話でしょ？」

「ゲームの中でも俺は真しん剣けんそのものだ」

　フェリシアの言葉に大真面目で返したキリヒト（リーダー）は、しゃくりとカキゴオリポーションを口に運び、その直後、顔をしかめて頭を押さえながらうずくまった。

「くうっ……」

「あーあ、勢いよく食べるから、状態異常〝頭痛〟が……」

「なにそれ」

　冷たい目で見下ろすマツナガと、呆あきれた声でつぶやくフェリシアである。

「ま、まぁなんだ。まだキルシュヴァッサー卿きようが負けたわけじゃない。騎士ナイトには逆転の秘策がいくつかあるからな。《ペインチャージ》とか《カウンターストライク》とかだ」

「当たらなければど……ああいや、当たらなきゃ、意味ないと思いますけどね」

　いまいち緊きん張ちよう感かんのない会話が続けられる中で、アイリスだけが黙り込んでいた。キルシュヴァッサーが繰り広げる戦闘のその向こう、ネムの姿を、じっと見つめている。

「ああ、気になりますか」

　マツナガがキリヒト（リーダー）を放置して声をかけてくる。アイリスは無言で頷うなずいた。

　アイリスが気になっているのは、ネムの目つきだ。彼女がこちらを見るとき、その瞳に宿しているのは常に嫉しつ妬との炎ほのおだった。何よ、と思う。嫉妬したいのはこっちの方だわ、とも。

　だが、今の彼女はどちらかといえば虚うつろだった。無力感に打ちひしがれているようにも見える。どうして、あんな目をするのだろう。アイリスにはやはり、よくわからない。

　ネムの言い分は勝手だ。こっちの都合なんか全然気にしちゃいない。キルシュヴァッサーだって、こんな勝負、応じる必要なかったのだ。用事が済んで帰ってきた御曹司にネムと話してもらって、それで終わらせればよかったのではないか。

　御曹司だって勝手だ。あいつが勝手気ままな振る舞まいをするから、こんな厄やつ介かいごとになっている。こちらにデザインセンスが皆かい無むなのを知っているくせに。いや、本当は嬉うれしかった。何度もあいつには助けられている。それは認める。が、それを差し引いても、やはりあの男は、勝手だ。

　みんな、自分勝手だわ。

　アイリスは静かな憤いきどおりを胸に、そう思った。










　どうしてこの勝負を受けたのか。キルシュヴァッサーは心の中で苦にが笑わらいする。

　勝算があったかといえば、そんなことはない。行動の自由度が広いＶＲＭＭＯにおいて、二対一というハンディキャップは、数値以上の絶対的な不利を生む。例えば前衛と後衛を素す早ばやく入れ替えるという単純な戦法だけでも、両者の持久力は大幅に向上するのだ。ソーサレスは耐たい久きゆう力りよくに難があると見え、このスイッチ戦法は使えないわけだが、逆に言えば完全な分業ができている。ＲＰＧのあるべき姿であり、テイカーは自身の損害を顧みずに戦闘に打ち込むことができる。

　なんにせよ、状況は著いちじるしく不利だ。耐久力に特化したキルシュヴァッサーの堅けん牢ろうな護まもりも、絶え間ない連撃で徐々に突き崩されつつある。正しくジリ貧と言えた。

「ぼうっとしてる余よ裕ゆうは……ねぇだろうが！」

　テイカーの《ネイルスラッシュ》が頭上から降り注ぐ。レアなアーツの披露に、観客達たちは大いに沸わいていた。

「くっ……」

　直ちよく撃げきを避けるだけの反応は持っているつもりだ。キルシュヴァッサーは弱点部位に設定されている頭部への直撃を避けるため、なんとかショルダーアーマーで受け止めることに成功する。無駄だとわかっていつつも、相手のわずかな隙をめがけて《バッシュ》を放つが、テイカーはひらりと避よけてしまった。

　直後、男の全身はぽうっとした緑色の光に包まれて、快音とともに凄すさまじいバフ効果を表す数値が連続して浮うかび上あがる。ソーサレスの支し援えん魔ま法ほうによるものだ。ギャラリーは感嘆の声を漏らす。

「えげつねぇな」「こんなにやるか」「マジ全力だな」

　彼らの感想はこんなところだ。実際、二対一の圧あつ倒とう的てき有利で使うにしては、あまりにも大人げない魔法効果の数々だ。しかしキルシュヴァッサーは、容赦のない相手に対する憤りもなければ、手を抜ぬかずにいてくれる相手への感謝もない。勝負の世界に貴き賤せんはないのだ。勝ちは勝ちで、負けは負け。絶対的な価値基準がそこに存在する。

　キルシュヴァッサーとその主人ツワブキ・イチローは、正反対といっても良い人柄をしていたが、この勝負に対する哲学のみ確かな合致を見せていた。それは優勢であろうと劣勢であろうと揺るがない、世界で最も確実なもののひとつだ。

「長引いているわね。そろそろ決めた方が良いんじゃないかしら」

　ソーサレスはざわめく観衆へちらりと目をやってから、涼しげにそう言った。

「わかってるよ……。くそっ」

　テイカーはというと、悪態を漏らしている。

　相手の余裕っぷりを見たところで、キルシュヴァッサーの気勢は削そがれない。歯を食いしばり、剣を掲げ、大きな踏み込みと共に何度目かの攻撃にトライする。が、やはりテイカーはひらりと避けた。何発かは彼のローブや皮膚の表面をかすめているはずだが、有効打は見られない。

　やはり回かい避ひ特化型なのだ。

　ゲームである以上、キャラクターの敏びん捷しようステータスに応じて回避能力値が設定される。これを上げると、アバターに設定された判定部位が小さくなり、かつ回避動作中の無敵時間も延長される。結果的に攻撃を避けやすくなるのだ。当たったと思っても手ごたえがなかったりするのは、これが原因である。

　当たり前のことだが使い手には相当な技量が要求される。補正は結局、攻撃を〝避けやすくなる〟というだけのもので、絶対的な回避を保証するものではないのだ。プレイヤースキルによって大きく左右される部分だった。

　そこに行くと、このテイカーは現実世界でも相当スキルを磨いてきた男であるのは間ま違ちがいないだろう。あるいは、天才と言える類たぐいの男かもしれなかった。が、

　天才が、そう何人もいてたまるものか。

　キルシュヴァッサーは心の中でそう吐き捨てて、改めてテイカーを睨にらんだ。

「悪いな。そろそろトドメに入らせてもらう」

「ほう、大きく出ましたな」

　じり、と距離を詰めようとするテイカーに対し、キルシュヴァッサーは今の間合いを維い持じするために足を擦すらせる。二人のゲーマーの間に、時間と距離を計算するわずかな駆け引きが生じた。すり足による追いかけっこは、砂すな浜はま上に生じた小さな闘技場の中で、自然と円環を描く。ソーサレスは、テイカーの背中から離れすぎないよう大股に、しかし決してはしたなくならない程度には優ゆう雅がに、その動きを追いかけていた。

「（攻撃魔法を持っているわけではない、か……）」

　こちらに魔法を放つ気配を見せないソーサレスを見て、キルシュヴァッサーは少し安あん堵どする。どうやら、彼女は完全支し援えん特化であるらしい。こちらが最も危惧するのは、テイカーとソーサレスによる間髪いれぬ波状攻撃であったので、まだ、勝ち目があると言える。

　キルシュヴァッサーのＨＰは複数のスキル補正を含め、一いつ般ぱん的てきな前衛職の約一・五倍に相当する。《ペインチャージ》などのアーツを効率よく使うためのものだ。リスクこそあれど、このあたりのダメージ効率は、数あるアーツの中でも群を抜く（課金アイテムを爆砕するというバカげた戦い方は除く）。こちらのクラスが騎士ナイトである以上、相手も警戒はしているだろうが、幸いにしてまだ、手の内を見せたわけではない。

「っ……！」

　テイカーのボロ布がはためく。動きがある、と、キルシュヴァッサーは見た。

　直後、テイカーの細い身体からだがすさまじい勢いで駆かけ出した。バフによって敏捷性も最大限に引き上げられている。動きを見ていては間に合わない。先を読むしかないのだ。格闘ゲームと同じである。キルシュヴァッサーは小足見てから昇竜出せるほどイカれた反応速度は持っていないが、迫せまられた二択を冷静に選び取ることは得意だ。

　集中力が、思考時間を加速させる。相手の攻撃手段は多彩だ。出が早く、硬直時間の短い《ネイルスラッシュ》を筆頭に、物理攻撃アーツの基き礎そである《バッシュ》、吹っ飛ばし能力を備えた《ハリケーンフィスト》など。これに格闘家グラツプラー専用スキルである《蹴撃熟練》が加わり、各種格闘攻撃アーツを蹴りによって繰くり出すことが可能となる。

　見せていない手の内のひとつ、《カウンターストライク》による反撃を狙ねらう以上は、相手の繰り出すアーツの見極めが肝要となる。相手の判定部位の少なさからして、出の早い《カウンターストライク》であっても、見誤れば外す。相手のアーツの、攻撃判定の発生時間を見極めねばならない。

　わずか数フレームの勝負だ。主人であるツワブキ・イチローは、ゲームについてまともな知識もないくせに、何度もこの勝負を制してきているという。正直なところ、ゲーマーとして負けるわけにいかなかった。

「ぅおらぁっ……！」

　テイカーが気合と共に拳を構える。応じるようにキルシュヴァッサーもまた、《カウンターストライク》の構えを取った。相手の動きが、選せん択たく肢しを徐々に削り取っていく。《ネイルスラッシュ》か《バッシュ》か。だがこれ以上は引き付けられない。ほんの数瞬の後に、相手が立っているであろう地点に、一いち撃げきを叩たたき込むよりほかはないのだ。

「はああぁぁぁーっ！」

　キルシュヴァッサーは動いた。反撃の口火を切るように、《カウンターストライク》を放つ。システムは忠実に、彼のイメージする反撃の挙動を再現した。

　果たして最初からそう運命づけられていたかのように、ナイトソードの切っ先の先端部に向けて、テイカーの身体が滑り込む。だが、男はすんでのところでキルシュヴァッサーの動きに反応した。

「ちっ……」

　小さな舌打ちと共に身体をひねる。自動発動したアーツを中断するには、《アーツキャンセル》と呼ばれるコンボ用の特とく殊しゆアーツが必要になる。大抵の前衛職は隙を減らすための保険として持っているものだ。テイカーもまた、発動しかけたアーツを強ごう引いんに解除して、キルシュヴァッサーの反撃に対応した。

　ほんの数秒間における、息もつかせぬような駆け引きは、観客を見事に魅了した。

「トドメは、刺させませんでしたな」

　ナイトソードを受け止めたテイカーに、キルシュヴァッサーは告げる。

　こうも密着した状況で膠こう着ちやく状態に陥るのは極めて危険だ。ほんのわずかな状況判断が勝敗を分ける。が、ゲーマーとしての扇桜子キルシユヴアツサーは、こうした脳をチリチリと焦がすようなシチュエーションが大好きであった。

　剣に力を込めるでもなく、キルシュヴァッサーとテイカーは、極めて至近距離で睨み合う。まるで血を落としたような男の双そう眸ぼうは、見れば見るほど怪物じみていた。

「ひとつ聞いても良いか」

　テイカーは、世間話をするような軽い調子で言った。

「お答えできるものであれば」

「なんであんたは俺たちの勝負を受けたんだ。それも一人で」

「不可解でしょうか」

「不可解だよ」

「ふむ」

　それが、こちらの気を削ぐための下らない小細工でないことは、テイカーの口調からなんとなく読み取れた。

「忠義ゆえ、とでも申し上げておきましょうか」

「それマジで言ってんのか？」

「ご想像にお任せします」

　直後、キルシュヴァッサーは盾を捨て、剣を跳ね上げた。剣の柄つかを両手で握り、《一刀両手持ち》のスキル効果を適用させる。テイカーは不意をつかれ、胴を大きく晒さらした状態となった。

　横なぎの《バッシュ》を、隙だらけの脇わき腹ばらに叩き込む。ばしん、という音とともに、判定部位をとらえた確かな手ごたえがあった。血をしぶくエフェクトと共に、ダメージ数値が浮かび上がる。観客が『おお』と声をあげるのがわかった。

「だがあんた、こんなのにマジになってどうすんだよ。しょせんはゲームだろ」

　テイカーは舌打ちをしながら飛びのき、脇腹を押さえた。キルシュヴァッサーが悠然と告げる。

「しょせんはゲームの世界ですが、私はいつもマジメですよ。遊びに本気になれないでどうします」

　男には不意をつかれた悔しさこそ滲にじんでいるが、コンディション的には余裕綽しやく々しやくといった様子である。先の攻撃が有効打になったとはとうてい思えない立ち姿だった。

　彼は、ゲーマーではないな。とキルシュヴァッサーは思った。なんらかの手段か、あるいは才能か、大した反射神経とゲーム知識を有してはいるが、ゲーマーではない。先ほどのような疑問を呈することができる男は、キルシュヴァッサーの定義するゲーマーたりえない。

　ならば、と、

「こちらからもお伺うかがいしますが、」

　ナイトソードの切っ先を相手に突き付けて、キルシュヴァッサーは言った。

「あなたがネム殿どのに付き従う理由も不可解です。見たところ、ご友人というわけでもないのでしょう？」

「傭よう兵へいだからな」

「そういうのは、傭兵ごっこを楽しんでいる者のセリフですよ」

「………」

　テイカーは黙だまり込み、キルシュヴァッサーを睨みつけた。

「テイカー、言葉を交かわしてどうにかできるほど、あなたは器用ではないでしょう」

　彼の後ろで、日ひ傘がさを掲げたソーサレスが涼しげに言う。

「いつだって実力行使に訴うつたえてきたじゃない。そうするのがお似合いだわ。さっさと倒たおしてしまったらどうかしら」

「うるせぇな。支援魔法はどうした！」

「やってるわよ。ほら、」

　テイカーの身体が薄緑色の光に包まれて、先ほどキルシュヴァッサーが与あたえたダメージを完全に回復される。アーツの連続使用によって蓄ちく積せきされた疲労度もゼロへと戻もどっていった。彼の身体は完かん璧ぺきなコンディションを取り戻す。

「どうやら、仲があまりよろしくないようですな」

「そうなのよ。彼、照れ屋だから」

「誤解を生むような言い方をするんじゃない」

　キルシュヴァッサーの方は、ダメージこそ《リジェネレイト》によって徐々に癒えていくが、疲労度の蓄積ばかりは如何いかんともしがたい。各動作やダメージ計算に及ぼすマイナス修正も、そろそろ目に見えて影えい響きようしてきた。じわじわと、追い詰められていくのを感じる。

　ちらり、とネムを見る。複雑そうな表情をしていた。

　彼女に言葉のゆさぶりをかければ、あるいはこの戦せん闘とう自体が無意味なものになるかもしれない。いっそ、そうするべきだろうか、とも思った。個人的には、ゲーマーとしても忠義の騎士ナイトとしてもなかなか燃えるシチュエーションでは、あるのだが。

「テイカー、まだ隠かくし玉がありそうよ。慎しん重ちように行きなさい」

「指図すんなよ！」

　と、言いつつ、男は急いで仕掛けてくる気配を見せない。ソーサレスは参謀役も兼かねているらしかった。仲が悪そうに見えて、チームワークはしっかりしている。厄介だった。

　厄介も何も、そもそも勝てる勝負ではない、と言えば確かにそうだが。それでも戦う前から諦あきらめるのは、キルシュヴァッサーは嫌きらいだ。

　どうするべきか。

　慎重さを見せたテイカーだが、それ以上の思考の猶予は与えてくれなかった。砂浜を蹴って、駆け出す。白い砂粒が空中に撥はねた。

「しッ！」

　盾を投げ捨てたキルシュヴァッサーである。狙いを定めてきたストレートパンチを、ナイトソードで受け止めるしかなかった。《ウェポンガード》のアーツレベルはほとんど上げていない。通過ダメージがびりびりと響いてくる。

「き、キルシュさん！」

　フェリシアが悲鳴じみた声をあげた。

《カウンターストライク》を決めるか、あるいは受けたダメージを攻撃にのせる《ペインチャージ》に賭けるか。こちらの取れる選択肢の幅があまりにも狭すぎる。幸いにして、《リジェネレイト》の効果は継けい続ぞく中だ。ギリギリまで体力を削ったとしても、回復の余地はある。

「らぁっ！」

「くっ！」

　叩きつけられたカギ爪を剣けんで受け止める。

　だが、猶予を与えないのはここでも同様だった。テイカーは身体ごと跳ねて、空中でひねりながら蹴りを見舞ってくる。ボロ布のようなローブに視界を覆い尽くされ、さらに円を描くようなもう一撃が胸むな元もとを撃った。

　立て続けのクリーンヒットに、姿勢が崩れる。周囲の歓かん声せいが大きくなっていく。キルシュヴァッサーは歯を食いしばり、なんとか踏みとどまった。今の蹴り技、隙は大きいはずだ。顔を上げれば、テイカーはまさに背中を向けているところだった。ここで弱点部位めがけて、《ペインチャージ》を叩き込むことができれば、

　ナイトソードを両手で握り直し、重い身体を強引に動かす。赤いエフェクトオーラが全身に走った。使えるのは今しかない。踏み込みで大きく間合いを詰め、累積ダメージ分を計上した最大火力を、一気に叩き込まんとする。

「でぁあああああッ！」

　頭部をめがけた一撃である。如何いかにバフを重ねようと、上う手まく当てれば有効打だ。

　しかし、テイカーはそれを予測していたかのように、その反応は素早かった。

「出したな、切り札を！」

　振ふり向きざま、突き出したカギ爪づめが特異な形状へと変化する。

　キルシュヴァッサーは、ひとつ重要なことを失念していた。何も切り札をひた隠しにしていたのは、こちらだけではない。テイカーはそのレベルに比して明らかにアーツやスキルの取得枠が少なかった。そう、チャンスを待っていたのはあちらも同じなのだ。

　彼はゲーマーではなかったが、確かに戦闘の駆け引きは卓たく越えつしていた。

　テイカーのカギ爪に、特殊な色合いのエフェクトが走る。攻撃系アーツではない。この男がひた隠しにしてきた、彼の〝切り札〟であることは間違いなかったが、しかし、このタイミングで非攻撃アーツを使う意味とは、

　直後に、察した。テイカーという名前の由来、そして戦闘前に述べた『お前の業を奪うばう』という、芝居がかった口上。テイカーの真価とは、おそらく、

　テイカーは、キルシュヴァッサーの一撃を避けなかった。溜め込まれた一撃は、しかし頭部を綺き麗れいに避けて肩へと着ちやく弾だんする。ダメージは大きかったが、致命打には至らない。同時に、キルシュヴァッサーに生じた長い硬直時間を突くようにして、テイカーのカギ爪が額をとらえた。

「………っ！」

　万事休すか。

　テイカーを突き飛ばすような黒い突風が吹いたのは、まさしくその時であった。










「………ん、」

　一朗はふと、顔をあげた。

　なんとなく、状況が芳しくないような気がする。急いだ方が良いかもしれない。何の根こん拠きよもない直感にすぎないが、割と当たるのだ。スマートフォンを取り出して、しばらくそれを眺ながめる。

『イチロー、』

　不意にローズマリーに名前を呼ばれた。

「あ、終わった？」

『はい。先ほどのイチローの提供した情報をもとに、検証を行いました』

「聞こうか」

　手を組んで身を乗り出すようにする。他人の評価など一いつ切さい気にしない一朗であったとしても、自分の言い分に対して、人工知能がどのような演算結果をたたき出したのかは、純じゆん粋すいに興味がある。ローズマリーの思考演算がどれほど柔じゆう軟なん性せいを持つのか、その指標にもなるだろう。

『集積した複数の思考形態をもとに検証した結果、結論として複数の候補が推察されます。第一候補、イチローが〝自分勝手〟であるという結論。第二候補、イチローが〝自由〟であるという結論。第三候補、イチローが〝地球外生命体〟であるという結論。いずれの場合も、イチローの思考回路が集積された思考形態といずれも異なるものであると結論づけられています。なお、第四候補としてイチロー以外のすべてが異常であるという結論が出ましたが、集合知集積システムの基本設計に著しい矛む盾じゆんを引き起こすため、意図的にオミットされています』

「なるほど」

　顎に手をやって、一朗は頷く。想像していたよりも枠にはまった結論になってしまっている。とはいえ、落胆するのはまだ早いか。

『この中に正解があるかどうか、回答をお願いします』

「それは僕ぼくが決めることじゃない。君が決めることだ」

『回答の意味が理解できません』

　ローズマリーの言葉に対して、一朗は彼かれなりに誠意ある対応をする。

「君が出した結論に対して、君が君なりの自信を持つことが大事なんだ。判断基準というのはそうしたものだし、僕自身はいつもそうしてきた。結局、何においてもそれが正答かどうかを決めるのが自分だと思う」

『…………』

　ローズマリーはすぐには答えない。そう難しいことを言っているつもりはないのだが、単なる量子プログラムが『自信』を持つということ自体が、非常に困難なのかもしれない。演算装置に大量に配置された量子情報チップに、果たして明確な〝意思〟が宿るのか、ということになると、少しばかり、オカルトめいた領域の話になるか。

「その上で話させてもらうけど、」

　と、一朗は続けた。ローズマリーを甘やかすつもりではないが、彼自身の見解は述べた方が良いと思ったのだ。

『はい』

「僕が周囲と比べてどうであるか、という結論はナンセンスだ。もちろん社会というものを相対的に理解するためには必要な儀式ではあるけれど、それは僕にフォーカスを当てた結論としてはいまいち薄うすいものだよ。君は、僕の行動が理解できなかったんだろう」

『はい』

「それに対する情報を、僕は提供した。その上で君は周囲と比較の上で結論を出し、その正否も外側に求めようとしている。それでは、観察対象を明確に〝理解〟したとは言えないということ。と、まぁ、そのくらいかな」

　止める人や憎にくまれ口ぐちを叩く人がいないので、ついつい話しすぎてしまったか。一朗は自ら適当なタイミングを見計らって、なんとか自分で話を止めることができた。

　ローズマリーの返答には時間がかかっている。余計なことを吹き込みすぎただろうか、とは思わなかった。これが何らかのブレイクスルーになってしまうようであれば、遅かれ早かれローズマリーは〝その領域〟に到達していたはずであるし、この回答がローズマリーに対して何の意味も持たないのであれば、それまでのことだ。

『検証には時間を要します』

「それでいいよ。じっくり考えると良い。君は今まで散々学習してきたんだ。少しくらい、自分で考えることもしてみよう」

　それだけ告げて、一朗はゆっくりと立ち上がった。ゲーム内をモニタリングしているであろうローズマリーに、ひとつだけ聞いておきたいことがあったのだが、プレイヤーとしての領分を大きく逸脱した行こう為いになるのでブレーキを踏む。〝予感〟の正否を問うには、自らの目で確かめるか、あるいはゲーム内の友人に直接確かく認にんを取るしかない。

　間に合うだろうか、と、一朗は思った。

「それではローズマリー、今日はこのあたりで失礼しようと思う」

『有意義な情報であったと認にん識しきしています。ご協力に感謝いたします』

「ん、結構」

　それは果たしてプログラムされた通りの返答であったのか、あるいは、ローズマリー自身が自然と〝口〟にしたものなのか。そのあたりは不明だ。が、今のところは、それで良いだろう。少なくとも一朗は、彼女と対等な立場に立っていたつもりで、彼にとって大切なのはそこだけである。

『イチロー、お帰りになる前に、あなたに有意義と思われる情報を提供します』

「なんだろう」

『あなたの友人が窮地に陥っています』

　ああ、やはりそうだったか。一朗は目を細める。

「ありがとう。なんでそれが有意義だと思ったの？」

『一般的な概念として友人は大切にするべきものであり、イチローにもその概念が適用されることを私が望んだからです』

「ん、そうか」

　こればかりはナンセンスとは言えないな。ローズマリーの望み通りの人間であるつもりは一切ないが、現実問題として、一朗だって友人は大事だ。

「ありがとう」

　一朗は再度礼を言い、ヘッドセットを置いてからサーバールームを出た。階段を下りていくと、ちょうどオフィスから心配そうな顔をした野の々のあざみが出てくるところである。

「やぁ、あざみさん。今日はありがとう。急だけど、そろそろ帰らせてもらおうと思う」

「はい。あの、えっと……」

　あざみはやや不安げに視線をさまよわせる。この様子だと、彼女も知っていそうだな。

「一朗さんのギルドメンバーの方が……、」

「窮地に陥ってるんだっけ。ローズマリーから聞いたよ」

「はい。やはりめぐみさんとのいざこざらしいんですけれど、結構、話がこじれちゃってまして……」

　ゲーム内でプレイヤーが関心を向けている出来事が何であるか、思考波を量子情報化する過程で、そうしたものも数値化されるらしい。あざみが差し出したタブレット端たん末まつを見ると、ログイン中のユーザーの約八％が、メニーフィッシュ・ビーチで行われているプレイヤー間戦闘に興味を示していることがわかった。キルシュヴァッサーの名前がある。

　ナロファンの運営は人数が不足していることもあって、原則としてプレイヤー間のいざこざには介かい入にゆうしない。当事者同士でケリをつけろというのが基本方針だ。それでも、わざわざ一介のプレイヤーでしかない一朗にその情報を告げに来たのは、ネムというアバターに関してひとつ負い目を感じているからか。

「一朗さん、良かったらあの、三階のコクーンを使っていただいても……」

「ん……」

　一朗は応接室に三台のミライヴギア・コクーンが置かれていたことを思い出す。確かにあそこからログインできればすぐだ。キルシュヴァッサーの窮地に颯さつ爽そうと駆けつけることはできるだろう。

　が、すぐにかぶりを振った。

「さすがにそこまで借りてしまうのはルール違い反はんな気がするよ。申し出自体はありがたいんだけどね」

　運営とユーザーの線引き。それは、一朗と桜子が常に意識している、主人と使用人の線引きと同じだ。最後のラインだけは遵じゆん守しゆしなければならないものだ。

「でも一朗さん、いま、首都高速が代だい官かん山やまの事故で……」

「ああ、渋滞なんだ。仕方がないな」

　となると、地下鉄か。東京メトロから田でん園えん都と市し線せんへの直通で三さん軒げん茶ぢや屋やまで行けたはずだ。所要時間もそう大したものでもないはずだが、それでも、各移動時間を含ふくめて三、四十分はかかると踏ふんだ方が良い。

　そこで一朗は、ふとあることを思い出した。










　満身創そう痍いのキルシュヴァッサーを、テイカーのカギ爪が襲う。その直後、観衆をかき分けるように飛び出した黒い突風が、横合いから勢いよくテイカーを突き飛ばした。どよめきが上がる。アイリスには、隣となりのフェリシアとマツナガが息を呑のむのがわかった。

　闖ちん入にゆう者しやは、真夏の炎えん天てん下かにそぐわぬコート越ごしに、じろりとテイカーを睨みつける。無造作に剣を握り、下げた少年の姿を認めて、誰だれともなしに驚嘆の声があがる。

「き、キングキリヒト！」

「まさか、実在していたのか！」

「美味おいしいところだけ持っていくなんてよく出来てやがる！」

「なんだ、アイリスブランドの助すけっ人となのか!?」

　どよめきをまったく意に介さずに、黒い突風・キングキリヒトは無言のまま立ち尽つくしていた。キルシュヴァッサーは片かた膝ひざを突き、剣を杖つえ代がわりにしながら荒い呼吸を繰り返す。キングを見る目には複雑そうな色合いが混ざっていた。

「キングキリヒト……。おまえがか」

　突き飛ばされたテイカーは、立ち上がりながら苦々しげにつぶやく。

「どういうつもりだ。何しに出てきやがった？」

「特に意味はねーけど」

　直剣を片手でもてあそびながら、少年は初めて声を漏らした。

「二対一が見てらんなかっただけでさ。オレ、弱いものいじめとか嫌いなんだよね」

「キング……」

　疲労感の滲む声で、キルシュヴァッサーがつぶやいた。

「助太刀は、無用です……」

「そう？　あんたがそう言うなら良いんだけど。おっさんへの借りくらい、返しておきたかったんだけどな」

　こまっしゃくれたガキだわ、とアイリスは思った。なんて可愛かわいげのない口を利くのだろう。おっさん、というのは御おん曹ぞう司しのことか。アイリスも大たい概がい口の悪い自信はあるが、さすがにあの男をおっさんとまでは言えない。

　そういえば、フェリシアの同級生であったか。隣の彼かの女じよを改めて見ると、こちらもやはり、何とも言えない複雑そうな表情をしていた。

「……っおおおおおおおッ！」

　テイカーは咆ほう哮こうをあげて、キングに向け一直線に駆け出した。カギ爪を振りかざし、幾いく度どとなくキルシュヴァッサーに有効打を叩きつけた拳撃を見み舞まわんとする。が、キングは小さくため息を漏もらすと、最低限の動きでそれを避けつつ、神速のカウンターをその腹に叩き込んだ。ともすれば見落としそうな一撃。もし瞬まばたきしていたら、わけもわからずテイカーが吹き飛ばされたようにしか、見えなかったことだろう。

　周囲の観衆もおおいに沸いていた。キングキリヒト、ゲーム内におけるかつての最強プレイヤーだ。今でこそ準・最強プレイヤーに転落しているが、一位があの変人なのも相まって、いまだにその人気は根強いものがある。らしい。詳くわしいことはアイリスも知らない。ただ、マツナガのブログを見ると、キングに関する記事がイヤというほど書いてあって、先日フェリシアから自じ慢まんげにそれを見せつけられた。
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「助太刀無用って言われて手出しするほど野や暮ぼじゃねぇんだけど」

「そうよ、テイカー。抑えなさい」

　それまで黙っていたソーサレスも、やや緊きん張ちよう感かんに満ちた声で告げる。

「あなたでは彼には勝てないわ。気持ちはわかるけどね」

「くっ……」

　テイカーはその顔に、明らかな悔しさを浮かべている。この男が見せた感情的な表情は、キングキリヒトに何かしらの遺恨があることを示していたが、それ以上のことはわからない。キングは黙ったまま、剣をゆっくりと鞘さやに納め、下がった。キルシュヴァッサーはゆっくりと立ち上がって、テイカーを睨みつける。

「もーっ、きりゅヒトぉ！」

　アイリスの真横で、フェリシアが声をあげた。

「ああ、フェリシアさ……」

　何とはなしに振り向いた少年は、彼女を視界に入れるやギョッとして目をそらす。

「なんでキルシュさんあのままにしたの！」

「や、だって……助太刀いらねぇって言われたし……。その……」

「なに照れてんの？」

「フェリシアさん水着じゃん……」

　準・最強のソロプレイヤーも、どうやらクラスメイトの前では形無しであるらしかった。なお、水着姿のモブキリヒトこそザ・キリヒツの面々は、降って湧いたようなキングの出現にもろ手を挙げて喜んでいた。感動にむせび泣く個体も見られる。

「やぁ、キング」

　マツナガも例のいやらしいスマイルと共に、片手をあげてキングキリヒトを歓迎した。アイテムウィンドウからトロピカルポーションを取り出して、キングに手て渡わたす。そうして、もったいぶるような口調でこう尋ねたのだ。

「この勝負、どう見る？」

　漫まん画がの解説キャラか、とアイリスは思った。もうすでにマツナガのポジションはだいぶ漫画の解説キャラだったが。

「どうもこうもねぇだろ」

　トロピカルポーションのビンの蓋ふたを片手で開けながら（かっこいい）、キングも定型句を返す。こちらも完全に解説キャラモードだ。

「あのボロ布はコピー系アーツとスティール系アーツの特化型だ。珍めずらしいタイプだけどな。多分さっきの紫むらさきのエフェクトは《スピードラーニング》で、《ペインチャージ》をコピーしたんだろ。一度しか使えねぇけど、あの人の《ペインチャージ》喰らってダメージは良い感じに溜まってるし、多分あっちの人はそれを耐たえ切れねぇな。テイカーっつったっけ。名前の通りだよ」

　意外とよく喋る。先日会った時の印象では完全なムッツリ野や郎ろうだったから、アイリスもびっくりだ。

「て、テイカーってどういう意味だっけ……」

「taker　ták・er　【名詞】【可算名詞】　１．取る人、受け取る人」

「おお、さすが……」

「夏休みの宿題の最初にやるやつだけどこれ」

　キングがジト目でフェリシアを睨むと、彼女は顔をそらして誤ご魔ま化かした。

　だが、彼の言葉では、どうあがいてもキルシュヴァッサーには勝ち目がないということだ。いや、元から勝ち目の薄い戦いであったことは承知しているが、いよいよトドメを刺されようとしているわけであって……。

　アイリスはぎゅっ、と拳を握にぎる。

「そう心配すんなって」

　キングは肩かたをすくめながら言った。

「どうせおっさんももうすぐ来るよ」

「なんでわかんのよ」

「そんな気がしただけだけど」

　見れば、テイカーが構えを取り、改めてキルシュヴァッサーと対たい峙じしている。先ほどのドタバタの内に盾たてを拾いなおしたキルシュヴァッサーだが、これが多少の延命になるかどうかも怪しいところだ。

　御曹司、来るなら早くしてよ。

　アイリスは歯を食いしばり、状じよう況きようを食い入るように見つめる。

　テイカーは、口元をにやりと釣つり上げた。対峙するキルシュヴァッサーに対して、《ペインチャージ》を仕掛けんとしているのだ。圧あつ倒とう的てき優位に立ちながら決め手を欠いていたテイカー側も、ようやく大火力を手にしたのである。使わない言われはないだろう。

「ここまでよく持ちこたえたぜ。あんたはよ」

「テイカー、さっさと決めなさいよ」

「うるせぇ、今やるよ！」

　テイカーが拳を構えたその時、観衆の間にざわめきが広がった。

「あれ……なんだ……？」

　野や次じ馬うまの一人が、空を見上げてそうつぶやく。

　メニーフィッシュ・ビーチの雲ひとつない青空を、光点がこちらに向けて急速に移動しているのが見て取れたのだ。今この瞬しゆん間かんにも縮まりつつある距離は、徐々にではあるが目視を可能にしていく。観衆は口々に叫さけんだ。

「あれは、なんだ!?」

「鳥か!?」

「飛行機か!?」

「いや……」

　光点は、派手なエフェクトを纏まとったまま観衆のど真ん中に落下した。野次馬たちが悲鳴をあげて逃げ惑う中、衝しよ撃うげきが波紋となって周囲に広がる。

　ぶわり、と砂煙がひときわ膨れ上がった。瞬間、迸ほとばしる衝撃。

「やぁ、僕だ」

　にこやかな笑え顔がおで、爆ばく心しん地ちにたたずむ青年が言った。

「なん……だと……」

　かすれた声で、テイカーが呟つぶやく。ソーサレスが額を押さえるのも見えた。

　何を隠そう、世界いけ好かない男選手権栄光の第一位（アイリス脳内しらべ）に輝くドラゴネット、ツワブキ・イチローである。相変わらず、アイリスのデザインしたスーツやブローチをつけ、腹立たしいほど優ゆう雅がに涼やかに立ち尽くしている。

　彼の姿を穴が空くほどに見つめながら、アイリスは呟いた。

「あたしのデザイン、言うほど悪くないじゃない」

「おっ、自画自賛ですかね？」

「イチ兄ぃは何を着ても似合うからねー」

　横やりを入れる二人を、睨にらんで黙らせる。

「ログインからビーチへの移動も含めて二十分か。どちらにしても、間に合ったようで何よりだ」

「イチロー様……」

　呆ぼう然ぜんと、キルシュヴァッサーがつぶやく。

「お待ちしておりました。我が主あるじ」

「ん、ご苦労」

　恭うやうやしく傅かしずくキルシュヴァッサーに対して、イチローも満足げだ。その後、流れるような仕草で課金し、出てきた疲労回復剤を忠臣に手渡す。キルシュヴァッサーは少し躊ちゆう躇ちよを見せたものの、やがて受け取って瓶に口をつけた。

　狼ろう狽ばいをあらわにしているのは、テイカーの方である。彼はネムに振り返って、怒鳴り散らすように叫んだ。

「おい、どういうことだ！　こいつは今日、ログインが遅れるんじゃなかったのか！」

「え、えぇと、それは……」

　ネムもしどろもどろになって目をそらす。

「ああ、遅れたよ。おかげで卿きようやアイリス達たちを危険にさらすことになってしまった」

　イチローはポケットに片手を入れたまま、超然とした態度でのたまっている。こいつ変わんないわね、とアイリスは思った。話を聞くに、急いで用事を片づけて戻ってきたということらしいが、それをネム達の側が察知していたというのは、どうも胡う散さん臭くさい話だ。

　ともあれ、イチローは間に合った。あの男の強さは重々承知しているし、今回に限ってはそれだけではない。ネムの問題に関して、あの御曹司は当事者だ。彼女を黙らせるには、当人が出てくるのが一番いいだろう。事実、彼の登場で一番心を乱しているのは、ネムのように見られた。イチローからきっぱりと、ネムに引導を渡してもらえば、

　それでいいのかしら。

　そこまで考えて、ふと思ってしまう。何か、心にしこりのようなものが残る気がした。

　さて、テイカーとソーサレスは、一歩たりとも動くことはできない。まるで二人は、天敵を前にしたかのように、正面からイチローを見み据すえたままだ。キルシュヴァッサーはそのうちに、イチローが召しよう喚かんした大量の回復アイテムでコンディションを整えている。

『あれが、あの……』

『一日一〇〇万課金してるらしいぜ……』

『マジかよ……』

　ざわめきの中に、イチローについて語り合う野次馬の声が聞こえる。当たらずとも遠からずといったところか。正確な課金額は知らないし、知りたくもない。一〇〇万というのは大金のはずだが、イチローからすれば端はした金がねであるはずなので、多いのか少ないのかよくわからない。

「おっさんの動き、鈍いな……」

　ぼそり、とキングがつぶやくのがわかった。

「そう？　いつも通りじゃない？」

「少し処理速度が悪そうだ。多分、いつもより演算能力の低いマシン使ってる。回線も細いな。憶測だけど、家からログインしてるわけじゃないんじゃないかな」

　なんで見ただけでそこまでのことが言えるのだろうか。この子供は。廃人プレイヤーに類別されるものはみんなそうなのだろうか。フェリシアはきょとんとしながら首をかしげていたが、マツナガは『なるほどね……』と意味深につぶやいている。ザ・キリヒツは、キングキリヒト直じき々じきの解説にむせび泣くばかりでお話にならなかった。

　テイカーが、改めてイチローを睨みつける。

「くそっ……。こんなところで大ボスのお出ましとはな……」

「ああ、満を持してね」

　大ボスという自覚はあるらしい。

　その頃ころには、キルシュヴァッサーは完全に回復を終えたようで、つやつやとした表情でイチローの真横……ではなく、そこから一歩引いた位置に立つ。こちらも完全に大ボスに付き従う忠臣の顔をしていた。

「イチロー様、整いました」

「ん、結構。では、あと五分ほど持ちこたえてもらって良いだろうか」

「承知いたしております」

　すべてを理解したかのような表情で、キルシュヴァッサーは頷うなずく。理解できないのは周囲の野次馬たちだ。テイカーは忌いま々いましげに、ソーサレスもきょとんとした顔で疑問符を浮うかべている。その中で、キングキリヒトだけが、

「ははぁん……」

　と言ったのがやけにアイリスのカンに障った。

「あんた、わかるの？」

「うん」

「教えなさいよ」

「え、やだよ。めんどくさいし」

　なんてイヤなガキだろうか。

「あんた、御曹司にそっくりね……」

「そうかな」

「なんでちょっと嬉しそうなのよ」

「これでも嫌いやがってるんだけど」

　キングはちらりとフェリシアを見てから、肩をすくめる。

「五分の間ログアウトするから、持ちこたえててってことでしょ。フィールド上だと、ログアウトしてから三分間はアバターも無防備になるしね」

「何のためによ」

「そりゃ、もっとスペック良いマシンに移動するか……。単純に野暮用じゃないの？」

　果たしてキングの言葉が事実であるのか否いなか。そこまではわからないが、イチローはメニューウィンドウを開くと、本当にログアウトしてしまった。テイカーが不可解であるかのように首をかしげるが、ソーサレスは冷静に告げた。

「仕掛けるわよ、テイカー」

　その言葉の中には、焦りも油断も一切存在しない。

「コピーした《ペインチャージ》はまだ残っているのでしょう。五分でカタをつければ、済む話よ」

「ああ……、わかってる」

　テイカーは頷いた。再び拳を構えた彼のカギ爪に、《ペインチャージ》の始動を告げる赤いエフェクトが点灯する。観衆はざわめいた。この一いち撃げきを、キルシュヴァッサーがしのげるか否か。テイカーの全身に緑のエフェクトも走り、能力値の驚異的なブーストを告げる。

　が、キルシュヴァッサーは一切臆することなく、盾と剣を構えてイチローの前に立った。

「一撃で消し飛ばしてやる！」

「ほう、できますかな!?」

　カギ爪の先端部から、空気が渦を巻く。テイカーの深い踏み込みと共に、極大ダメージを告げる苛烈な閃せん光こうエフェクトが発生した。虚こ空くうを引き裂き、キルシュヴァッサー卿の白銀の装甲めがけて、渾こん身しんの《ペインチャージ》が炸さく裂れつした。










『キミはふざけているのか!?』

「ナンセンス。僕はいつでも真ま面じ目めに生きているよ」

　電話口の向こうでがなり立てる男に対して、一朗は涼しげに答えたものだった。周囲の作業員たちは、少しばかりおびえた様子でこちらを見守っているが、片手で心配は要いらないと制しておく。

　一朗は今、今秋のグランドオープンを控えた秋葉原の総合電子アミューズメント施し設せつ〝アキハバラ・サイバータウン〟を訪おとずれていた。電話口の向こうで話しているのは、ほんの数時間前に言葉を交かわしたばかりの男、すなわちポニー・エンタテイメント社ＣＥＯ音おと桐ぎり慎しん也やである。先ほどの余よ裕ゆうなどどこへやらで、その剣けん幕まくが目に浮かぶほどの怒号であった。

『じゃあボクに喧けん嘩かを売ってる？』

「売り物と相手には気を使うつもりだ。これでも経済人だからね」

　相手を挑ちよう発はつしているとしか思えない口ぶりは、一朗なりの誠意から飛び出したものであって、実は彼自身そうとううんざりしている。さっさと電話を終わらせて、ゲームの中に戻もどりたいのだが。相手が誰であれ、待たせるのはあまり主義ではない。

「いいかい、音桐さん。僕はとりあえず手っ取り早くゲームにログインできる場所が欲ほしかっただけなんだ」

『だからって営業開始前のゲームセンターを買うかね!?』

「あなたが言っていたトカゲの尻尾しつぽ、ダミー会社も同然の小さな営業所だったね。でももう少し忠実な人間を配置した方が良い。開発費用と当面の維い持じ費用を即金で用意したら、快く権利を譲ってくれたよ」

　結局、それが全すべてである。交渉に時間がかかるようであればおとなしく地下鉄で帰りもしたが、存外にあっさりと即決してもらえたので、一朗は晴れてゲームセンターをひとつ手に入れた。これにより、本来ログインまでは三十分から四十分程度要すると思われたところを、なんと半分近くも短縮して二十分でログインすることが可能となったのだ。

　とはいえ、コクーンの設置と接続はまだ作業途と中ちゆうであったため、念のため電気街で購こう入にゆうしてきた市販のミライヴギア・エックスを、臨時でつないでいたわけなのだが。

『ずいぶん高い二十分だね……！』

「僕からすれば安いものだ。ゲームの中とはいえ、卿が死なずに済んだわけだから」

　冗じよう談だんでは言っていないのが、この石蕗一朗という男の恐おそろしさである。

　そのあたりでようやくコクーン一台の接続が終わったらしく、作業員の一人がそれを告げに来る。一朗は片手でそれを制した後、いつものマイペースな口調で電話口の向こうに言った。

「ひとまず、あまり長話をするとここを買い取った意味もなくなるから、失礼しようと思う。別に経営に口出しをするつもりはないんだ。費用は負担するけど、ゲームセンターの運営にあたってあなた方が美味うまい汁しるを吸いたいならそうしてもらえばいい。じゃあね」

『ちょ、待っ……！』

　電話を切る。目の前で待機していた作業員が、帽子を取って改めて挨あい拶さつした。

「急ピッチで一台、設置が完かん了りようしました」

「ん、ご苦労。じゃあ二十分くらいしたら返すから、少し使わせてもらうよ」

　一朗は設置されたコクーンのハッチを開き、慣れた仕草でシートに滑り込む。彼の様子を眺めながら、作業員の中の一人が、ぽつりとつぶやいた。

「カネ持ちって、すげぇんだな……」

　すべてのカネ持ちがこうというわけではない。










　盾を突き出し、相手の全力をこちらの全力で受け止める。飽きるほどやってきたことだ。研ぎ澄ました集中力の中にこそ、護法の真しん髄ずいが刻まれる。

　果たして、テイカーの放った《ペインチャージ》は、キルシュヴァッサーの盾に着弾した。轟ごう音おんが大気を揺るがす。壮そう絶ぜつなバフが乗った必殺の一撃は、凄すさまじい勢いでこちらの体力を削り取っていった。びりびりと、全身がしびれるような感覚があった。歯を食いしばり、盾たて越ごしに伝わる衝撃を楽しむ。痛みはない。だが、このギリギリの感覚こそ、生命の存在しないバーチャル世界で〝生きている〟と錯覚できる唯ゆい一いつの手段となるのだ。キルシュヴァッサーの中に眠る酔すい狂きようなゲーマー・扇桜子が、歓喜の雄たけびをあげていた。

　すさまじい勢いで計上されるダメージ数値が、ぴたりと止まる。キルシュヴァッサーは大きく突き飛ばされながらも、砂上に踏みとどまった。口元ににやりと笑えみを浮かべる。

「フ……。まるでそよ風だな……」

　言えた。

『声に出して言いたいキメ台詞ぜりふ』の中のひとつだ。ナローファンタジー・オンラインを始めてから苦節一年。ついにこの台詞を口にすることができた。喜びもひとしおである。

「なんでちょっと満ち足りた表情してるんだよ！」

「あなたにはわからんでしょうなぁ。フフフ……」

　ちょうどそのとき、再び空間が歪ゆがんで我らが御曹司ツワブキ・イチローがログインを果たす。テイカーがたじろいだ。

「おかえりなさいませ、イチロー様。御用はお済みで？」

「うん。キルシュヴァッサー卿、なんだか嬉しそうだね」

「わかりますか」

　もはや空気は完全にイチローとキルシュヴァッサーが支配していた。この二人が横に並んだ時点で、テイカーは完全に翻ほん弄ろうされるピエロの役回りに甘んじることとなる。イチローが前に出て、その一歩後ろにキルシュヴァッサーが立つ。

「く、くそっ……！」

　テイカーはまだ抵てい抗こうを続けるつもりらしい。彼がその気ならと、ソーサレスも支し援えん魔ま法ほうを惜しまなかった。

　イチローはほとんど動かない。メニューを開き、コンフィグから流れるような仕草でアイテム課金を行った。彼の手元に一ひと振ふり一二〇〇円の魔ま剣けんが召喚される。華か禁きん剣けんアロンダイト。値段の割に性能が微び妙みようと評判の一品だ。

「ツワブキさん、あれをやるのか!!」

　やたらとテンションあがった声で、キリヒト（リーダー）が叫んだ。

「やるけど」

「ようし、聞いたな！　総員、対衝撃・対課金防ぼう御ぎよ！」

　彼の掛け声に合わせるようにして、小市民代表ザ・キリヒツは目をつぶり両耳を押さえるという原始的な手段を講じた。フェリシアも同様である。彼らは、イチローがこれから何をせんとしているのか、わかっているのだ。

「何をする気かは知らんが！」

　テイカーは叫びながら、突撃を開始した。

「その武器はいただく！」

　テイカーの指先が、イチローの持つ課金剣をかすめる。直後、剣の姿がフッと掻かき消え、テイカーの手元に出現した。

「おお、《スティール》ですねぇ」

　マツナガが感かん嘆たんしたようにつぶやく。

「おっさん相手に当てられるなんて大したもんだ」

　キングも同様だ。だが、その声には一種の同情のようなものが見られた。

　イチローはまったく意に介さず、一二〇〇円支し払はらって二本目の課金剣を召喚する。テイカーはギョッとしたが、すぐに表情を引き締しめて、再び《スティール》を敢かん行こうした。カギ爪づめがかすめ、二本目の課金剣を奪うばわれる。

　イチローは無言で三本目を召喚した。テイカーは奪った。

「あの、イチロー様……」

　嫌な予感がしたのか、キルシュヴァッサーはおずおずと切り出す。

「て、てめぇ……。いくら使う気だ……！」

　そうこうしている間にも、このコントのような課金劇は続き、通算二十本目を超えたあたりでテイカーが震ふるえ声になる。イチローは淡たん々たんと答えた。

「いくらでも使うよ。君を倒すためなら」

「ブルジョワが！　何考えてんだ！」

　その問いに対し、イチローは答えなかった。更さらに課金剣を呼び出すだけである。買う方も買う方だが、盗む方も盗む方だ。とうとう、テイカーの所持限界量を超えた課金剣が、ぽろりと砂すな浜はまに落下する。それに気を取られたのが、致ち命めい的てきな隙となった。

「では、」

　と、イチローは言った。剣を構え、踏み込みと共にアーツを発動させる。高レベルまでねりあげられた《ブレイカー》は、武器に秘められたポテンシャルを暴走させ、その耐たい久きゆう力りよくを犠牲にすさまじい攻こう撃げき力りよくをたたき出す一撃だ。致命的な隙を晒さらしたテイカーの頭上に、無慈悲な課金剣の一撃が、最後の輝かがやきを見せる。

「あっ……」

　轟音と共に、正面から真っ二つに叩たたき割る。それは、いともたやすくテイカーのＨＰを削り取る、必殺技と呼ぶにはあまりにもあっさりとした一いち斬ざんだった。

　テイカーの死亡を告げるアナウンスの代わりに、彼かれの所持品が大量にドロップし、バラ撒まかれる。その大半が、イチローから奪い取った課金剣ではあったが。一撃一二〇〇円というあまりにも重いその輝きは、いざ見てしまえば出来損ないの花火のようなものであった。

「さて、」

　イチローは、砂浜に落ちた課金剣を拾い上げながら、もう一人の傭よう兵へいに目をやる。テイカーの〝死亡〟と同時に、一時的に盗まれていたアイテムの所有権は戻っていた。

「君もやる？」

「まさか。降参よ」

　ソーサレスはあっさりと肩をすくめて言った。

「私たちの負け。ねぇ、そうでしょ。リーダー」

「………」

　ソーサレスが目を向けた先、ネムは視線を落としてうつむいたままだ。

　そう。ネムだ。この件、いったいどういう方向に着地させるのだろう。事情を知るその場の一同は、間ま違ちがいなく同じことを考えていた。この件の発端は、間違いなくネムであり、イチローである。

　イチローは話の流れ自体は直接見ていないはずだが、

「一応だいたい、流れは予想つくけれど……」

　つくらしい。

「あまりこうしたことは言いたくないんだけど、今後、アイリスやフェリシアに迷めい惑わくがかからないようにするためにも、言った方が良いのかな」

　びくり、とネムが肩を震わせるのがわかった。イチローが言外に匂におわせた意味を、察したのかもしれない。ともすればそれは、死刑宣告にも等しいものかもしれないが、イチロー自身、自分の行動が今回の問題を引き起こしたのであるとすれば、筋を通す必要があると、考えたのだろう。

「ネムさん、」

「は、はい……」

「僕ぼくは……、」

　と、言いかけたところで、制止の声が入った。

「待って」

　誰あろう、と見やれば、ほかならぬアイリスである。しん、と静まり返っていただけに、彼女の言葉はかすかなざわめきを呼んだ。

「ネムさん、喧嘩なら次はあたしが買うわ。叩きのめしたいんでしょう。あたしを」

「アイリスさん……」

　ネムが顔を上げる。

「あたしはね、正直、こんな傲慢で自分勝手で自由すぎてイヤミばっかでいけ好かなくてカネ遣いが荒あらくて意地悪で知ったような口ばっか利く男の何が良いのかわかんないんだけど」

「言うね」

　イチローは肩をすくめた。

「勝負なら受けて立つわよ。ネムさんの方が優すぐれてるって、御曹司の前で証明してやればいいじゃない。それで全部、解決するんでしょ」

　アイリスは、じっとネムのことを見据えている。ネムは返事をしなかった。が、ソーサレスに袖を引っ張られ、わずかに顔をあげた。

「別に御曹司だってあなたのことが憎いわけじゃないんだから。別に嫌われるような真ま似ねすることないじゃない。コソコソやる必要なんてないのよ。ねぇ？」

「ん。まぁ、そうだね」

　この捻ひねくれ者にしては珍しく、とりたてて異を唱えない。

「ネムさん、そういうことだ。アイリスがそのつもりなら、僕が言いかけたことは撤回しようと思う。すまないね」

　ネムはそれでも何かを口にすることはなかったが、最後にかろうじて一言だけ、

「……ありがとうございます」

　と、言った。その後、ソーサレスに引かれるようにして、静かにビーチを去っていく。

「はいはい、これでオシマイですよー。散った散ったー」

　キルシュヴァッサーがパンパンと両手を叩くと、ギャラリーはざわめきながらも解散する。ひとまず、戦いは終わったのだ。実にロクでもない戦いではあったが、一件落着といったところか。

「アイリスとフェリシアも、お疲れ」

「本当よ！」

　アイリスは声を荒らげて噛かみついた。

「あんたね！　コナかけた女の管理くらいちゃんとしなさいよね！」

「僕はかけたつもりないし、キッパリお断りしているつもりなんだけど。ただ事実としてこうした事件が起きてしまったから、ナンセンスとも言い切れないね」

「おっと、今回は殊勝ね」

「たまにはね」

　フェリシアもゴボウツーを抱えながら、何やら複雑そうな表情を浮かべている。

「なんか、あの人見てると、あたしもいろいろ反省しちゃうなー」

「オトコのシュミのこと？」

「違ちがうよ！　イチ兄ぃは素敵だよ！」

　恥はずかしげもなく叫んだあと、『あっ』と漏らしてから声を潜めるフェリシアである。

「いや……、あの人も、ゲームあんま楽しんでないねって……。あたしもさ、きりゅヒトを追いかけてゲーム始めたわけだし、なんかこーシヤがセマいなーって、ね」

「まぁ良いんじゃないの」

　当のキングキリヒトはそれまで黙だまり込んでいたものの、投げやりな口調で言った。

「あの人だって、モヤモヤしたもんが解決すれば視野も広がるさ」

「それ、体験談？」

　マツナガが横やりを入れる。

「そうだよ。マツナガさんもそういうの、あるだろ」

「なくはないね」

　そのモヤモヤを解決するために、アイリスがネムの勝負を受けるのであれば、責任重大だねというのが、キングの話であった。アイリスは『でもまー、やるしかないわよ』と意気込みを露あらわにしている。

「自分を演じるというのはつらいものだからな……」

　キリヒト（リーダー）はいまいち事情を理解していないのか完全に見当はずれなことを言っていた。ほかのザ・キリヒツのメンバーも同様だ。

「まぁ、なんですかな」

　意見がおおよそ一巡したあたりで、キルシュヴァッサーはのんびりと切り出す。

「一件落着ということで、ひとまずお茶にいたしますか」

「そうだね」

「ああ、結局そうなるのね」

「あたし、キルシュさんのお茶好きー」

「実はオレも」

　連れ立って海の家へと向かう最中、イチローは珍しく、アイリスをじろじろと眺ながめた。

「な、なによ……」

　急に気恥ずかしくなって、腕うでで身体からだを隠かくそうとするアイリスである。イチローは真顔で告げた。

「いや、改めて、デザインセンスがないなって」

「余計なお世話よ！」

　アイリス渾身の拳は当然のようにかわされて、彼かの女じよはデザインセンスのない水着ごと砂浜にダイブした。







　なお、赤き斜陽レツドサンセの騎士団ツト・ナイツはそのしばらく後に沖おき合あいの海かい魔ま討とう伐ばつクエストから帰還した。ドロップアイテムとしての大量の海産物は、ビーチに来ていた多くのプレイヤーに無料で振る舞われ、騎士団は彼らと共に舌鼓を打ったという。







６　エピローグ







　公園である。一人の男がベンチに腰こしかけていた。ボロ布をまとった、まるでホームレスのような風体の男である。ただでさえ哀愁を誘ういでたちの上、纏うオーラが陰いん鬱うつであるから、悲惨この上ないといった印象である。

「おーい、やっほー。テイカー」

　その彼を、ハンドルネームで呼ぶ声があった。テイカーはゆっくりと顔をあげ、声のした方に視線を向ける。近所の中学校のブレザーを着た小こ柄がらな少女が、元気よく駆けてくるところであった。手にはコンビニのビニール袋をぶら下げている。

「ショウコか……。俺おれのことはゴミクズと呼んでくれ……」

「ああ、また鬱モード入ってんの？」

　自じ称しようゴミクズ男の隣となりに遠えん慮りよなく腰かけて、ショウコは首をかしげた。

「なんで？　ツワブキにぼっこぼこにされたから？」

「それもあるが……。というか、おまえいつの間にかあの場から消えてたな」

「えへへー。オンギョウのジュツー」

　屈託のない笑みを浮かべるショウコはやけに上じよう機き嫌げんだ。

「そのさー、鬱になると自称ゴミクズになる癖くせ、やめた方が良いんじゃないかにゃー」

「リアルでもにゃあとか言う奴やつよりマシだし……」

「あー、傷つくぅ」

　まったく意に介していないといった声で、ケタケタと笑うショウコ。

　彼女はコンビニの袋からいくつかのおにぎりを取り出して、自称ゴミクズ男に手渡した。彼は最初は断ろうとしていたが、すぐに鳴き出す腹の虫をショウコに指し摘てきされると、おとなしくおにぎりを受け取った。

　ショウコは年ねん齢れいの割に人間がよくできた少女だ。過去にいろいろあったと聞くが、自称ゴミクズ男が深く追及したことはない。この年齢の離はなれた友人にいろいろ助けられたことがあるのは事実で、まぁ情けなくはあるが、それで十分でもある。

「で、ゴミクズは何悩なやんでんの？」

「リーダーのことだ……」

「あー、ネム」

　おにぎりをぱくつきながら、ショウコは相あい槌づちを打った。

「結局、俺やあいつでは、リーダーの悩みを解決する手助けはできていないと思ってな……」

「ふーん、結構シンケンだったんだ」

「当たり前だ。俺たちは、才能がない奴らの味方だぞ……」

　自称ゴミクズ男は、ネムがより一層落ち込む様子を見て、自信を失なくしてしまったのだ。こちらの強ごう引いんなやり方にも問題があった気はしないでもないが、だが、あの時点であれ以上のことができたかと言えば、そんなこともない。

「魔ま法ほうのカギで才能をガチャッて開くわけにもいかないし、地道にやるしかないんじゃない？　人間のココロなんて、結局本人にしか何とかできないものなのだよ」

「そうか……」

「そうだヨー。ゴミクズ自身の問題もね」

　ショウコはお気楽な声でそう言うと、ビニール袋からプリンを取り出した。自称ゴミクズ男はそんな様子を横に見ながら、ぽつりと呟く。

「ショウコ、俺の分のプリンは？」

「ないヨー。だってキミ、すぐにおっぱいプリン作り始めるんだもん」










「誕生日おめでとう、桜さくら子こさん」

「おお……」

　ログアウトしてきた桜子を、一いち朗ろうが出で迎むかえる。テーブルの上には、作った覚えのない多彩な料理が並んでいた。

　しばらくの間を置いてから、彼女はやや気恥ずかしそうに頬ほおを掻く。

「覚えていてくれたんですか。朝、ガンスルーだったからちょっと寂しかったんですよ？」

「たまにはサプライズパーティーでもやってみたくなって。まぁ座りなよ」

「ではお言葉に甘あまえて……。なんか、一朗さまがお料理作るといっつもイタリアンかフレンチですねぇ。イメージからずれないと言いますか」

「ナンセンス。君がいっつもアジア系ばっか作るからじゃないか」

　そう、七月二十日といえば扇おうぎ桜子の誕生日であって、一朗が彼女のためにキッチンに立ってやる唯一の日でもある。一朗が、彼女の生年に作られたワインボトルに手をかけて、ふと、疑問を口にした。

「そういえば、なんで旧海の日に生まれたのに桜子さんなの？」

「なんででしょう、親に聞いても答えてくれないんです。適当なんじゃないでしょうか」

「ふーん。あ、これ、プレゼント」

　そう言って手渡された小包にも見覚えがある。確か先週、一朗に蝶ちようのブローチが届いたころ、一いつ緒しよに届けられたものだ。なんですかそれ、と聞いても答えてくれなかったが、まさか自分へのプレゼントだとは思わなかった。

　扇桜子、感無量である。

「おかげさまで、散々な誕生日になっちゃったけどね」

「いえいえ、私は意外と楽しかったですよ。語録のセリフもひとつ言えましたし……。あーっ、一朗さま。お酒は私が注つぎます」

「あー、ナンセンスナンセンス。いいから座っていなよ」

　いつもの癖で席を立ちそうになる桜子を押さえつけて、一朗はワイングラスにワインを注ぐ。桜子は少しもどかしそうにもじもじしながら、天てん井じようを見上げた。

「あの時一朗さま、ネムさんに絶縁状でも叩きつける気だったんでしょう。ヒヤヒヤしましたよ」

「僕だってしたくはなかったよ。良い友人だと思っているしね。あのままだとお互たがいの今後に良くないと思ってたんだけど、そういった意味ではアイリスに感謝かな」

　当のアイリスは『あたしがもっと早く覚悟を決めてれば、キルシュさんが戦う必要なんてなかったわよね……』と、ちょっぴり落ち込んでいたのだが、桜子＝キルシュヴァッサーは先の言葉で慰めた。実際、戦せん闘とうは結構楽しかった。

　一件落着だが万事解決というには課題は山積みだ。アイリスとネムが戦うにしても、アイリスの圧あつ倒とう的てき実力不足は確かであるし、仮にこの勝負が終わったとして、ネムの心の問題が解決するかと言えば、必ずしもそんなことは言えない。

「じゃあ、桜子さん。食べよっか。改めておめでとう。これからもよろしく」

「あ、はいはい。一朗さま、こちらこそよろしく」

　グラスにジュースを注ぎ、注がれながらの挨拶。一朗も席に腰を下ろし、互いのグラスを軽く打ち付けあった。ちん、という冷涼な音が静かに響く。

「そうそう、一朗さま。聞きたいことあるんですよ」

「なんだろう」

「一朗さま、今回の戦闘の時、地味に怒ってましたよね？　課金剣呼びまくってる時とか」

　フォークとナイフをつかむ一朗の手が、ぴたりと止まった。

「ひょっとして私の為ためですか？」

　冗談めかして尋たずねると、一朗はふっと笑う。

「ナンセンス」

　どうせそう言われると思いましたけどねー、などと軽口を叩く桜子だが、直後に手痛い反撃がやってきた。

「これで桜子さんも僕の三つ上になるのかな」

「な、ナンセンスっ！　どーせすぐ二歳さい差さに縮まりますもん！」










　ところで、この楽しい会話の後日になるのだが、一朗のもとに野の々のあざみから連れん絡らくが届いた。

　人工知能ローズマリーの思考パターンに明確な変化が生じたという旨むねのもので、『何かにつけて屁へ理り屈くつをこねるようになった』『ナンセンスという言葉を多用するようになった』と綴つづられた後、『いったい何を吹き込んだのか』という、やや糾弾じみた内容が続いていたのだが、一朗はいつも通りの台詞で返答したとのことである。
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活動報告







　みなさんこんにちは。担当さん（イケメン）に『あとがき何ページ書けますか？』と聞かれて『一〇ページでも二〇ページでも書きますよ！』と言ったは良いが、たかだか六、七ページでヒイヒイ言っている哀れな生き物です。

　あ、今回のあとがきはテンション抑え目です。







　てなわけで三巻目です。

　三巻というのはライトノベルにおいてもひとつの節目ですよね。『三巻から面白くなるよ！』なんていうのはよく聞く話ですし、これ以上シリーズ続けられるか!?　というドキドキをもって迎える巻でもあります。

　今回の話は、ほぼ書きおろしのオリジナルエピソードになります。『小説家になろう』様で連載させていただいているウェブ版カネの力には、今巻に該当するエピソードはありません。一巻、二巻の改稿に伴ってあまり暴れられなかったサブキャラクター達と、割を食ってしまった桜子さんに重点を置いております。ウェブ版読者の方にはわかるでしょうが、書籍版オリジナルキャラクターも出ています。







　あめしょー、マツナガ、ストロガノフといったサブキャラクター達も大事ではありますが、なんといっても桜子さんです。御曹司に振り回されるキャラクターが多い中で、多少は振り回されつつもあるドッシリとその一歩後ろをキープするメイドさん。ウェブ版でも人気のあるキャラクターだったのですが、メインヒロインを張るエピソードがなかったために、書籍版の改稿作業においてその存在感を上手く表現できませんでした。

　てなわけで、にぎやかしのサブキャラクター達にワイワイやらせつつ、桜子さんの魅力を出来うる限り詰め込んだのがこちらの第三巻なのです。せっかくだから話もあざとく水着回にしてしまえ、と思ったのですが、肝心の桜子さんは水着になりませんでしたね。キルシュヴァッサー卿が恥じらいの表情で雄っぱいを隠す絵を桑島さんに画かせるのは忍びなかったですしね。仕方ないですね。ウェブ版では全裸で紙を漉くシーンがあるので良かったら読んでみてね。







　書籍化にあたって不安だった事項のひとつに、桜子さんの年齢があります。第一巻開始時点では二十五歳、誕生日エピソードをはさんで二十六歳になる桜子さんは、ラブコメ要素の薄い本作においても『ヒロインのひとり』という重責を背負います。この『御曹司の三歳年上』という設定は作者としては譲れないものがあり、もし担当さん（イケメン）に『年齢下げてください』と言われようものなら、徹底抗戦する覚悟がありました。

　最初の打ち合わせの時、さりげなく『桜子さんの年齢って大丈夫なんですかね？』と聞いたところ、『二十六歳でしたっけ？　うーん……ギリギリですね』とのお答えをいただき、無事に桜子さんはギリギリ二十六歳にしてヒロインデビューを飾ることになったのですね。

　なお、この話を友人にしたところ『桜子さんは生き様がギリギリだからね』とも言われました。どうやらヒロインとしてギリギリの存在であるというのは、共通認識のようです。







　そんなギリギリの桜子さんですが、今後に控えるエピソードではさらに危ないところを攻めていきます。そのエピソードまで書籍化できるかどうかはまだ未定でございますが、友人をもってして『生き様がギリギリ』と言われた桜子さんの本領は、まだまだこれからですので、なんとかお手元にお届けしていきたいところです。







　今回のエピソードでクローズアップされたキャラクターの１人に、芙蓉めぐみさん＝ネムさんがいますね。彼女の内面は書籍版で初めて、より詳しく掘り下げることになりました。二十六歳の桜子さんがギリギリなら、二十八歳の芙蓉さんはギリギリアウトということになるのですが、それは、







　いや、やめましょう。なんだか非常に心がえぐられている気がします。誰がギリギリとか、誰がアウトとか、どうだっていいですよね。みんな昔は若かったんです。

　でね？　えっと、そう。あめしょー達の話でもしますか。

　ストロガノフ、マツナガ、あめしょー、ザ・キリヒツのようなサブキャラクター達は、ウェブ版執筆時にその場の思いつきでポンポン生やしたキャラクターです。が、なんだかんだ言ってその後も背景として最後まで活躍を続け、結局はウェブ版カネの力の方向性を決定づけた、重要なモブ達です。シナリオの本筋にほとんど絡まないのが彼らの魅力なだけに、なかなか出番を作ってあげられなかったのですが、今回は書籍版オリジナルエピソードということでね、ワイワイやらせてあげることができました。今後も隙を見て出していってあげたいところです。







　えー、ようやく紙幅が尽きてまいりました……。いや、まだ残ってるけどね……。なんで僕は十ページも書けるとか言ったんだろう……。十ページも何を書くつもりだったんでしょうね。テンションだって持続しねぇよ。三日前の自分をつねりあげてやりたいよ。

　謝辞です。

　今回、多大なるご迷惑をおかけしました担当編集Ｋさん（イケメン）！　デビュー三巻目にして……こう……非常にやきもきさせてしまって申し訳ありませんでした！　遅々とした進行に、日に日に自分がゴミクズになっていくようでした。今後はもっと計画性のある男になります。あと、こないだ教えてもらった例の怪しい名前のゼリー飲料を冷蔵庫に備蓄して頑張ろうと思います。

　今回も素敵なイラストを描いていただきました桑島黎音さん！　今回水着回にしたのは、桑島さんの描く水着アイリスが見たかったからと言っても過言ではありません。もちろん水着フェリシアも水着あめしょーも見たかったです！　死ぬほどありがとうございます！　桜子さんもいっぱいで幸せになれました！

　あと校正さん！　著者校回ってきた時、いまだかつてないほどの誤字指摘の多さに泡を吹いて失禁しました。今までもお世話になっておりましたが、今回の規模はちょっとシャレになってなかったと思います。ありがとうございました。

　もちろん編集部のみなさん、印刷所のみなさん、書店のみなさん、小説家になろうで私の連載作を楽しみにされているみなさんにも、心からのありがとうとごめんなさいを！




　そして例によって、今これを読んでくださっているあなたにも、ありがとうです！　頑張って４巻も出すよ！　立ち読みで迷っているならまずこれをレジに持って行ってくれ！




　よし、これで６ページ！　やった、書き終えたぞ！　ひゃはは！　俺だってやりゃあできるんだよ！　次回のあとがきは十ページでも二十ページでも書いてやるぜぇ！

　んじゃまたね！　身体に気を付けてね!!
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